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　序章







　深夜。星が主役になり夜空を踊おどるころ。

　王おう城じようの一角にある広い居きよ室しつ。その中に据すえられた大きな寝しん台だいのその上で。

　乱みだれた荒あらい呼こ吸きゆうと引き詰つめたような呼吸が二つ、重なり合っていた。

「フィナ……。オルフィナ……っ……」

　苦しげな呼吸の中で、男はただ、少女の名を繰くり返す。

　それでも目を固く閉とざした少女は、ただ、荒い呼吸を繰り返すのみだ。

　苦しげに、時折びくりと引き攣つる身体からだ。軋きしむように擦こすれ合う奥おく歯ばの音。

「フィナ……っ。フィナ……」

　繫つなぎとめるように、男は、必死で呼よびかける。幾いく度ども。

　が。瞬しゆん間かん、ふっと少女の身体がこわばると、そのまま、くたりと動かなくなる。

　呼吸も、鼓こ動どうすら止まる。




　──少女は死んだ。為なす術すべもなく。




　男──ディオンは、震ふるえる吐と息いきを吐はき出した。

　長い夜の始まりだった。







　第一章　月夜に出で逢あう月と夜。
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　静かな、何もない空間があった。

　音もない。

　風もない。

　空も、水も。何ひとつ。

　その、静かなる空間が──一瞬、たわんだ。

　途と端たん。

　その流れに呼こ応おうして空気が揺ゆれ、風が吹ふき、天地が生まれ、音おん響きようがひびき。

　すべてが、生まれた。

　生命、光、優やさしさ、ちから。誕たん生じようは平等にすべてを生んだ。不平等や死ですらも。

　喜びや、悲しみや、痛いたみや、幸福、苦く痛つう。希望だとか、涙なみだだとか。

　生き物に付ふ随ずいする、感覚や感かん情じようや。そういったあらゆるすべても。

『時』の概がい念ねんも、もちろん生まれ──

　その瞬しゆん間かんから。

　そこはひとつの『世界』になった。




　時が経たった。永ながい時が。

　世界はすっかり世界で在あることに慣なれ、すべては大たい過かなく。

　日々は流れていた。

　そんな或ある日。それは月の美しい、晩ばんのこと。

　夜の空。世界全てを見み渡わたせるような高み、星々の瞬またたきに紛まぎれるようなその天空に。

　ひとつ、光の欠片かけらがあった。

　ちらり、ちらりと、舞まい降おりるその様は、まるで天使の羽のようにして。

　静せい寂じやく響ひびく夜のなか、光は世界に抱だかれるように落ちていく。







「──ああもうっ！」

　怒いかりにまかせて放った枕まくらが壁かべで跳はね、そのままぼすんと地に落ちる。

　そんなことで気がすむわけではなかったが、枕を自分で拾いに行く虚むなしさを味わうと、それが無意味な事だったという実感はもてた。

　寝しん台だいに倒たおれこみ、嘆たん息そくする。

　美しい子どもだった。

　黄金の川のようと噂うわさされる金色の髪かみは肩かたのあたりまで真まっ直すぐに流れ。愛らしい顔の中に輝かがやくのは吸すい込こまれそうな大きな空色いろの瞳ひとみ。

　誰だれもがこの子どもを見ると溜ため息をついて、その美少女然とした姿に見み惚ほれる。そうして思うのだ。「とても男の子には見えない」と。

　年の頃ころ九つといえばそろそろ一ひと目めで男女の見分けがついてもよい。実際この少年の友人の中にはこんな男女の区別のつかないような──というより彼はむしろ少女じみている──顔の子はもういない。おかげで、しょっちゅうからかわれているのがこの少年──ディオンの悩なやみでもあった。

　しかし今はその愛らしい顔は歪ゆがめられ、怒りをあらわに虚こ空くうを睨にらみつけている。

　怒りの原げん因いんは、些さ細さいといえば些細なことだった。




　理り不ふ尽じんな叱しつ責せきを妹に投げた父に、思わず反発した。勝てる見み込こみなどない勝負と分かっていても、納なつ得とく出来なかった。

　けれどその勇気は、虚しいほどにあっさりと、ただ一いつ蹴しゆうされて終わったのだ。

　おかげでこうして部へ屋やに戻もどってからも、一向に気分は晴れないままだった。

　どうにも鬱うつ々うつとした気分は落ち着かず、枕にやつあたりをしたりしてみたが効こう果かはなかった。

　寝台の上でごろりと仰あお向むけに転がる。

　たまの家族揃そろっての食事をしたというのに楽しくも何ともなかった。分かっていてもがっかりする程てい度どには、まだこの少年は子どもだった。

　溜め息をつく。広い部屋にその溜め息はのまれ、なかったことにされる。

　自分の部屋ですら、我わが物にならないのだから、こんな虚しいことはない。

　また、溜め息をつく、と。視し界かいの隅すみで、ふわり、とカーテンが揺れた。

「？」

　窓まどを開けていたっけ？　と訝いぶかるが、掃そう除じの者が開け放して行ったのかもしれない。何となく閉とじこもっていたい気分だったので、しっかり引きこもろうと思って億おつ劫くうながらもわざわざ窓を閉しめにバルコニーへと続く大窓に向かった。




　外はすっかり闇やみにのまれている時じ刻こくだったが、視線を上げると無数の星が瞬き、その中心では月がまるで夜の太陽のように輝いていた。

　ぽっかりと浮うかぶそのまるい月を見たら何となく鬱うつ屈くつした気分が取り払はらわれたような気になった。少し星空と過すごそうと思い、月を見上げながらバルコニーへ出ると、何かにつまずいた。

　何もないと思っていた空間に足を取られた少年がびっくりして足元を見下ろすと──少年の目はさらに丸くなった。




　自分の目がどうかしたのかと思った。

　そこにあった──いや、いたのは。見たこともない子どもだったのだ。




　長い闇色の髪と白い布ぬののような衣服に小さな体を包み込まれるようにして倒れているその子どもは、妹とそう変わらない歳としのように見えた。

（だとしたら五歳くらい、かな）そう見当をつける。

　恐こわ々ごわと屈かがみ込み、その顔をまじまじと見る。

　整った愛らしい顔立ちだった。少女のように見えるが、自分の例もあるので判はん断だんしかねた。閉とざされた瞳の先が気になったが、それよりも。

（どうしよう？）

　自分の立場からこの子を勝手にどうこうは出来ない。ここは家長である父に相談するべきだと思い、立ち上がりかけたが──つい先ほどの不ふ愉ゆ快かいな出来事を思い出し、苦い顔になる。

　身元も知れない子どもなど、自分が構かまいつけるに値あたいしないと思うに違ちがいない。

　かと言って……

（隠かくしておくわけにもいかないよなあ）

　まずは治ち療りようをしなければならない。こんな所で倒れている理由はともかく、倒れている以上病気か怪け我がか何かなのだと思う。そうして気付いたら、次は家に帰さなくてはならない。妹のようにしっかりした──しっかりしすぎているとも思うが──子ならともかく、そうでなければ自分で身元を答えられるかも怪あやしい。そうしたら、どうしたって父に頼たより、捜さがしている親なりを見つけ、届とどけてあげなければならない。

　こっそり済すまそうとして出来ることではない。黙だまっていてくれと父以外の相談相手に頼たのんだところで筒つつ抜ぬけになるのは間違いないのだ。
















　不本意ながらも結けつ論ろんが出ると、少年はうんざりしつつも子どもに意い識しきを戻もどした。まずは意識があるのかだけでも確かく認にんしようと思ったのだ。

　怪我をしている可か能のう性せいもあるので、手て荒あらにならないよう、そっと肩かたをゆすり、声をかけてみた。

「ねえ。大だい丈じよう夫ぶ？」

「ぅ……ん……」

　身じろぎする。それほど大事ではないようだとほっとして、再さい度ど声をかけようとした少年だったが、そこでゆっくりと開かれた瞳ひとみによって。少年は言葉を失った。

　真しん紅く。鮮あざやかな血の色だった。しかしおぞましさはなく、むしろその美しさに吞のまれた。

　夜と同化するような黝あおぐろい髪かみに、その瞳はよく映はえた。ぱっちりと開かれたその両の瞳を頭ごとゆっくりと左右に振ふり、やがてその不思議そうな眼まな差ざしを少年の蒼あおい瞳に合わせると、首をかしげて、言った。

「──だぁれ？」

　鈴すずを奏かなでたような声だった。

　君こそ、と思ったがその存そん在ざいに圧あつ倒とうされていたのか、少年は素す直なおに答えていた。

「僕ぼくは、ディオン。……ディオン・ナディ・サース・シスルーン。──この国の王子だよ」







　シスルーンは大陸唯ゆい一いつの国家だ。

　元は千ち々ぢに分かれ、常つねにどこかで競きそい合い、争い合っていた多くの国々を一つにまとめ、吞みこみ、新たに単一の国家とすることで国家間戦争をなくした英えい雄ゆうとして大陸の歴史に大きく名を遺のこすことになったのはレガール・ムスク・ドモ・シスルーン。今より十三代前のシスルーン初代国王だ。

　以後、シスルーン王国は常に「千年平和」を第一国標に掲かかげ、それを実じつ践せんしてきた。

　とはいえ世に争いごとが全く無くなるというのは、現げん実じつにはありえない事だ。それでも代々の国王は、数々の側近達とともに、内ない乱らん・反乱の種たね芽めが見つかれば早くに摘つみ、国民が不満を述のべれば最さい善ぜんの対応を模も索さくし、司法や行ぎよう政せい、あらゆる面で出来うる限かぎりの尽じん力りよくをし、その国標に従じゆう属ぞくしてきた。

　そのかいあってか、このシスルーンにおいては、まさに建国から三九六年の間、大きな戦いくさは一度も起こっていない。これははっきり言って奇き跡せき的な数字であると言えるだろう。

　人々は平へい穏おんに慣なれ、ある者は堅けん実じつに生き、ある者は愚ぐ鈍どんに生きた。そうした選せん択たくが自由に出来ると言うことが、退たい屈くつであると不満に思えると言うことがどれほど素す晴ばらしい事なのか。意識はしていなくとも人々は知っているものなのかもしれない。

　シスルーンの平和は、王家だけでなく国民全すべての努力によって、その永ながき時を刻きざんできたのだ。




　王おう冠かんは常に血ち筋すじによって受け継つがれてきた。王位継けい承しよう権けんは年ねん齢れい順に男児、女児の順で与あたえられた。

　子が一人ではその血筋が途と絶だえてしまうこともあるのではという憂ゆう慮りよからか、代々の王は子どもを三人以上持つことがなんと法で定められている。伴はん侶りよの身分は問われなかった。そんな事を気にしたために血筋が絶えてはという理由からだと言うからその念の入りようには呆あきれてしまうが、これにはちゃんとした原げん因いんがあった。

　三代目の国王は、二代目に女児しか生まれなかったために──今のところ史上唯一の──女王であったのだが、幼おさない頃ころから世継ぎの事を急せかす家臣に囲まれ、また、女じよ性せいであることからも早く国こく務むを任まかせられる伴侶を、と耳が腐くさるほどに言われ続け、十八の頃にとうとう切れたのだった。「うら若わかい娘むすめに契ちぎれ契れと！　私には恥はじらうことも許ゆるされないの!?」と言い放ち、生しよう涯がい独どく身しんで通してやる、と反旗を翻ひるがえしたのだ。

　慌あわてたのは周囲の家臣たちだった。次代の王がいなくなっては、シスルーンは存そん続ぞくそのものすら危あやぶまれるのだ。

　だが女王は必死の説得にも耳を貸かさず、国務も自みずからこなしていった。女であると侮あなどっていた家臣たちもその手しゆ腕わんには脱だつ帽ぼうしたと言う。しかしそれでも世継ぎの問題は依い然ぜんとして残った。家臣たちは必死で頭を下げ続けたが、幼い頃より国王候こう補ほの男達を次々あてがうように押おし付けられてきた女王は頑かたくなだった。

　長く独ひとり身であった女王がやっと結けつ婚こんを決意したのは既すでに三十の半ばを過すぎた頃だった。相手は城しろの従じゆう者しやの召めし使つかいと言う、国王の伴侶という身分でいったら、最さい下か層そうとも言えるものであったが、世継ぎが望めないよりましだった。

　家臣たちは諸もろ手てを挙あげて結婚に賛さん成せいし（相手の男には、とにかく一いつ刻こくも早い世継ぎ誕たん生じようの為ために努力しろ！　と脅おどしと懇こん願がんをない交ぜにした忠ちゆう告こくを繰くり返した）、そのかいあってか一年半の後に、女王は健康な男女の双ふた子ごを産み落とし、家臣と国民をおおいに安あん堵どさせたのだった。

　そんなことがあったものだから、四代目に代だい替がわりするなり家臣たちによって法の中にそんな項こうが追加されたのだった。女王はそのときまだ存命だったが、呆あきれつつも文もん句くは言わなかったらしい。自身にはもう関係ないと思ったからかもしれないが、この長い騒そう動どうの結果は、後の者にとってはいい迷めい惑わくだったと言わざるを得ない。




　前置きが長くなったが、そんな訳わけで現十四代国王ラオロン・ガゼィ・ナドゥル・シスルーンの長男であるディオン・ナディ・サース・シスルーンは、生まれた時からやがて十五代目の国王になることが決まっていた。

　そのことに不満はないし、重荷であるとも思っていなかった。言うなればそれは当然の事でしかなかったのだ。

　とはいえ、十九の青年には、やはり勉強より遊びのほうが楽しいものだ。それを責せめることは出来ない。しかし、だからといって、その自由を許されるわけにも、またいかないのだった。

　次代の王として。ディオンには、毎日あらゆる科目の学科を学び、護ご身しんや作法などの実じつ技ぎを習得する事々が多く課せられていた。時には一日の半分以上がそれらに費ついやされるのだから、うんざりするなと言うほうが酷こくである。




「──では、今日はこのへんで終わりにいたしましょうか」

　ぱたん、と本を閉とじて歴史の教きよう師しが言う。

「はい。ありがとうございました……」言いながらぐったりと机つくえに倒たおれ込こむ王子に、教師は苦く笑しようして、言った。

「おやおや、この程てい度どで情なさけないことですな」

「あのなあ、今日なんて朝からずっとなんだぞ、いくらなんでも疲つかれるって」

　窓まどの外では太陽が南中に昇のぼり、暖あたたかな日差しが庭木に降ふりそそいでいる。

　陽ひが昇って朝食を食べてから集中し通しだった。疲れないほうがどうかしている。

「もうしばらくの辛しん抱ぼうですよ。あなたは将しよう来らいこの国を背せ負おってゆかねばならないのですから、その土台を作るために若いうちに人一倍の努力をしておかなくては」

　穏おだやかに話す細身の老ろう紳しん士しの言葉に、ディオンは少し拗すねたようにして応こたえる。

「分かっているけど。……なあ」

　分かるだろう？　と苦笑してみせる。

「まあ歴史に関しては嫌きらいじゃないんだけどな」

「おや、嬉うれしい事を言ってくれますな」

「駄だ目めなのは、数式とか。ああ言うのは……面おも白しろいとも思うけど、ひどく疲れるんだ」

「しかし出来がいいと褒ほめていらっしゃいましたよ。苦手という事でもないのでしょう」

「うーん……」どうかなあ、と呟つぶやいて机の本やペンを片かた付づける。

「……ドナウ、さっきの話だけどさ？」

「はい？」

　片付けかけていた手元の本を見て、ふと浮うかんだことを、そのまま質しつ問もんする。

「アエラ様はどうしてその男と結婚しようと思ったの？」

　アエラ様──アエラ・バル・ガルロ・シスルーン──とは先まで話していた女王のことだ。問いに対してドナウ教師はすらすらと答えた。

「女王が遠とお駈がけに出た先で知り合ったのがきっかけであったそうですよ。城の中ではお互たがい顔をみる機会もなかったでしょうけれど、気晴らしに出で掛かけたさきの森で偶ぐう然ぜんに親しくなったと。その後の詳くわしい成り行きまでは分かりませんが、女王の方が惚ほれてしまったということのようです」

「ふうん。なんだ、あてつけってわけじゃないんだな」

「ディオン王子？　どうなさったのですか？」

　大して気のない返事を返すと、ドナウは不ふ審しんげにこちらを窺うかがう。

「ごめん。なんでもない。

　ただ、ちょっと……またそんな話があったもんだから」

　苦笑いして素す直なおに応えると、得心がいったように頷うなずいた。

「ああ、お見合いですか。確たしか今度は……エカー公こう爵しやくの娘むすめでしたかな。聞き及およんでおりますよ」

「俺おれはまだそんな気ないんだけどなあ。これも公こう務むって事になるんだろうか」

「それでアエラ様ですか。かの女王は確かに後世のあなたたちにいらぬ重しを残してくれたようですな」くすくすと笑う。

「笑いごとじゃないよ……まだ成人もしてないんだぞ。この件けんでは母上も困こまってるし。『まだ一人足りないのよね』って」

「それは……」

　これには、ドナウもなんとも言えない顔を見せる。

　現国王にはまだ、ディオンとイリシアの二人しか子がない。王おう妃ひであるリリスもそろそろ出産に向かない年齢に差し掛かりつつあるし、周囲は多少焦あせっているのだ。

　実質、今のままでもあまり問題はないのだが。これは世よ継つぎがどうのと言う事より、国法で三人以上と定めているが故ゆえの焦りだ。王家が法を守らねば、どうして国民が法を守るのか、と言うことになりかねないからである。

「まあ、あの二人はなんだかんだで仲がいいからな。そのうちもう一人の弟妹きようだいも出来るんじゃないかと思うよ。ただ俺の方は、まだなあ」

「学園の方にはいらっしゃらないのですか、そういう方が」

「毎日行ってるわけじゃないからね。友達なら少しはいるけど、特別な子はいないよ」

　屋や敷しきにこもって教師につくばかりではなく、同世代の人間に囲まれる経けい験けんも必要だと言うことでディオンは学校に通っている。

　だが、勉強の内ない容よう自体はとうに城しろでやっていることであるし、それ以上に学ばなければならないことはまだ山ほど残っている。必然、毎日学校に通うような時間は取れず、結果、週に一日ほどのペースで通うこととなっているのだ。

「たしかに、それでは親しくなるきっかけもなかなかないでしょう」

　溜め息まじりに言う。

　王子が来た、といちいち騒さわぐほどレベルの低い人間の集まるところではないが、学生たちにとって相手は週に一日程度しか顔を出さない次期国王である。出来るだけ接せつしておいて損そんはない。結果、常つねに複ふく数すうの人間に囲まれて短い一日を過すごすことになるのだった。

　ドナウはそれを察しているのだろう。

「それでも、楽しいことは楽しいからね。いい経験になってると思う」




　　　　２




　昼食の休きゆう憩けいをはさんだ後、すぐに午後の科目に入り、やっと部屋に戻もどる頃ころには既すでに夕ゆう暮ぐれの時分だった。西側の窓まどから射さす陽が回かい廊ろうを茜あかね色いろに染そめている。

　ずっと座っていたために疲つかれきった体で部へ屋やに辿たどり着くと、扉とびらが少し開いていた。

　シーツを替かえに来た従じゆう者しやの閉しめ忘わすれだろうかと思いつつ中に入ると、寝しん台だいが盛もり上がっていた。

　それを見て、ディオンは呆あきれたような顔になる。

「フィナ、来てたのか」

「んん……」

　寝ねぼけた声を出し、のろのろと起き上がったのはまだ幼おさなさの残る少女だった。

　あの日、この部屋のバルコニーで拾った少女。

「こんな陽のある時間からそんなところに居いたら見つかるぞ、何しに来たんだ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。掃そう除じの人がいなくなってから来たから」

　一体何が大丈夫なのか、まだ寝ぼけているように答えにならないことを言う。

「あのなあ」

「ああ、うん違ちがう。ディーに会いに来たんだけど、なんか今日もずっと学科みたいだから。退たい屈くつで」

　待っている間に寝てしまったと言う。

「もうしばらくこんな感じで忙いそがしいぞ。来週式典があるからな。その下した準じゆん備びとやらがつまってる」

　日にち常じよう科目の合間を綺き麗れいに埋うめ切るように追加されているスケジュールを思って、うんざりと言う。それは、妹の生せい誕たん十五周年を祝う記念式典のためのものだ。

　生誕式典は、王族が総そう出でで国民の前に姿すがたをあらわす数少ない機会となるため、自然、国をあげての一大行事となるのだ。

　当日は、王族の姿を一目見ようと地方からわざわざやって来る者も少なくない。

　そうしていつも以上に人の増ふえる首都は盛せい大だいな賑にぎわいを見せ、街中がお祭り騒さわぎとなる。

　そんな中、城の本宮にほど近い位置にそびえ立つ大だい神しん殿でんの大広間で、ディオンら──主役の王族を筆頭とし、神官や主だった公く卿ぎようたちは一堂に揃そろい、腕うでの上げ下げの時まで決まっている形式ばった式典を執とり行うのだ。

　その煩はん雑ざつな手続き過か程ていを半ば無む意い識しきに想起して、今から疲ひ労ろうを感じた。

「式典ね……知ってるよ、ぼくも出ることになってるから」
















　言いながら、オルフィナは布ふ団とんから出て伸のびをする。ズボンと短衣という少年のような平服の背せ中なかでは、直毛のようでわずかにウェーブがかっている長い黒くろ髪かみが揺ゆれている。

「え？　ルフィニア侯こう爵しやく家けはそりゃ招しよう待たいしているだろうけど……フィナは出ないだろ？」

「なんかね、出ることになってるみたい。って言っても式典そのものには出ないけど。ルフィニア侯……父様が、そろそろぼくも、オルフィナ・フェイジョア・ルフィニアとして社交の場に出てもいいだろうって」

「それは……」

　思わず言葉が止まる。出会った当初は妹と同じかそれより小さく見えた少女だが、十年経たった今では十四の妹よりは上に見える。実じつ際さいの年ねん齢れいが分からないのでこの件けんに関しては何とも言えないが。

「確たしかに俺はルフィニア侯におまえの後見人を頼たのんだけど……そんなつもりじゃないんだがなあ」

　式典とは言っても形だけのものをこなせば後は単なる祝しゆく宴えんだ。それに出ると言うことは周囲の人々に対して侯の娘むすめ、次期当主として──侯には他に子がないのだ──の顔見せをすることになる。そして、それはつまるところ、大おお勢ぜいを相手とした見合いを兼かねることにもなるのだった。

「ぼくはそんなの堅かた苦くるしいし、出たくないんだけどね、そうもいかないみたいで……なんか、父様つつかれてるみたい」

『そろそろご息女も年頃ではないですか？』『隠かくしておくとは人が悪い……』当人たちは妻つまのある身でどうこうしようと言うわけでもないのだろうが、娘をもつ者には少しの対たい抗こう心しんが、息子むすこをもつ者にはその連れ合いの候こう補ほとして、それぞれに興きよう味みがあるものらしい。

　実際、早い者ならまだ五つの子どもを社交の場に出すこともある。出し渋しぶるルフィニア侯の態たい度どは好こう奇き心しんをあおる結果になってしまっているのだろう。

　そんな事じ情じようを知らないわけではないが……ディオンは心配そうな顔になる。

「おまえ、大丈夫なのか？」

「失礼な。小さい子じゃないんだからちゃんと出来ますー」

　べーっと舌したを出すその様子に呆れつつ、

「そうじゃなくてさ。ほらおまえって……なあ？」

　言葉を濁す。ああ、とディオンの言いたいことを察したのか、頷く。

「それも大丈夫。……だと思う。別にすぐさま結けつ婚こんなんてことにはならないだろうし」

　空から降ふって来た娘はこともなげに言う。

　ディオンはがっくりと肩かたを落とした。

「それは大だい丈じよう夫ぶじゃないって事だろ」




　空から降って来た娘──と言うのはディオンがオルフィナをたとえてよく言う言葉だ。

　幼いあの日、バルコニーで見つけた少女は自分のことを何も知らず、そもそもろくに喋しやべれなかった。父王とともに念入りに捜そう索さくした結果も身内らしいものは見つからず、と言う有り様で、最終的に孤こ児じ院いんに送ることに決められた。

　だが、その数日ですっかり懐なついてくれていた少女──まるで鳥の刷り込こみのように、ディオンの姿が見えないと泣くのだ──をあっさりと遠くへ追いやるようなことはしたくなかった。ディオンはあの父親相手に相当ごね、自分でも何とかしようと画かく策さくした。

　結局、当時から自分を可愛かわいがってくれていたルフィニア侯を頼たよった。侯はその少し前にこの首都に単身越こして来た身であり、それまでは田舎いなか領りよう地ちでの暮くらしだったため、実子がいない事を知る者も殆ほとんどおらず、都合も良かったのだ。

　侯に頼み込み、父王の了りよう解かいがあれば引き受けようという約束を取り付けると、あとは強気で父王を押おした。怖い相手であることなど忘わすれたように再さい三さん願い出ると、意外にも了解が出たのだ。

　思えばこの父は王族としての立ち居い振ふる舞まいに関しては厳きびしすぎるほどに厳しく、それ故ゆえ子どもの目には堅けん牢ろうな壁かべのように映うつったが、それ以外の、ことに国こく政せいや国に関かかわる事どもには真しん摯しであり、国民のために尽じん力りよくすることを惜おしまぬ善ぜん政せいの人であったから、ディオンのこの申し出は、当の子どものためにも良いと判はん断だんして許きよ可かをしたのだろう。

　今ならそれが分かる。だか、当時は何かとんでもないおまけでもついてくるのではないかとびくびくとしたものだった。──それはともかく。

　当時、本宮のそばの離り宮きゆうのひとつに居きよ住じゆうしていたルフィニア侯は、領地を管理している妻に娘を預あずけられたと周囲に説明し、表向きは実子として、この養女を迎むかえた。




　その最初の日のことだ。

　侯の離宮に少女を送り散さん々ざん泣く少女に「明日の朝にはまた会えるから」と説明して本宮に帰り、ディオンは久ひさ々びさに一人で眠ねむりに就ついたのだったが──

　夜中に、物音で目を覚ました。

　こつこつと弱く響ひびく音の正体は、窓まどを叩たたくものだった。

　月もないような夜の最さ中なかに、まさか鳥でもあるまい。

　驚おどろきつつ外を見ると──バルコニーに泣いている少女がいたのだ。

　夢ゆめでも見ているのかと思った。

　ルフィニア侯こうの紹しよう華か宮はここから一区画は離はなれているし、なによりここは三階である。

　慌あわてて窓を開けて迎え入れた。

「どうしたんだよ!?　君──」

「……っ。……っ」

　何な故ぜここにいるのか、どうやってここに来たのか。困こん惑わくしきりにあれこれ問うても、しがみついてただ涙なみだを流すばかりで埒らちもない。

　どうしようもないのでその日はそのまま一いつ緒しよに眠った。

　翌よく日じつの朝一番にルフィニア侯の許もとへ向かうつもりだったが、こちらが出で掛かける前に向こうから駆かけつけて来た。

「王子っ、大変なんです！　昨夜預かったあの子ども──オルフィナ……が……？」

　開口一番消えた少女の事を話すつもりが、ディオンとともにひょっこり現あらわれたのだから──ルフィニア侯は口を大きく開けたまま、しばらく動かなかったほどだ。

　前夜の出来事を話すとルフィニア侯は信じられない様子で（話している本人も信じられないのだから無理もないが）あったが、そこは柔じゆう軟なんな人だった。ともかく今後こういう事があっても慌てず対たい応おうしようと決めた。

　その後も、相変わらず繰くり返し同じ事が起こったが、啞あ然ぜんとしつつも二人はその事態を受け入れ、次し第だいに慣なれていった。

　ただ、そんなことが日常的に続くのは、慣れる以前にさすがに心しん臓ぞうに悪い。

　どうしても一緒にいたいのなら、いっそのこと、はじめからそうしてくれとディオンが少女に言うと、分かったのか、こくりと頷うなずき、侯にもその旨むね告げた上で堂々と（バルコニーではなく扉とびらから）来るようになった。

　とは言え家族とですら子どもの頃ころから別室で眠っていると言うのに、毎日のように身元の知れない少女と床とこに就つくなどということが広まると、いくら子どもの事とは言え、色々と問題もあったので、これはディオンとルフィニア侯、そして少女の三人だけの秘ひ密みつ事ごとであった。

　だがそれもオルフィナが周囲に慣れてくるにしたがって、やがて減へっていった──と言うより、そうでなければディオンがもたなかったというのが本当のところだ。

　毎まい晩ばん、オルフィナが見つからないようにと気を遣つかい、同時にオルフィナ自身の様子も見ていたのでは、とてもじゃないがディオンはゆっくり休むことなど出来なかったのだ。

　平気そうにしていても疲労してゆくディオンの様子に気づいたからか、オルフィナは紹華宮の自室で一人で休むようになった。と言っても一時にすっかり落ち着いたわけではない。二日おき、三日おき……と間かん隔かくを空けて訪おとずれるようになり、今ではほとんどの夜を紹華宮で過すごしている。

　──そう。今でもまだ、一人で眠れずディオンの居きよ室しつを訪れることがあるのだ。不安を抱かかえたそれを追い返すのは酷こくであると思うし、また妹のようなこの少女が可愛かわいくもあるディオンは、結局それを受け入れている。

　こんな現げん状じようでオルフィナが夫を迎えることなど、出来るはずがなかった。




「──でも、案外怪け我がの功名で、俺おれでなくても平気になるかもな」

　ふと思いついてこぼす。が、

「それは絶対ないよ」

　オルフィナはあっさりと言う。当然の事を言う口調だった。

「あのなあ、少しは何とかしようと……」

　呆あきれて言いかけるが、幼い時に突つき放さなかった自分にも責せきはある。何より、ことはそう簡かん単たんな問題ではないのだ。

　その事に思いあたり、「……まあ、だめなうちは仕方ないけどな」弱く続けた。

　だからと、自分は今後もずっとオルフィナの側そばについていてやれるわけではないのだから。

　いつかは、オルフィナにも、ディオン離れをしてもらわなくてはならない。

　そんな、自分の思考に訪おとずれた寂せき寥りよう感かんを誤ご魔ま化かすように、しかしこれじゃ俺もしばらく妻つまはとれないな、などとぼやくと、耳のいい少女はそれを聞き留めて言った。

「そうなったら邪じや魔まはしないよ、奥おくさんがいないときだけ来るようにする」

　そういう問題ではない。

　ディオンは砂を嚙かんだような顔になった。夫ふう婦ふの枕まくら事情を把は握あくされるのも嫌いやだが、それ以上に、妻がいない日には別の女をはべらせているなどとは外聞が悪いにもほどがある。

　シスルーン以前の時代ならば、王が後宮に大おお勢ぜいの女を囲うような事も多くあっただろうが、現在は王族とて一いつ夫ぷ一いつ妻さいが基本である。妻が石女うまずめであったりした場合には例外的に愛あい妾しようをもつことも許ゆるされるが。

　国民とのあいだに大きな格かく差さをもうけず、王族の特とつ権けん性せいを出来うるかぎり払ふつ拭しよくしてきたからこそ、シスルーンはこの長きにわたって革かく命めいも反はん乱らんも起こさず、平和を維持してくることが出来たのだ。

　そういった事情を全く察していない様子に溜ため息が出る。ルフィニア侯も常じよう識しきを教えてきたはずなのだが……この少女には、もっと根っこの部分から教えていかなければならないらしい。

　やれやれと立ち上がると、泊とまっていくなら見つからないようにと言い残し、夕食のため、一いつ旦たん部へ屋やをあとにした。




　再ふたたび部屋に戻ると、少女の姿すがたが見当たらなかった。

　昼過ぎからずっとここにいるなら空くう腹ふくかもしれないと、料理長に夜食にするからと噓うそをついて作ってもらったサンドイッチを適てき当とうな場所に置き、そのままバルコニーへ向かう。

「フィナ」

　バルコニーに置いてある陶とう器きで出来た小作りの椅い子すに腰こしかけ、揃そろいのテーブルにひじをついて外を見ていたオルフィナは、ディオンの呼よびかけにはっと振り向いた。星明かりを反はん射しやして赤い瞳ひとみがきらめく。

　いつの間に着き替がえたのか、少年のような服を解とき、今は真っ白いゆったりとした部屋着姿である。

「あ……おかえり。早かったね」

「そうでもないぞ。──どうかしたのか？」

　首を傾かしげて訊ききながら、向かいに立つ。

「んんん。べつに。ただ星が綺き麗れいで」

「ああ」

　つられて空を見上げる。ひときわ大きく浮うかんでいるのは少しかけた丸い月だ。

　と、軽く髪かみをひかれる。

「月の光の色」

　手を伸のばしてディオンの長い金きん髪ぱつを指に絡からめながら、くすりと呟つぶやく。

　少し驚おどろきながらも、言い返した。

「俺より、フィナの方が夜の主役には相応ふさわしいと思うぞ」

「それ、褒ほめ言葉？」

　不思議そうな顔で聞き返すオルフィナに、頷うなずいて答えた。

「ああ。──あまり褒め言葉に聞こえないな」自分の言葉に苦く笑しようする。

　オルフィナは首を振ってやわらかく微笑ほほえむと、するり、と立ち上がり、バルコニーの柵さく──胸むねの高さまである──へふわりと腰掛ける。

「？」

　したいことが摑つかめず、問いかけようとディオンが口を開く前に、楽しそうな声で、オルフィナは言った。

「──ねえ、まだ天使みたい？」




　初めてここで少女を見つけたとき。そうしてその瞳を見つけたとき。

　ディオンは本気で思ったのだ──天使を見つけた、と。







　少女を手放したく無いと奔ほん走そうし、やがてルフィニア侯こう爵しやく家けに養子に出す頃ころになって、まだ少女に名前がないことに気が付いた。

　はじめは親にもらった名前があるものだと思っていた。少女に訊いたが少女自身はそれを知らないかのようで、勝手に名付けるわけにもいかず、しばらくは『君』だの『迷まい子ごの子』だのと呼んでいたが、ルフィニア侯に預あずけることになった以上、名前が必要だった。

　当然ルフィニア侯が名付けるものだと思って、侯に尋たずねたが、ディオンにいい名はないかと逆ぎやくに聞いてきた。侯は侯で、ディオンが名付けるのが筋すじだと思っていたらしい。

　問われて、ふと心にひらめいたのは小さな頃に読み聞かせてもらった神話だった。その物語の中で大天使オルフィナは、輝かがやくばかりの美しさと深い優やさしさ、そして揺ゆるぎない強さをかねそなえ、その力でもって闇やみを滅めつし、人々を救きゆう済さいするのだ。

　その名を出すと、ルフィニア侯は少し驚いた様子で、

「女め神がみとも言われる天使の名ですか。私の娘むすめの名には僭せん越えつな気もしますが……王子がその名を与あたえられたのなら、かの大天使もお赦ゆるし下さるでしょうな」




　オルフィナ・フェイジョア・ルフィニア。

　それが今日から君の名だよと教えた時も、少女はよく分からない顔をしていたが、こくこくと頷いた。試ためしに「オルフィナ？」と呼ぶと、ディオンの服をつかんで「なあに？」と小さな声で言ってきた。納なつ得とくしてくれたようだと安あん堵どして「呼んでみただけだよ」と言うと、小首をかしげていたが、やがて「ありがとう」と呟いた。







　そんな経けい緯いをオルフィナ本人に話したのはしばらく経たってからの事だった。

　まだオルフィナが文字を覚えたての頃、上達には多くの文字に接せつすることが近道だと、ルフィニア侯は色々な本をオルフィナに与えた。

　それは同時に生活に必要な常じよう識しきや知識の習得も兼かねていたから、その本の中にも当然、神話があった。神話は誰だれもが知っている物語である。

　それを読んでいたオルフィナは、不思議そうに訊きいてきたのだ。自分と同じ名前がある、と。

　そのとき話した事を憶おぼえていたのだろうが、こんな風に突とつ然ぜん振ふられるとは思わなかった。

　少し驚きつつも、正直に答える。

「まだって言うか……信じられないかもしれないけど、

　──俺には、いつもフィナが天使に見えるよ」

　この言葉には、オルフィナも驚いたようだった。ぽかん、と目を丸くして──次の瞬しゆん間かんには笑い出していた。

「くくっ、くっ……そんな、真ま面じ目めに…くく…そんなふうに言われるとは思わなかったな……」

　こんなところで騒さわいで誰だれかに見つかるわけにはいかないので、必死で抑おさえて笑っているが、ここが室内だったら爆ばく笑しようしていたことだろう。

　柵の上で腹を抱かかえて笑うその様子に、落ちたりしないだろうな、と心配しつつ、

「仕方ないさ、本当なんだから。赤い瞳ひとみも小さな軀からだもその闇やみ色いろの髪すらひどく眩まぶしくて、そのうち翼つばさが生えて、どこかへ飛んで行っちゃうんじゃないかと、真しん剣けんに考えることすらあるんだ」

　肩かたをすくめて言う。

　そこまで真面目に言われるとさすがに気になったのか、笑いを抑えて、言葉を返す。

「ぼくがどこに飛んでいくって言うのさ？　たとえ飛ぶことが出来たとしても、向かう先はディーの許もとしかありえないよ？」

「それが本当なら嬉うれしいな。

　でも、フィナ。夫をとったらその後はそいつのところへ飛んで行ってやれ。でなきゃ、そいつがあまりに可哀かわい相そうだ」

　後半は苦笑いをしながらのセリフになった。

「だからまだ結けつ婚こんなんてしないってのにっ！──どうしたんだよ？　今日は、そんなことばっかり言ってる」

　憮ぶ然ぜんとしてディオンの顔をうかがう。

「ごめん。なんか最近見合い話とかそういう話が身近に多いもんで、ちょっと……思考がそっちに飛びがちなんだ」

　反省しつつ、答える。確たしかに今日の自分はらしくない。

　柵さくから下りて、ディオンの方へ向かいながら、ためらいがちにオルフィナが口を開く。

「もしかして、いい人でも出来たのか？　ぼくが邪じや魔まになったならすぐ言ってよ？

　気付かずに疎うとましがられてたなんて、あとで知ったら立ち直れない」

「邪魔になるはずなんてないだろ。それこそありえない。

　──大だい丈じよう夫ぶだよ、なんて顔してんだ。心配しなくても、俺の一番はフィナのままだ」

　それは紛まごうことない本音だった。

　オルフィナは、その真意をはかりかねているのか、しばしディオンの瞳をのぞきこんでいたが、やがて納得したのか、微笑ほほえむ。

「奥さんを迎むかえるまでは、ぼくがディーの一番でいられたらいいな」

「それは間ま違ちがいないと思うぞ。約束してもいい」

　そう告げると、「そうだったらどんなにいいだろう」と泣きそうな顔になる。

　ディオンの胸むな元もとにしがみつき、浮うかんだ涙なみだを隠かくすようにして、オルフィナは呟つぶやく。

「うん……。ありがとう……」

　そう言ってくれるだけで十分だと、涙声で続ける。

　ディオンはその両肩に手を伸ばして、軽く引き寄よせた。

　そのまま、オルフィナが顔をあげるまでの時を黙だまって過すごしながら、もっと喜ばせることを言ってあげられない自分が不ふ甲が斐いなくて、密ひそかに嘆たん息そくする。

　少しして、照れくさそうに上げた顔に落ち着きをみると、ディオンは微笑んでみせた。

「そろそろ、中に戻もどろう。お腹なかが空すいてるかと思ってサンドイッチを作ってもらって来てあるんだけど、食べるか？」

　ディオンのその言葉に、オルフィナは、そういえば今日は朝しか食べていないと、言われて初めて気付いたかのように笑った。

「ディーの顔見てたら、満足して今まで空くう腹ふくなの忘わすれてたんだよ」

　ぼくのいちばんの栄養源だからね、と言って室内へ戻るオルフィナに続きながら、何となく。ディオンは独ひとりごちた。

「……その言い方だと、俺が食料みたいな感じじゃないか？」
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　初夏の過ごしやすい風が流れる。

　一面に広がる青空も、匂におい立つ花々も、この日を祝福しているかのようだ。

　今日はシスルーン第一王女イリシア・ルゥ・イース・シスルーンの生せい誕たん十五周年を祝う記念祭の日だった。

　街の人々は、混こん雑ざつの中式典を見に出で掛かけてきた者や、お祭り騒さわぎをただ楽しむ者。中にはいつもと変わらぬ日にち常じようを送る者など、さまざまにこの日を過ごしていた。

　そんななか、少しばかり身分のあるものたちは、式典の後、王宮で開かれる祝しゆく宴えんに参加をするのだ。

　会場となる本宮の一角にあるきらびやかな大広間では、大おお勢ぜいの人が笑いさざめいていた。

　豪ごう奢しやな衣服に身を包み、高こう価かな宝ほう石せきを競きそい合うように体中を飾かざり立てている。婦ふ人じんたちはほとんどが髪かみを結ゆい上げていたが、まだうら若い娘むすめたちはその自じ慢まんの髪を下ろしたままで飾っている者も多かった。

　人々は久ひさ方かたぶりに会う知人への挨あい拶さつ回りや、新たな縁えん故この開かい拓たくにと会場内を緩ゆるやかにただよっている。




　中でも主役のイリシアを筆頭に、王族はあちらにこちらにと引ひっ張ぱりだこである。

　ディオンは大勢の公く卿ぎようたちの中をあちこち奔ほん走そうしながら、今日ここへ来ているはずの少女を視し界かいの隅すみで捜さがしていた。

　とは言え、広い空間の中、大勢の人に囲まれつつのことである。なかなか思うようには捜せなかった。

（まあ、ルフィニア侯こうがそのうち連れてきてくれるはずだけど……）

　そして初対面としてルフィニア侯の息女と出会う手て筈はずだった。

　そんなことを考えつつ目前の相手との対話をこなしていると。ふと、人ひと垣がきが割われた。誰だれが来たのかと王子とその周囲の人間が目を向けると──ルフィニア侯だった。

　そして、後ろにもう一人。

「王子、本日は以前からお話ししていた私の娘をご紹しよう介かいいたします──」

　ルフィニア侯のそんな挨拶も、人々の耳には遠かった。




　そこに控ひかえめに立っていたのは、一人の少女だった。

　スクエアネックのスレンダードレスが、細くしなやかなスタイルを強調している。

　色とりどりの石をつけたブローチが胸むねの前で輝かがやき、肩かたにかかるショールを繫つなぎとめていた。そのショールは背せで二つに分かれており、まるで天使の羽のように見えた。ショールから生えた腕うでは、しかし二の腕まで続く手て袋ぶくろにすぐに覆おおわれ、わずかにのぞいた腕はかえって艶なまめかしい。

　全体に白でまとめられたその姿すがたに強いアクセントを与えているのは赤だ。

　輪の光るつややかな黒髪の両横には、模造コサージユではないあざやかな真しん紅くの薔ば薇らが飾られ、流した髪にも花びらを散らしている。

　そして。他の誰が知らなくとも、ディオンは知っていた。

　その伏ふせられた瞳ひとみも真紅の宝石である事を。

　その想おもいに応こたえるかのように、周囲の人々に見つめられる中、少女が瞳を上げる。




　分かっていたディオンですら、吞のまれた。

　普ふ段だんとは全く違ちがう、化け粧しようをほどこされた顔であったせいかもしれなかった。それはまるで初めて見る娘の顔で。

　その赤い瞳はじっとこちらを見つめると、少し距きよ離りを縮ちぢめるために数歩、歩み寄った。後ろに流れるトレーンが、衣きぬ擦ずれの音を立てる。

　内心では周囲の人間同様、すっかり見み惚ほれていたディオンだったが、表面上は堂々とした態たい度どで少女の挨拶を待っていた。

　ふわり、とお手本のように優ゆう雅がなお辞じ儀ぎをすると、少女は奏かなでるように言った。

「初めまして、ディオン王子。

　わたくしはルフィニア侯、ボルヴィック・セイラ・ルフィニアの娘。

　オルフィナ・フェイジョア・ルフィニアと申します」

　周囲から、溜ため息が漏もれる。

「初めまして。私はシスルーン第一王子。ディオン・ナディ・サース・シスルーン。お目にかかれて光栄ですよ、素す敵てきなお嬢じようさん」

　にっこりといたずらっぽく笑って王子が言うと、少女はぱっと頰ほおを染そめる。

　そんな二人の様子に、やっと周囲も我われに返る。

「いや……これはまた素す晴ばらしいお嬢さんをお持ちだったのですな、ルフィニア侯」

「いえいえ、私の田舎いなか者ものが移うつってしまったような娘でしてな、到とう底てい人前に出せるとは思っていなかったのですが……折せつ角かくの祝い事なのですから、一度くらいは参加させてみようかと」

「一度などとはまた勿もつ体たいない……」

　がやがやとルフィニア侯を中心に賑にぎやかになる。

　頰を染めた少女にも、王子が声をかけた。

「オルフィナ嬢、どうして赤くなっているのです？」

　その言葉には、横にいたコントレックス公が応えた。

「王子に見つめられたら、そりゃあ大たい抵ていの娘はこうなりますよ」

「ひどいな、私はそんなに女たらしかい？」

　笑い声が溢あふれた。




　その後、オルフィナはルフィニア侯こうに連れられ他の王族や、主だった侯の知人らに挨あい拶さつをして回り、早々に祝しゆく宴えん会場を後にした。

　その存そん在ざい感かんは圧あつ倒とう的で、対面した人々は、しばらく少女の話題で賑やいだ。







　やがて祝宴も終わり、人々は城しろから引き上げ、会場では従じゆう者しやらが後あと片かた付づけにてんてこ舞まいしている頃ころ、ディオンは父王のもとに呼よばれていた。

「拾い物に会ったぞ」

　どこか物ぶつ騒そうな響ひびきをもたせたその言葉に、ディオンは空そら惚とぼけて応えた。

「ええ、申し上げていませんでしたが、ルフィニア侯がそろそろ隠かくしているのも不自然な年ねん齢れいになったからというので許きよ可かしたんです。着き飾かざった姿は初めて見ましたがなかなか……」

「ああ美しい娘だったな。評ひよう判ばんも良かったようだ」

　ディオンの言葉をさえぎって、言う。

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくは、ディオンのほうに不利だった。

「……すみません。

　でも、まさか、まだご存ぞん知じないとは思っていませんでした。……ルフィニア侯も別に隠しているわけでもなかったので」




　初めてオルフィナを見つけたとき、ディオンはそれを連れて父王のもとへ行き、判はん断だんを仰あおいだ。

　思ったよりすんなりと身元を探さがそうと話がまとまると、王は尋たずねた。

「その子は……女の子か？　歳としは？　名前は？」訊きかれたその問いに、子どもは首を傾かしげてこう答えた。「おうじ……ぼく……？」分からない、というリアクションに見えた。

　──今思えば、これはディオンがこの子どもに最初に掛かけた言葉を反はん復ぷくしただけだったのだろう。しかしこれで、ディオンとラオロン王はこの子どもが男だと早計した。

「男の子だって事しか、今は分からないよ」

「そのようだな……とりあえず、今日は風ふ呂ろにでも入れて客間に寝ねかせておけ」

　そのあとすぐ、ディオンの方は女の子だったということを知ったのだが、その経けい緯いが気まずくてすぐには話す気になれなかった。赤い瞳という特とく徴ちようのある子どもだけに捜そう索さく書類を探すのにはそれでも不便がなかったというのもあって、結局そのままにしていたのだった。

　とはいえルフィニア侯にははじめから女の子だと紹しよう介かいしていたし、そのルフィニア侯も娘むすめが田舎から出てくると公言していたので、今まで勘かん違ちがいし続けていたことは、正直、意外でもあった。




「よその子どもが女か男かなど、いちいち気にしていられるものか」

　それはそうかもしれない。国という大きなものを常に見つめている父だ。気にしても詮せん無ない瑣さ末まつな事どもに、そうそう捉とらわれることもないのだろう。

　ディオンが納なつ得とくしていると、この王にしては珍めずらしく、溜ため息をついた。

「──結けつ婚こんするのか？」

　突とつ然ぜん変わった話題に、目を白黒させる。

「今度の見合いのエカー公こう爵しやくの娘とですか？　会ってみなければ分かりませんが……多分お断ことわりすることになると思いますよ。この間のウリベート伯はく爵しやく家けの方には既すでにお断りを出してますが……」

　お膳ぜん立だてされた見合いを断ってばかりいる事を暗に責めているのかと、内心不安になった。

「そうではない、拾い物の娘のことだ」

「──まさか。彼女は妹みたいなものですよ。表向きはルフィニア侯が面めん倒どうを見ているとは言え、私だって彼女の後見人には違いないんですから。

　娶めとることになんてなるはずがないではありませんか？」

　すらすらと当然の事をいう口調で応こたえるディオンの言葉にも、王はあまり反はん応のうを示しめさなかった。重ねて言う。

「それこそだ、火遊びをするな、とは言わんが、考えてしろよ。

　王子が未婚の娘を孕はらませたなんて外聞の悪いことになるのはごめんだからな」

「？　父上？　何を……？」

　話の繫つながりが全然読めない。けれど、王はこれ以上話す気はないようだった。立ち上がり、部へ屋やを出て行く。だがその直前で振ふり返ると、分からず屋の息子むすこに言った。

「バルコニーで遊ぶのも勝手だが、毎回報ほう告こくする見み張はりが大変だぞ」

　その言葉に、やっと合点がいったディオンは目を点にした。




　部屋に戻もどると、案の定、先客がいた。現あらわれたディオンに飛びつくようにして、はしゃぐ。

「おかえりっ。ねえねえ聞いてっ。今日イリアの姫ひめ様さまに挨あい拶さつしたら、ぼくのこと知ってるって言われちゃったよ。お城しろの中でうろついてたのを覚えてたみたいだけど、普ふ段だんと全然違う格かつ好こうだったのに良く分かったよねえ」

　祭りの余よ韻いんが後をひいているのか、ひどく元気がいい。

　その幼い様子にさっき見た姿すがたは夢ゆめだったのではないかとすら思ったが、抱だきとめた体からは、微かすかに香こう水すいの残り香ががきこえ、その現げん実じつ感かんにくらくらした。

「──イリアもか……」

「ん？」

　オルフィナの言葉に思わず唸うなる。

　不思議そうな顔をするオルフィナに、この部屋に出入りしていることがすっかりばれていた事を話す。

「あらら…。そう言えば警けい備びの人がいるんだよね。城の外ばっかり見てるものだと思ってたけど、ちゃんと中も見回ってるんだ」

「イリアも、見かけただけじゃないと思うぞ。

　──この分だと母上も当然のように知っていそうだ」

　秘ひ密みつにしてると思っていたのは当人たちだけだったとは。

「あげく、今日ので父上たちにもフィナが女だってはっきりばれたわけだ。

　こうなると、おまえのその男の格好も、かえって問題かもな」

「？　この格好がどうかした？　動きやすいんだよ？」

　男言葉も、少年のような姿も。

　──たとえそれが単に当人の好みだったとしても。

　父王に言われた事、言いたかったであろう事を胸きよう中ちゆうで反はん復ぷくする。

（確たしかに、色々外聞が悪そうだ）思わず天を仰あおぐ。

「女じよ装そうも似に合あってたぞ。正直ああまで化けるとは思わなかった。立ち振る舞まいもな。

　おまえが立ち去ったあともみんな褒ほめてた。コントレックス公なんかは『オルフィナの名に恥はじない娘ですね』とまで言っていたな。

　頰ほおを染そめる仕草なんかも演えん技ぎには到とう底てい見えなかったぞ」

　言うディオンに、女装って…と呟つぶやいてから、

「あれは……演技とかじゃないよ。礼服姿は遠くから見たことあったけど、公こう服ふくのディーを間近で見たことなんてなかったから……その、見み惚とれちゃってて……」

　もごもごと気き恥はずかしそうに言う。言われたディオンもあっけに取られた。

　十年も付き合っている人間同士が、いまだに見惚れ合うだなんて、自分たちはおかしいんじゃないかと思ったのだ。

「天使が見惚れるなんて俺おれも捨すてたもんじゃないな」笑いながら言う。

「今日は、離り宮きゆうに帰るだろ？　そろそろ戻ったほうがいいんじゃないか」

「ええと。違ちがうつもり……なんだけど」

　先週も来たばかりだというのに、少し驚おどろいた。

「どうしたんだよ。まさか、また頻ひん繁ぱんに来なきゃだめになったのか？」

「そういう事じゃないんだけど……今日は、ディーといたい」だめ？　と小首を傾かしげる。

　王に言われた事もあり、イリシアの事もある。昨日の今日ならぬ今日の今日でそうすることに少し躊躇ためらいがあった。

　しかし。断ことわられることを恐おそれるようにして訊たずねているその姿すがたに、拒きよ絶ぜつする術すべをディオンは持っていない。

（甘あまいかな、俺も）そう思いつつ、いいよ、と言ったディオンに、オルフィナは嬉うれしそうに安あん堵どの微笑ほほえみを見せた。

　はしゃぐようにして寝しん台だいに向かうオルフィナには聞こえないように、呟いた。

「……疲つかれてるんだけどな……」

　今夜もまた、眠ねむらず朝が来るだろう。
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　オルフィナと共に眠る夜は、ディオンにとってはいつだって試練だった。

　何度経けい験けんしても慣なれることなどない。

　明かりを落として、広い寝台に仲良く並ならぶと。おそらくは一人で眠れぬ不安に由来するものなのだろう、オルフィナは饒じよう舌ぜつ気味にいろいろと話したがるし、触ふれたがる。

　こちらは内心の緊きん張ちようを悟さとられないように応おうじるので精せい一いつ杯ぱいだというのに。

　それでも、寝ねつきの良い性た質ちのオルフィナは、ディオンの服を摑つかんだまま、安堵を得たようにやがて眠りに入る。

　そこから、ディオンの緊張は頂ちよう点てんに達する。

　無む防ぼう備びな寝顔のまま、ディオンの服に縋すがり寄よるようにしてくるオルフィナの髪かみを、そっと撫なぜる。この少女とは、異い性せいがどうこうということを意識するはるか以前から、こうして寝ね床どこを共にしている間あいだ柄がらだ。今いま更さら、こういったことでどきまぎしたりはしない。──まあ皆かい無むだとまでは言わないけれど。

　だが。

　それでも、ディオンの鼓こ動どうはいま、早はや鐘がねのようにやかましい。

　オルフィナと眠ろうという時はいつもだ。

　安らかな寝息。今日こそは杞き憂ゆうに終わってくれないかと期待しかけた時、

　それは始まった。

　始まってしまった。──いつもどおりに。




「ぅ……」

　はじめは、小さなうめき。

　苦く痛つうに歪ゆがむ顔。やがて、紙のように白くなる肌はだ。

　ぞっとして名前を呼んでも、反はん応のうはない。

「う、あ……っ」

　ぎっ、と身体からだを突つっ張ぱらせて、つま先で乱らん暴ぼうにシーツを搔かいて。

　オルフィナは悶もだえ、苦しみだす。

「オルフィナっ……フィナ……！」

　叱しつ責せきするような鋭するどい叫さけびを繰くり返して、呼び掛かける。

　けれどそれは届とどかぬ様子で、オルフィナはなお痛いた々いたしげに身を捩よじる。

　もがく。

　のたうつ。

　引き攣つる。




　そして。




　長なが過すぎる数分の後に、それは唐とう突とつに終わる。

　鼓動と呼こ吸きゆうと。命の駆く動どうの停止によって。

　死んだ少女のまなじりに溜たまっていた涙なみだが、ほたりと落ちた。

　まるで命の名残なごりのように。







　理由は知らない。原げん因いんも分からない。だが、少女は時折、こうして死んだようになる。

　最初は、死んだのかと思った。

　けれど鼓動が止まっているというのにいつまでも血色は良く、何より、意思を持っているとしか思えない強さで、こちらの腕うでを摑んで放はなさないのだ。

　そして、翌よく日じつには何事もなかったかのように目を覚ます。

　あまりの突とつ拍ぴよう子しの無さに、医い師しにも言い出せなかった。

　何度も繰くり返すうち本人には予感のようなものが生まれるようになったのか、死にそうな日には特にディオンのもとで寝やすみたがった。

　こんな状じよう態たいを一人で味わわせるような残ざん酷こくな真ま似ねは当然出来なかった。

　本人は、悪い夢ゆめを見たような記き憶おくしか残らないらしい。けれど、横で看みている者にしてみれば、悪あく夢むどころではない。さんざん苦しんだと思えば、途と端たんにだらりと力が抜ぬけ、安らかな死に顔になる。そのくせ、こちらの腕をつかんだ手だけは、痛いほどに命を主張してくるのだ。

　とてもじゃないが「また始まったな、朝になれば起きるし寝るか」などという状じよう況きようではないし、心情的にもまた、できる訳わけがない。

　だからと言って、何が出来るわけでもないのだ。ただ息を張り詰つめて、元通りに呼吸を始め、朝にはまた元気に目覚めてくれることを祈いのるばかりだ。

「フィナ……オルフィナ……」

　頼たのむから。頼むからこのまま、息を還かえさずに逝いったりしないでくれ。

　腕をつかむその手──彼女が生きている唯ゆい一いつの証あかし──を、自分の腕ごと反対の手で強く握にぎりしめる。そのこめられた力に、「痛いよディー」と顔をしかめて目覚める事を少しは期待して。あるいは、その悪夢の中で少しは自分が救たすけになる事を願って。




　──一方──。

　オルフィナは別の世界にいた。

　この夢をそう定義するならば、だが。

　ディオンの横で死んでいるとき、オルフィナはいつもここにいた。

　どこまでも続く暗くら闇やみと、足首まで浸つかる冷たい水。

　ここで起こる出来事は、いつもオルフィナを苦しめた。

　起きたときには憶おぼえていないと言ったその夢に、実は数日間は苛さいなまれて過ごしていることを知ったら、

（怒おこるのかな、ディーは）

　それとも呆あきれるだろうか。

　けれど『死んでる』──それこそ憶えていないのだか──間だけでもディオンが自分を心配して、ひどく憔しよう悴すいしているのを知っている。それを見てなお、負ふ担たんをかけるような真似は自分にはできなかった。

　優やさしいディー。

　弱い微笑ほほえみがもれる。

　せめて。いつか、離れるそのときまでは。常つねにその傍かたわらに立っていようと思う。

　もの思いにふけりつつも冷たい闇を進む。

　と──。

　ぱしゃり。自分のものではない水音が耳に響ひびく。

　来たのだ。微笑みを消し、きっ、とそちらを振ふり向けば。

「お久ひさしゅう。我われらが女め神がみよ」

　闇の中にあって尚なお、昏くらさを宿すフードをかぶった人型のものが言う。

　よく見れば、その後ろにも。闇に溶とけ込こむように三つ四つの、影かげ。

　そして、そんな中で最も目をひくものは。言葉を発した黒フードに手た綱づなを握られた──黒くろ蜥蜴とかげ色いろのドラゴン。

「久しくない。この間も会ったばかりだ。……おまえとは違ちがう奴やつだったけどな」

「おお、それを憶えていて何な故ぜこちらへ戻もどっては下さらないのか。そのものは貴女あなた様に帰き還かんを願い、我らが世界の光を乞こうたはずです」

「もうずっと、嫌いやだと言っているっ！

　どうして分からないんだっ!?　ぼくの居場所はおまえらのいる世界じゃない」

　たまらず叫さけぶ。もう十年も叫び続けた悲鳴だった。

「分からないのは貴女様でございます。本来いた我らが世界の何が不服かは存ぞんじません。

　けれど──海なる母も、空なる父も、貴女様が気まぐれに消えたあの日から嘆なげき悲しみ、世界はひどく歪ゆがんでしまった。光のないこの場所がその一いつ端たんであることは感じられるのでしょう？」

　静かに語るその言葉は、悲しみに満ちていた。

　知るもんか──！　そう叫ぶにはこの闇が邪じや魔まをした。

　切実に悲しみを訴うつたえてくる世界の悲鳴が、闇を通じて耳ではなく心に直接に響いて、痛いたいほどだった。

「貴女様がそちらで陽ひ射ざしを浴び、花を愛めで、梢こずえと鳥の声を聴きくあいだ、我らが世界は寒き黄昏たそがれに覆おおわれ続けているのです。

　海なる母と、空なる父に生まれし大地の子よ。願わくば我らと共にご帰還を」

　静かな中に悲ひ痛つうの響きを持ったその声に、首しゆ肯こうするのが義ぎ務むのような想おもいに捉とらわれ、オルフィナは頭を振った。

「──いやだっ！」

　ぶんぶんと頭を左右に振り、こびりつく見えないなにかを払はらいのける。

「私には父も母も居おりはしない。そのような戯ざれ言ごと知るものかっ！」

　払いのけそこねた何かが、言葉づかいを、気付かぬうちに改める。

「どうしても、嫌だとおっしゃるそのわけは、一体なんだというのです。我らが女神よ。

　まさか情じようとは申しますまい？　親子の情に優まさるそれなどありはしない」

「情だと？　そのようなつまらぬものに私が捉われると？　それこそありはしない。

　──貴き様さまらがなんと言おうと──私の世界がこちらであると言うこと。それ以上に、理由などない。何故それが分からない!?」

　少しの沈ちん黙もく。やがて黒いものから漏もれた溜ため息が、あきらめであったらどんなに良かったか。

「どうあっても拒きよ絶ぜつされると言うのならば仕方ありません……」

　後ろの影たちが静かに広がる。

「このドラゴンの背せにはご自身で乗っていただきたかったのですが……それが叶かなわぬと言うのなら、少々手て荒あらにお連れする事をお赦ゆるしください、女神よ……」

　取り囲むようにして広がった幾いくつもの影の中で、嘲あざ笑わらう。

「なにを今いま更さら。これまでも、貴様らは何度そうして私を手荒に扱あつかおうとした？　どうせそうするなら、いらぬ口上など省いてみてはどうなのだ？」

「……我らが女神……大地の子よ。……残念です──！」

　言い終えぬうちに一いつ斉せいに飛びかかってきた影を、オルフィナは素す早ばやく避よける。

　即そく座ざに伸のびてくる追つい撃げきの手を払いのけ、剣を抜く。

　いつからか──あるいははじめからか──腰こしに下げられていたその大ぶりの、しかし精せい緻ちな造つくりの剣けんは、オルフィナの手だった。

　望むように疾はしり、望むように閃ひらめく。

　闇やみの中で飛んでくる刃は物ものを弾はじき、その流れのままに影を倒たおす。間かん断だんなく与あたえられる巧たくみな連れん携けいをもった攻こう撃げきに、劣おとることなく攻せめ返す。

　刃物のはじけ合う音。静かな水面を荒らす足音。

　それらが消え、やがて静せい寂じやくが戻る。

　そんな、時間にしたら短い闘たたかいが終わると、暴あばれるでもなくぼんやり眺ながめていた（ように見えた）ドラゴンは、水に倒れこんだ黒い者と影たちを、その無ぶ骨こつな体を器用につかって自身の背に乗せ、剣を手に呼吸を整えつつも睨にらみ据すえている少女に「失礼したな」とでも言うように尾おを振って、静かに闇に溶けていった。

　ほっ──と息をつく。

　今回も無事に我わが身を守り通せた。そのことに安あん堵どする。これで。鎖くさりでつながれ動くことも叶わぬ、あの闇に。再ふたたび閉とじ込こめられることは回かい避ひされたのだ。

　と。そこまで思ってから、ふと我に返る。

（──鎖？　ぼくは何のことを言ってるんだ？）

　不ふ審しんに思ったその時、気が抜ぬけていたのか足がふらつき──とっさに剣を支ささえにしようとして──転んだ。あらわれた時と同じようにして、また剣は消えていた。

　ひどく冷たい水に浸つかって。オルフィナは首を傾かしげた。

「あれ？」

　手を見る。何もない。だが──。

　あたたかい。暗い闇の中、夜を照らす光が見えた気がした。

　それに安堵すると。──オルフィナは静かに水に倒れこみ。沈しずんで、消えた。







　鳥のさえずりが聴こえた。

　まぶたに夜明けを感じた。

　ゆっくりと目を開ける。見えたのは金の糸。

「……ディー」

　同じ寝しん台だいの上で、強い力で手を握にぎり、悲ひ愴そうともとれる形相でこちらをのぞきこんでいるその相手に、微笑ほほえむ。

「オルフィナ…………」

　掠かすれた声で呟つぶやき、長い吐と息いきをつく。

「また、やっちゃった？」

　少しおどけるようにして、言う。

「やっちゃった？　じゃないだろう。勘かん弁べんしてくれよ……俺おれは何度おまえの最さい期ごを看み取とればいいんだ？」

　軽く睨むようにして言うその言葉も、安堵感からのおどけだった。口元は笑っている。

「ごめん」

「また、いつもの夢ゆめでも見てたのか？」

「………………うん。いつもと同じ。ひどく嫌いやな夢だった…………気がする」

　憶おぼえてないのだ、と言外ににじませる。それを分かっているのだろう。ディオンは、そうか、と呟くと、それ以上は訊きかなかった。

「ごめんね。また、心配かけて……寝ねてないんでしょう？」

「まだ夜明けて間もない。二、三時間なら今からでも眠ねむれるさ。──今日はもう大だい丈じよう夫ぶだろう？」

　あるはずの疲つかれを見せず、それどころか優やさしい声で訊く。

「うん。今度は普ふ通つうに眠れると思う……」

「なら、眠ろう。昨日は式典もあったし、少しくらいは寝ね坊ぼうできるぞ」

「あはは。そうだね。──おやすみなさい」

「ああ。おやすみ、フィナ……」

　いい終えぬそのうちに静かに寝息を立てはじめたその姿に。こみ上げるものを抑おさえきれなかった。

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かみ、嗚お咽えつをこらえる。

　広い寝台の中であるのに、少しも離はなれることがないようにと寄より添そって、思う。

　情ではない。これは、そんな弱いものでは決してなかった。

　ならばなにかと問われるなら──

（一体なんだろうね、ディー……）




　別に開き直ったわけではなかったが、その日は朝から二人揃そろって城しろの中を移い動どうしていた。

　いつもはオルフィナが何食わぬ顔で城の中を移動し、警けい備びの目を盗ぬすんで城じよう外がいに出るのだが、昨日は祝しゆく宴えんのうちに着き替がえて戻ってきたものだから、うっかり表門から入ってしまった事を忘わすれていたというのだ。

　どうせ門でチェックされているなら、隠かくれて出て行く必要はないと──やっぱり開き直って、二人は朝食を摂とりに食堂へ向かっていた。もっとも、客間の一室を使ったように小細工するのも忘れなかったが。

　その長い廊ろう下かを行く途と中ちゆう、二人はイリシアに会った。

　イリシアは父ゆずりの強い金色の髪かみと、母ゆずりの見つめるたびに色を変えるタイガーアイの瞳ひとみをもった娘むすめだ。

　ディオンの髪が月ならこちらは太陽かというその金の髪を背せまで伸のばし、頭の両横の髪を一房ふさずつ強く巻まいて、細いリボンで留めている。

　昨日見たような派は手でなドレス姿すがたではなく、サテンのブラウスにカーディガン、フレアのスカートという姿で歩いていたが、こちらに気付くと、意外そうに声をかけてきた。

「まあ。お兄様、オルフィナさま。珍めずらしいですわね、部へ屋やの外でも二人でいらっしゃるなんて」

　その言葉に、うんざりしたような顔になって、ディオンが言う。

「やっぱり知っていたのか？　イリア」

「知っているも何も……。…………あの、ひょっとして隠してるおつもりでしたの？」

「………………」

　唸うなり、黙だまりこんだディオンにかわって、オルフィナが言う。

「あの、イ、あ、や……イリシア様。わたくしのことは呼び捨すてて下さって構かまいませんわ」

「あら？　じゃあオルフィナ？」

「はい」

「私わたくしの事もいつも呼んでいるように呼んで下さって構いませんのよ？　言こと葉ば遣づかいも、お兄様に使うようにして頂いただいていいわ。混こん乱らんするでしょう？」

　いたずらっぽく笑っているが、二人──特にディオン──には、軽い衝しよう撃げきだった。

「イリア、おまえどうしてそんな事まで…………」

　反はん間かんでも放っているんじゃないかと半ば本気で考えた。だが、その返事はあっさりしたものだった。

「だって私の部屋、お兄様のバルコニーに近いんですもの。窓まどを開けていれば会話くらい耳に入りますわ」

　あんぐり口をあけるディオンはほうっておいて、イリシアは再ふたたびオルフィナに言う。

「それに、ねえ。そのような勇ましい姿のときは、いつもの言葉のほうが似に合あっているわ」

「あ」

　いわれて、オルフィナは自分が昨日のように着き飾かざっているわけではなく、いつもの男だん装そう姿である事に気づいたようだ。

「なるほど……これなら確たしかに、こっちの方があうよね……イリア様？」

「ええ。それはそうと……最初に戻もどるけれど、今日はどうなさったの？」

「うん。昨日はぼく、ここの客間に泊とまったんだけど。……お腹なかが空すいてしまって。食事をご馳ち走そうになるところです」

「ふうん？」

　この分だとおそらく、客間でないところで過すごした事も知っているのだろう。けれど、イリシアはそれをあえて口にする事もなく頷うなずいた。

「それなら、今日はおいしいブルーべリーのジャムがあったわ。あれは私のお気に入りなの、ぜひ味わっていってちょうだい。私は大分前にいただいたから、もう作り立てではないと思うけれど」

「ええ、楽しみにします」

「それではね」

　そう言って去ってゆこうとするイリシアに、ディオンは慌あわてて声をかけた。

「おい、イリア、ちょっと待てって。……おまえ、その」

「？……そんなに焦あせらなくてもよろしいんじゃなくて。別に私は誰だれにも言わないし、気にするわけでもありませんもの。それに──父様母様も知っているんじゃないかしら？」

　今度こそ。ディオンは開いた口がふさがらなかった。この家はどうなっているのかと、真しん剣けんに考えかけたほどだ。

　それとも自分が周囲に無む頓とん着ちやくすぎるとでもいうのだろうか。

　そんなディオンを置いてさっさと立ち去ろうとしていたイリシアが、ふと思い出したように付け加えた。

「──そう言えば。最近私も、おもしろいものを飼かいはじめましたのよ」

　楽しそうに言うと、首を傾かしげる二人を気にせずに、今度こそ本当に立ち去った。

「何のことかな？」

「さあ……またなんか動物でも拾ったかな？　あいつ怪け我がしたそういうの拾うの趣しゆ味みみたいなところがあるから……」

「へえ？　ところでさ」

「なんだ？」と答えるディオンに、オルフィナは少し真ま面じ目めな顔で、訊たずねた。

「ぼくって、ディーに飼われてたの？」







　はじめは白い、綺き麗れいな蛇へびだった。

　確か四つの頃ころだったと思う。庭の木こ陰かげで遊んでいたら、上からぽとりと落ちてきたのだ。

　一いつ緒しよにいた召めし使つかいは悲鳴を上げて、追い払はらおうとしたけれど、自分の両手にすら収おさまりそうなその小さな生き物を虐いじめるような真ま似ねは出来なくて、「あっちへ行きましょう」と言って。いったんは、その場を後にした。

　そのあとで、一人になってからそこに戻ると、少し離れた草くさ陰かげに、相変わらずそれはいた。うまく動けない様子に、やっぱりと思った。

「怪我、してるのね？　いらっしゃい……治してあげるわ」

　蛇に言葉が通じるのかどうかは知らなかった。毒を持っているかもしれなかった。しかも手負いのそれである。

　けれど、静かに差し出したその手に、白はく蛇じやはやがてしゅるりっと収まった。

　見つかったら叱しかられると分かっていたのでこっそり部へ屋やに連れ帰り、簡かん単たんな手当てを施ほどこした。

「綺麗ね、おまえ」

　その白い肌はだは、銀のように光を弾はじいて、流れるように動いた。

　迂う闊かつだったのは、室内で養生させていたことだった。目を離はなしているあいだに、掃そう除じの者が見つけてしまったのだ。あっさりと退たい治じされたそれは、知らぬうちに片かた付づけられ。

「姫ひめ様さまの部屋に蛇が出ましたんですのよっ！　ああ。もう、どこかへやったのでご安心ください。……怖こわいですわねえ」

　そんな掃除婦ふの言葉に「あら、そう」と答えて。

　その夜は、一人で、泣いた。

　その後も幾いく度どか拾うものはあったけれど──どうもうちの広い庭は格かつ好こうの逃にげ場らしい──怪我を治すまではそばに置いて、回かい復ふくしたら、すぐにまた庭に放すことにしていた。

　狐きつね、猫ねこ、鳥……大たい抵ていは子どもで、小さな生き物だった。

　だが、そんなイリシアの今回の拾いものは、一風変わっていた。




　部屋に戻り、扉とびらをきちんと閉しめてから、部屋の中に向かって声をかける。

「カムタ。出ていらっしゃい」

　呼よびかける。が、返事がない。

「カムタ？　いないの？」

「──いるよ」

　奥おくから声が聞こえる。振ふり向くと、クローゼットの上に腰こし掛かけて、こちらを見下ろしている。

「そんなところに上がってどうしたの？」

「姫さんが見つかるなって言うから隠かくれてた」

　真ま面じ目めな顔で言うその様子がおかしくて、イリシアはくすくすと笑いながら言った。

「そんなところじゃ掃除のときには見つかってしまうわ。下りていらっしゃい。お茶にしましょう」




　この奇き妙みような拾いものと初めて出会ったのは、イリシアが十三の頃だった。

　やはり庭の木陰で、一人散歩をしていたときだった。上からざざっと大きな音をたてて落ちてきたのは、可愛かわいい生き物ではなく、自分よりいくつか年上に見える人間の男だった。

　さすがのイリシアも目を丸くした。

　しかしその満身創そう痍いといえる怪我人っぷりを見ると、いつもの癖くせで──というと語ご弊へいがあるが──こっそりと介かい抱ほうすることにしたのだった。

　小さな生き物のように服に忍しのばせて部屋に運ぶわけにもいかなかったので、広い庭の中でも人のあまり来ない雨あめ露つゆのしのげる場所に隠し置き、せっせと通った。

　一週間もすると回復し、会話もするようになったが、どうも記き憶おく喪そう失しつのようだった。

「それは困こまったわね」と言うと「記憶なんてなくても困らないさ」とあっけらかんといい、イリシアを呆あきれさせた。

　行く場所もないだろうと、屋や敷しきの中で過すごせるようにしてみようかと提てい案あんしたが、この庭で十分だと言い、まさかと思うイリシアに礼を言うと、完治する前にふらりと消えた。

　確たしかに、治った生き物は庭に再ふたたび放すようにしていた。とは言え今回のは例外のような気がしたのだ。けれど、去ったものには頓とん着ちやくしないことにしているイリシアは、ざんばらに伸のびた銀の髪かみがいつかの白蛇を思い出させたその拾いものの事を、それ以上は気にしないことにした。

　だが、庭で十分と言ったのは本気だったらしく、その後もイリシアが庭にいるとき、たびたび姿すがたを見せた。もともと庭がお気に入りのイリシアだったから、しぜん出会う頻ひん度ども高くなり、そのうちお茶にも誘さそうようになった。
















　イリシアにとっては、楽しい話相手が出来た気がしていたのだ。

　ある時、ふと言った。

「……ねえ、思うのだけど、名前がないのはやっぱり不便ね？」

「そうかな、俺は気にならない。──でも姫さんが不便なら好きに呼んでくれていい」

「それは……もともとの名前に失礼でしょう？　名前って大切なものよ」

「今の俺には、姫さんしか呼びかけてくれる者もいないんだ。その姫さんが呼ぶのなら、その名は立りつ派ぱに俺の名だよ」

　言い切る男に、少し躊躇ためらったが、イリシアはそれじゃあ……と言った。

「そうね……カムタ、って言うのは？」

「？　変わった名だな。さらりと出てくるのは誰だれかの名だからか？」

「鋭するどいのね。ええ、貴方あなたに会ったときからずっとこの名が頭にあったわ」

「へえ、そりゃ光栄かな。でも、俺おれがもらっていいのか？」

「最初にこの名で呼んでいた子は、もういないもの」

「なんだ……前に拾った奴やつの名か。俺はてっきり、姫さんのいい人の名かと思ったよ」

　その言葉に、イリシアは笑い、

「私にはまだ、そんな方はいないわ。この名はね、初めて拾った子につけたの。綺き麗れいな白はく蛇じやだったわ。貴方の銀の髪はその子を思い出す」

　遠くを見るようにして銀の髪を見つめるその視し線せんに、少し戸と惑まどった様子を見せつつ、男は言う。

「ヘビ、ね……まあ褒ほめられてると思っていいのかな？……にしても……ヘビで、カムタねえ……」

　くすりと笑う男に、イリシアは、珍めずらしく薄うすく頰ほおを染そめた。

「い……いいでしょう。子どもの頃ころにつけた名前なんだものっ」

　ヘビは嚙かむから、カムタ。分かりやすいといえば分かりやすい。

「いいよ。そう呼んでくれ。俺は今日からカムタだ。──ところで」

　急に真ま面じ目めな顔になって、男──カムタは言う。

　突とつ然ぜんどうしたのかと思いつつも、イリシアは続きを待つ。

「礼がしたい」

　簡かん潔けつなその言葉の意味が摑つかめず、イリシアは首を傾かしげた。

「助けてもらった礼だ。実はずっと考えてたんだが俺に出来ることがなんなのかも記憶がなくて分からなかった。けど、最近やっと、できる事を見つけたんだ」

　怪け我がしたものを拾っての恩おん返がえしとはまるで物語のようね、などと思いつつ、啞あ然ぜんとしてイリシアは言う。

「お礼なんて……。私のあれは、自分で言うのもなんだけれど……趣しゆ味みみたいなものよ？　ありがとうと言ってくれただけでも十分すぎるわ」

　カムタは首を振ふった。

「いいや。俺にだって道どう義ぎがある。

　──姫ひめさん。あんたを守らせてくれ」

「困るわ」

　真しん剣けんな様子で頭を下げるカムタに、イリシアは思わず言った。

「だって……そんな。そうよ、私べつに守られるほど危き険けんな立場にいるわけではないし。いくら王家の人間だからって、いまどき暗殺されたりなんて事、起こらないのよ？」

「それでも、全まつたく危険のない人間なんていないだろう？

　ありとあらゆる全てのものから、俺は姫さんを守ってみせる。

　頼たのむ。あんたに仕えさせてくれ」

　実はそれくらいしか出来ることがないのだ、と苦く笑しようした。

　一度は、というか何度も断ことわり続けたにもかかわらず、会うたびカムタはそうして願い出た。せがみ続けるカムタに、とうとうイリシアが折れたのは三月ばかり前のことだ。

　守るためなるべく近くにいたいからと、屋敷の中でもそばにいられないだろうかと訊きくカムタに、見つからないように屋敷の中へ来られれば何とかするわと応こたえた。

　するとカムタは壁かべをつたって器用に侵しん入にゆうしてみせ、それに呆あきれながらもイリシアが隠かくれ場所にと提てい示じしたのは自室だった。

　それはさすがにまずいんじゃないか、と言うカムタに「うちではこれが普ふ通つうよ」と兄を思い出しつつあながち噓うそでもない事を言った。

　他の場所を探さがして用立てる事も、多少の苦労をすれば出来たかもしれないが、イリシアの頭には、目の届とどかぬところでなくした白蛇のカムタがあったのかもしれなかった。

　そうしてカムタを飼いはじめると。

　普ふ段だんはどこにいるのか、本当に近くにいるのか分からないほど巧こう妙みようにどこへか隠れていたが、名を呼べば、こうして大たい抵てい姿すがたを見せた。




「きのうの式典、見たよ」

「あら、来ていたの？」

「ああ、遠くの方からしか見れなかったけどな。

　着き飾かざった人がたくさんいたけど、姫さんが一番綺麗だった」

　そんなセリフに、くすくすと笑う。

「褒ほめても、なにも出ないわ、カムタ」

「そんなつもりじゃないさ」

　憮ぶ然ぜんとして言う。

「きのうはもっと目立っていた方がいたわ。と言っても式典には出ていなかったから、あなたは見ていないでしょうけど。──お兄様のカムタよ」

「？　ああ、王子の兄さんが飼かってるって言ってたやつか？　目立ってたって……蛇へびよりか？」

　その言葉に、イリシアは必死で笑いをこらえ、

「違ちがうわ、カムタ。蛇でも鳥でもなくて、あちらもあなたと同じ人間よ。それも、とても愛らしい女の子」

「そりゃあまた……」

　思わず、呆れたような顔になったカムタだったが、人の事を言える立場ではないことに気付いたのか、口をつぐんだ。かわりに、こんなことを言う。

「なんつーか、似にたもの兄妹きようだいだな」

　とうとう、イリシアは吹ふき出した。

　王家の者として、また一人の淑しゆく女じよとして、人前で笑い転げることなどとんでもないと教えられてきたイリシアだったが、

（たまにはこんな時間があってもいいわよね）と内心で言い訳わけしつつ。

　普段より数段幼おさない──歳とし相そう応おうの──少女の顔で、イリシアはしばらくの間くすくすと笑い続けたのだった。







　第二章　廻めぐり会う夢ゆめと女め神がみと。
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　一体どうしたものか、と思う。

「このままでは」

　そうだ、このままでは。

　彼かの、海も。空も。

　大地の輝きを失なくしてからというもの。生せい彩さいを欠き。その生命いのちすら危あやうい。

「そして。我われらも」

　そうだ、我らも。

「一体どうしたものか」

　一体どうしたものか、と思う。

　彼の大地の娘むすめへ届くことができる者は限かぎられている。

「なにが」

　そうだ、なにが女め神がみを繫つないでいるのか。

　空の綵いろも、海の綵も、大地の綵でさえ。女神が在あるかぎり、こちらに優まさるものなど、あれにはないというのに。

「誰だれ彼かれを説得に向かわせてはどうだろうか」

　どうだろうか。

　いつかのそれは。向こうを覗のぞく事は出来たはずのその者は。手た繰どり着く前に墜ついえたのではなかったか。

「だからこそ」

　そう。だからこそ我らは。

　女神がこちらに近い刻ときに拝はい顔がんを賜たまわり、帰き還かんを請こう事を繰くり返していたのではなかったか。

「どうしたものか」

　一体どうしたものか。

「もう一度。繫げてみては」

　繫ぐことが出来ないわけではない。しかし。

「それでは、また力の在る誰彼を失う事にも」

　そうだ。なりかねない。

「ならば」

　おお、自みずからをと申すおまえよ。汝なんじの力は失うには惜おしいものだ。

「けれど、この者なら」

　この者なら。今度こそ、繫いだ先で果はてることなく。

　果てることなく女神にも相あいする事が出来るだろうか。

「成功を」

　そうだ。成功を祈いのる。

　そうする事しか我らに道はないのだから。

「唯ゆい一いつの」

　哀かなしいほどに、唯一の。

　世界の光。

　繫いだ先に、女神が見えるか？

「忘わすれるはずもない」

　そうだ。たとえ幾いく年ねんの月日が流れようとも。

　我らが女神は褪あせたりはしない。

「頼たのむ」

　そうだ。我らが願いを以もって。

　頼む。ヴァットヴィレール。







　王おう城じようの一角にある広い芝しばの競きよう技ぎ場じように、十数人の若者が集まっていた。

　これからある剣けん術じゆつの実じつ技ぎ指し導どうのため、その生徒たちは師しが来るまでのストレッチに励はげんでいた。その中にはディオンとオルフィナもいる。

　王城の中での指導ということで、公く卿ぎようの中でも高い爵しやく位いをもった家の者しか、この場にはいなかった。もともとは王子の為ための指導なのだが、競争相手がいた方がこういうものは上達が早い。そんな理由から、公こう侯こう家けなどの子息──なかには令れい嬢じようもいたが──を集めて集団指導の形をとっているのだった。

　筋すじを伸のばしたり縮ちぢめたりしながら二人が体をほぐしていると、そこにふらふらと寄よってきて声をかけたものがある。

「いよう、ディアナ、フィー。久ひさしぶりだな」

　コントレックス公の次男のオースティンだ。

「……いい加か減げんその名で呼ぶなって言ってるだろ。スティン」

　鬱うつ陶とうしそうな顔でそう言うディオンに、いいじゃねえか、と笑う。




　ディオンとオースティンは、物心ついた頃ころからの友人だった。

　コントレックス公爵家は王家との関係も深いため、歳としの近かった二人は必然、一いつ緒しよに遊ぶことが多かった。

　そうして成長した今でも、ディオンにとってオースティンは数少ない友人の一人である。しかし、この友人は幼おさない頃から、自分の女顔──最近ではさすがに間ま違ちがえられることはなくなったが──をからかってくれる一人でもあった。

「ディオンなんて絶ぜつ対たい似に合あわないって、ディアナディア……いい名前だと思うぜ？　なあ初はつ恋こいの君よ？」

　にやにや笑って言う。

　そう、幼い頃の愛らしいディオンを見て、オースティンはしばらくこれを女の子だと信じて疑うたがわなかった。あげく惚ほれてしまったというのだから始末におえない。

　ディオンが男であることをオースティンが知ったのは、二人が七つの頃だった。オースティンは理り不ふ尽じんな怒いかりをディオンにぶつけ、困こん惑わくするディオンとしばらくは口もきかず、会おうともしなかった。

　そうして仲直りした後も、いまだにこうしてからかいの種にする。「俺おれの純じゆん情じようを踏ふみにじってくれたお返しだ」というが、逆さか恨うらみもいいところだった。




「あのな……そんなことが言いたいだけなら、もう向こうに行ってくれ。はっきり言って疲つかれるんだ」

「うわ、ひでぇな、おい。あ、うそうそ怒おこるなって。違うんだ、今日はフィーの方に話があってさ」

「？　ぼく？」

　突とつ然ぜん話を振ふられたオルフィナは、屈くつ伸しんしたままきょとん、とオースティンを見上げた。

「ああ。この間のイリシア姫ひめ様さまの生せい誕たん祭さいにルフィニア侯が一人ひとり娘むすめを披ひ露ろうしたって話、知ってるか？」

「知ってるもなにも……」

　本人である。オースティンも、それを知らないはずはないのだが……。

「俺は会わなかったんだけど、親父おやじが言うにはさ、とびっきりの美少女だったって言うのさ。

　おまえは知り合いなんだろう？　と言われて驚おどろいたね。

　俺の知ってるルフィニア侯の跡あと取とりは勇ましい少年のはずだったんだが……」

　そこまで言ってから、改めてオルフィナを見る。

「……もしかして、ぼくが男だって思ってたの？」

「ってことは……やっぱりおまえ、女なわけ？」

　言われて、オルフィナは面めん食くらった。

　確たしかに剣術指導のときは皆みなそれぞれに防ぼう具ぐを身につけている。オルフィナ自身も革かわ製せいの籠こ手てと腰こし巻まき、そしてワンショルダーの胸むな当あてをいつも身につけていたが……。

「だって……顔見れば分かるだろう？」

　とても男には見えないはずだ。

「俺は誰かさんのおかげで女顔の男は見み慣なれてるんだ……疑ったこともなかったよ」

「わるかったな」

　オースティンは、ディオンの言葉も聞こえぬ様子で──と言うか故こ意いに無む視しして──、オルフィナをまじまじと見る。

「確かに、着き飾かざれば美人になるんだろうな、見たかったよ。口を開いたとたん台無しだろうけど」

「そんなことなかったぞ。俺も誰かと思うような化けっぷりで……コントレックス公だって褒ほめてたんだろ？」

「？　なに、親父の奴やつと話したの？　俺はてっきり親父が遠くから見つけて外見だけでそんな事言ってるんだと思ってたけど」

「とんでもないぞ。そのうちまた行事があれば、おまえもお目にかかれるだろうさ、大天使もかくやと言うオルフィナにな」

　なんだか褒められてるのかけなされてるのか釈しやく然ぜんとしないその会話に、オルフィナはあえて目をつむった。代わりに、言う。

「ほら、二人とも、師範せんせいがくるよ。ストレッチだって途と中ちゆうだろ？」




　剣けん術じゆつとは言うものの、一昔前のような実戦的なものというよりは、むしろ形式の先行する競きよう技ぎだった。実じつ際さいにはありえないはずの反はん則そくもあればダメージなど受けていないのに負けが決まることもある。

「結局、金持ちの道楽みたいなもんだよな」とオースティンは言う。

「負けてばっかのやつのセリフじゃないぞ、それ」

　ディオンがつっこむ。が、そんな言葉もどこ吹ふく風だ。

「いーんだよ。俺は実戦向きなの。戦略的撤てつ退たいだって得意だしな」

「って言うか、スティンはルール覚えてないうえ逃にげすぎなんだよ」

　さらにオルフィナにまでつっこまれると、ぐぅ、と唸うなる。

　オースティンは剣術が苦手なわけでは決してなかった。ただ、攻こう撃げきしてはいけない箇か所しよにも攻撃を仕し掛かけ、反撃からは即そく座ざに身を翻ひるがえす。──要するに反則負けと場外負けのエースなのだった。

「どっちかって言うと俺って、反はん間かん向きだと思わねぇ？　反間大作戦、みたいなさ」

　なおそんなことを言うオースティンに呆あきれて、ディオンが言う。

「何だよ、それ」

「あれ、知らない？　いま子どもたちの間で大人気なんだぜ。語かたり話ばなしなんだけどさ」

　語り話とは公園などの広場で語り部べが、時には絵も用意して話すあれである。基き本ほん的には子どもの娯ご楽らくで、お菓か子しなどを買って聞くものだ。

「おまえ……いい歳とししてそんなもんに熱中してんのか？」

「あ、お言葉だね。なかなか奥おくが深いよあれは。女の子を誘さそって行くと、まだまだこんなものに熱中する可愛かわいい人なのね、と思ってもらえるんだ。こないだはエリディアと行った」

　オースティンもディオンと同じ学園に──こちらはきちんと週に五日──通っている。

　エリディアはそのクラスメイトだ。サンペレグリノ男だん爵しやくの長女で、すらりとした長身に、気の強そうな瞳ひとみと、ポニーテールが印象的な娘むすめだ。ディオンも少しは話したことがある。

「なんだ、おまえエリディアと付き合ってたのか？」

　少し意外そうにディオンが言うと、

「いんや、おまえも来るって言って誘ったんだ。ディアナは忙いそがしくて来れなくなったけど二人でもいいよな、と語り話を見につれてったら、もう……。

　──はじめに噓うそだって気づいて付き合ってたせいもあるんだろうが、そのへんがエリディアの限げん界かいだったな。不ふ機き嫌げんのオーラが俺には見えたね。結局振られたなあ」

　さして気にする様子もなくすらすら答える。

「おい、俺はそんな話聞いてないぞ。人を餌えさにするなよ」

「振られたわりにあっさりしてるね？」

　またオルフィナが口をはさむ。

「んーまあ……惚ほれてたわけでもないんで。暇ひまな日があったから、どうせなら女の子と過すごそうと思って声かけたんだ」

「うわ。それって女の子に失礼だよ」

「んーんん？　それは女の子としての意見なわけ？

　俺としてはお互たがい楽しい一日を過ごそうと思っただけなんだけど」

「女の子の気持ちなんて知らないけど、誠せい意いの問題だよ。第一、エリディア嬢じようは結局楽しくなかったんだろ？」

「うっわ。フィー、おまえ結けつ構こうキツいこと言うのな。俺傷きずつくぞ」

「傷つくような繊せん細さいな神しん経けいしてないだろ、おまえは。女の子ならとりあえず誰だれにでも声かけるくせに」

　ディオンがつっこむと、オースティンはふふん、と自じ慢まん気げに笑い、

「コントレックス家の男は代々女じよ性せいに命をかけるのだ。……兄さんも結局それで死んじまったし」おかげで自分が爵位を継つぐことになったからなあ、とこぼす。

　これはオースティンの口くち癖ぐせのようなものだった。

　オースティンの兄、コントレックス家の長男イスティアは、落馬した恋こい人びとをかばって馬の下した敷じきになり、二年前に命を落とした。

　次じ男なん坊ぼうとしてお気楽に生きる予定がぱあだ、と遅おそいお家教育を受けつつ文もん句くをいっているオースティンだが、内心では慕したっていた兄の死を悼いたんでいることをディオンは知っている。

　しかしそんなことを詳くわしくは知らないオルフィナは、少し重くなりかけた空気に気づかず、言った。

「でも、ぼくが女だってことには気づかなかったよね？」

「そうなんだよ。不覚も不覚。これが一生の不覚ってやつ？

　なあフィー、今からでも遅くはないよな？

　俺と……君と。二人で生きてく事をこの剣に誓ちかってもいいかい？」

　真顔で木刀を掲かかげてそんなことを言う。

「その、とりあえず口説いておこうって言うのは……どうなのさ？　まさか頷うなずけるはずないだろ。ばかばかしい」

　呆あきれて言うオルフィナ同様、ディオンもしらけた目で言う。

「そういう寝ね言ごとは寝てから言え。いい加か減げんにしないと付き合いをやめるぞ……」

　と──

「いい加減にするのは君もではないのか？」

　背はい後ごから聞こえた声に、三人はびしり、と固まった。

「せ……師範せんせい……」

　恐る恐る振り向くと。こめかみを引きつらせたその師しは、リスのように小さくなっている三人に、言った。

「競技場二十周──!!」

　その怒ど声せいから逃にげるように。三人は慌あわてて駆かけ出したのだった。







　イリシアは溜ため息をついた。

　王宮の裏うら手てにあるこの庭は、そのまま荒あれた森へとつながっている。その森の向こうは崖がけになっており、そちらからの侵しん入にゆうはほぼ不ふ可か能のうであることから王宮の城じよう壁へきは崖から崖へ城しろを囲むように半月の弧こを描えがいてそびえているのだった。

　もちろんそれで警けい備びがおざなりになるわけでもないが、表の方に比くらべれば隙すきは大きい。それは事実だ。

　その隙があるからこそ、生き物を隠かくしたりすることもできた。

　イリシアはそんなこの庭が好きで、それゆえ、誰だれよりも詳しかったかもしれない。

　今日もまた、時間が出来たので一人、散歩をしていた。そして──

（また、見つけてしまったわ）

　ここで出会う生き物の中には、より強い生き物にやられたであろう手負いのものもいる。

　そうしたものを拾うのはイリシアにとってはそれこそ日にち常じようであった。

　けれど、もう二度と遭あうことがないと思っていた種類の生き物に再ふたたび出遭うと、イリシアはさすがに呆あきれもしたのだった。

（警備のものは何をしているのかしらね？　私でも発見できるこれに気づかないなんて）

　そこにうつぶせに倒たおれているのは。──また人間だった。

　色しき素その薄うすい黒くろ髪かみがみてとれる。すらりとした体たい軀くはかなりの長身のように見えた。お兄様より高いかしらね？　などと考えつつ。長いスカートが汚よごれることも気にせず近くに屈かがみこむと、声をかけた。

「ねえ。あなた、大だい丈じよう夫ぶ？」

　その傷だらけの腕うでや肩かたに触ふれるのもためらわれて（あまりに痛いたそうだったのだ）服の端はしを軽く引く。

　すると。男は、がばっと立ち上がり、自分の手や胸むねをぺたぺたと触さわったかと思うと、今度はへなへなと崩くずれ落ちた。そうしてへらーっと間の抜ぬけた笑えみを浮うかべ、

「痛い……」と呟つぶやいたのだった。

　唐とう突とつなその動作に驚おどろいていたイリシアだったが、その呟きを耳にすると、

（……大丈夫かしら？）

　と思わず頭の方の心配をした。

「怪け我がが、痛みますの？」

　少なくとも「痛い」と言ってはいるのだ。訊く。

　そこで、初めてそこに誰かがいる事に気付いたようだった。視し線せんをイリシアに向けると、

「あれえ。どなたさん？」

　とけだるそうな声で言う。イリシアが改めて顔を見ると、どこかぼんやりした顔つきに、瞳どう孔こうが縦たてに長い、変わった緑の瞳ひとみがのぞいている。

（まるで猫ねこ……いいえ。これは……そう、爬は虫ちゆう類るいのようだわ）

　そんな事を思いつつも、答える。

「私はイリシア。この森は私の家よ。あなたこそ、どなたかしら？」

「あー。ケガ、そうか怪我か……痛いです。けど平気」

　今いま更さらそんな事を言う。どうも、テンポがずれた男だ。

　根気よく、イリシアは言った。

「あなたが平気と言うなら、いいけれど。もし痛いのだったら、私、薬を持ってきますわよ？」

「うん。イリシア、か。いい名だね？　森の聖せい霊れいさんかな？　とても可愛かわいらしい」

　やはり、ずれている。イリシアは、少し黙だまっていた。このままいけば、その次の問いにも答えが返ってくるはずだ。

「あ。痛く……なくはないけど。大丈夫。頑がん丈じように出来ているので。

　……もしかして怒おこってる？」

「怒ってはいないわ。ただ、返事を待っていただけよ。平気なら、いいの。

　見つからずに出てゆける？　無理なら私が外まで連れて行ってあげるけれど」

　どうやって入って来たのかは知らないが、こんな怪我だらけの怪あやしい男である。警備の者に見つかるとうるさい事になるだろうが、イリシアが口を利きけば門を通るのにもやぶさかではないはずだ。

「それも、平気。優やさしいんだね」

　真顔でそんな事を言ってくる。

「ありがとう。でも、そんな怪我をしていたら、たいていの人は心配するものよ」

「そうでもない、とおれは思うんだけど。──イリシアはアストリアの次に、可愛くて優しい」

「？　どなたか知らないけれど、それは褒ほめて下さってるのよね」

　にっこりと笑って、男は答える。

「もちろん。そうさ」

　その言葉に、イリシアも微笑ほほえんで、

「それなら、ありがとう。……」そこで、いったん言葉が迷まよう。

「そう言えば、まだ名前を聞いていなかったわ。教えて下さらない？」

　言いたくないのなら無理には聞かないけれど……と続けるイリシアに、どこか気の抜ぬけた笑みのまま、そんなことは無いよ、と言った。

「おれはヴァットヴィレールと呼よばれる事が多いかな。正式な名前はあまり人に教えないんだ──名前は誓ちかいの言葉になるからね」

　変わった誓せい約やくのかたちだとは思ったが、イリシアは人の思想や宗しゆう教きようは否ひ定ていしない考え方を持っていたので、ただこくりと頷うなずき、訊いた。

「じゃあ、私はヴァットヴィレールと呼べばよろしいかしら？」

　そうイリシアが問うと、ヴァットヴィレールは首を振ふった。

「好きな人にはちゃんと教えるよ。イリシアにも当然」

　ね？　と首を傾かしげる。

「まあ、それは嬉うれしいわ。……あなたの本当の名はなんと言うの？」

　男はそこで初めて気の抜けたような様子を消して、告げた。

「──クロノス」







「あーっ、もう……」

　オースティンとオルフィナの二人はふらふらとした足取りで、連れ立って歩いていた。

「スティンのせいだぞ」

　オルフィナが非ひ難なんする。しかしオースティンはのろのろと言い返した。

「……はっきり言ってそれはお門かど違ちがいだぞ。俺おれたちは仲良くサボってた。そしたら叱しかられた。それだけのことだ……」

　ぬけぬけと言うそのセリフにオルフィナは憮ぶ然ぜんとする。そもそもサボっていたのはオースティン一人だったはずだ。だが、結けつ論ろんとしてはあながち間違いでもないので言い返せない。

　あの後。それだけ元気がありあまっているのなら、とさらに師し範はん特とく製せいの「特別メニュー」とやらを実じつ践せんさせられた三人は、体力の限げん界かいを超こえた、と思うほどに動かされ、さきほどやっと解かい放ほうされたのだった。

「話し出したのはスティンじゃないか。……それにしても、ディーも大変だよなあ」

「ああ、これからまたお勉強、だろ。尊そん敬けいするね。俺ならとっくに王様あきらめて逃にげ出してる」

「やりたいって言ったって、スティンには荷が重すぎるんじゃない？」

　言ったな、とオースティンが振り上げた手を、笑いながらよける。

　二人は、これからまた学科があるからと本宮に戻もどっていくディオンに同どう情じようの視線を向けつつ別れ、それぞれの離り宮きゆうに帰るところだった。

「じゃあ。ぼくこっちだから、また今度ね」

「ああ、またな」




　二人の離宮はそれほど近くないため、城しろを出て少しも行くともう別れ道だった。簡かん単たんな挨あい拶さつをすると、それぞれに歩き出す。

　てくてくと、それほど乱みだれていない足取りで去ってゆくオルフィナをちらり、と振り返りみて、オースティンは吐と息いきをこぼした。

（女の子にゃ到とう底てい思えねえよなあ……。同じメニューをこなして俺のほうがへばってるって言うのは……なんか。情なさけないんじゃないか？）

　ふらつく足元をみて、思う。それも傍はた目めにはほとんど分からない程てい度どのものではあるのだが。

（剣けん術じゆつも、ディオンと揃そろってやたら強ぇし）

　戦術に問題があるとはいえ、オースティンの目はそれぞれの技ぎ量りようを見抜く程度にはさえていた。

　競技のルールを守っているが、そんなものがなければ──誰だれにだってルールは枷かせになるものだがそういう意味ではなく。──もっと、巧たくみに相手を倒たおす術すべを心得ているように見えるのだ。

（なんつーんだ、あれは？……剣に慣なれてるっていうか……）

　そんな事をぶつぶつ考えながら歩いていたせいか、すれ違う人にぶつかりかけた。

「──っと。すみません……」

　慌あわててよけてそちらを向き──あごしか顔が見えなかったので視し線せんを上げる。

　褪あせた黒くろ髪かみを肩かたにつく程度まで放っておいたように伸のばしているその長身の男は、にこりと笑い。

「ねえ、さきほどのお嬢じようさんは、君の恋こい人びとかな？」

　そんなことを言った。オースティンは少し驚おどろき、首を傾かしげた。防ぼう具ぐを身に纏まとったままのオルフィナを遠目で女と見抜いたこともそうだが、自分達が二人で歩いていたときから見られていたことに不ふ審しんを抱いだいたのだ。

　だが、白シャツに黒のスラックスという小こ綺ぎ麗れいな格かつ好こうは、ごろつきなどのようには見えなかった。もしかしたら社交の場で自分を見知っている貴き族ぞくの一人かもしれないと思い、言葉を返した。

「まさか。違いますよ。あんな美人は俺など相手にしてはくれません」

　おどけて言う。すると男はどこか気の抜けた笑みのまま、さらに訊きく。

「じゃあ彼女、ここには、大切な人はいないのかな？」

　ここ、というのがどこを指しているのか分からなかったが、気にせず、オースティンは反対した。

「いいや、オルフィナ嬢には、残念ながらもう素す晴ばらしい恋人がいるんですよ」

　これは、オースティンの勘かん違ちがいだった。

　けれどいつも一いつ緒しよにいる友人二人が、実は男女であったと知れば、それは当然の勘違いともいえる。その言葉に、男は身を乗り出して、「それは、誰？」と尋たずねた。

　その様子に、オースティンは再ふたたび不審を感じた。自分よりやや年長のようだから、一いち応おうとはいえ敬けい語ごで喋しやべっているというのに、この相手は少なくともコントレックス家──この国屈指の公爵家である──よりは身分が低い者のはずだった。そうでなければ自分が知らないはずはないのだから。なのに、この馴なれ馴なれしさはなんだ？
















　けれど、身分が下になるほど、礼れい儀ぎ知らずも増ふえるものである。少し呆あきれながらも、この礼儀知らずがルフィニア侯こう爵しやく家けの娘むすめに手を出そうなどとは考えないよう釘くぎをさすつもりで、オースティンは答えた。

「恐おそれ多くも、ディオン第一王子どのさ」分かったら妙みような事は考えるなよ？　と暗ににじませるが、男はそんなことは気にしていないように見えた。独ひとり言のように、言う。

「それが、枷かせかな？　どうだろう……なるべく壊こわすなとは言われているけど……」

「？」

　聞き取りづらい何事かを呟つぶやきながら、男はそのままゆっくりと歩き出す。オースティンは首を傾かしげたが、よほどショックだったのかな、と一人納なつ得とくすると、そのまま家路についたのだった。




　　　　２




　逢あいたかったよ。アストリア。

　おれを覚えているだろうか。今はこんな形なりだけれど……先日はいつもの姿すがたで君の前にいたことに、気付いてくれていたのかな？　どうにもあれは夢ゆめだったんじゃないかと言うほどぼんやりとした記き憶おくしか残らないものだね。君もそう？

　ああでもアストリア、君は相変わらず強くて気高くて。一緒にいた黒い使者たちには気の毒だったけれど、おれは安心していたんだ。

　君は随ずい分ぶんここが気に入っているようだけれど……もう心配要いらないよ。

　以前のような目には遭あわせたりしない。能あたうる限りに君は尊たつとばれ、自由で在あれるようにすると、世界は盟めい約やくを捧ささげる事を誓うと言った。おれはそれを伝えにきたんだ。

　ねえ、これでもう大だい丈じよう夫ぶだと分かったろう？

　だから。さあ──

　アストリア？　おれの声が聞こえている？

　なんでもいい、返事を聞かせてくれ。

　いまこの時が、夢ではないという証あかしに。







　紹しよう華か宮は数ある離り宮きゆうの中でも小さな部類に入る。

　十年前。ルフィニア侯、ボルヴィック・セイラは仕事の簡かん便べん化かをはかるため、単身王宮へ越こすことになった。

　国の外れとはいえ広大な領りよう地ちをもち、代々の国王とも懇こん意いにしてきたルフィニア侯爵家の王宮での住じゆう居きよとなるのだからと、数々の豪ごう奢しやな離宮を勧すすめるラオロン国王に、ルフィニア侯は、「妻つまや家来を大おお勢ぜい連れてくるわけではありません。そんなに広いところに住め、と言われてもかえって管理が大変ですよ」と言って。結局空いている中では最も小さかった紹華宮を希望した。

　小さい、といっても民家とは比くらべ物にならない大きな屋や敷しきである。中庭も広く、住み心地ごこちは悪くなかった。ただ、侯爵が一人で──もちろん身の回りの事をする家来たちも当然いたが──住むには、少々広すぎる感があった。

　だがそれも、越して一年もしないうちに解かい消しようされた。

　広い屋敷をものともせずに動き回る人間が一人増ふえただけで、屋敷は随ずい分ぶん賑にぎやかになった。ルフィニア侯は子どもを持ったことがなかったが、こんなに変わるものなのか、と屋敷の雰ふん囲い気きの変化に驚おどろいたものだ。

　実じつ際さい、その子ども自体は無口なもので、王子が来ている時には二言三言呟くか、という程てい度どだったが。侯も家来たちも、その新しい同居人を愛し、大切に育てた。そのかいあってか、その子どもはどんどん新しい事を覚えたし、やがて王子がいなくても少しずつ話をするようになった。

　そうして今ではこの紹華宮にもすっかり馴な染じみ、相変わらず屋敷に色を添そえている。

　それでもその子どもにとって、一番は常つねに王子である。それが紹華宮の人間には少し不満でもあったが、相手が王子では仕方ないと思うのも、また本音なのだった。

　尤もつとも、当の本人はそんなふうに思われているとはつゆとも知らずに暮くらしている。




　夕方に帰き宅たくしたオルフィナはルフィニア侯と夕食をとった後、今夜はどこにも行かないよ、と侯だけにこっそりとお決まりの報ほう告こくをすると、湯ゆ浴あみなどを済すませ、二階の自室で一人寛くつろいでいた。

　まだ夏に入ったばかりだというのに、部屋でじっとしていても蒸むし暑あつい。しかし窓まどを開け、風を通せば、随分過すごしやすくなるものだ。

　そうして明かりを灯ともして、ひとり本を読むのがオルフィナの日課でもあった。

　もう随分色々な本を読んできたが、それでもなお自分が無知である事を次々と知らしめてくれる書物というものが、オルフィナは好きなのだった。

　今日もまた、ルフィニア侯に頼たのんで借りてきてもらった本の中から一冊さつを選び、読みふけっていた。

　今日は、いつもの病気が出ない日だった。はきとは分かるわけではなかったが、そんな日は無む性しように嫌いやな予感に苛さいなまれるのだ。

　今夜はそれがない。だからこそ、今夜はひとり本を読み、そうして燭しよく台だいの火が消える頃ころには眠ねむりにつく予定だった。

　それなのに。

　一体いつの間に部へ屋やに入ってきたのか。大窓の横に、男の姿すがたをしたものが立っていた。それはオルフィナが気付き振り向くと、嬉うれしそうな顔で話しかけてきたのだ。

　もちろん──と言っていいものか──オルフィナはそれが何なのか知っていた。けれどそれ以上に信じられない気持ちが強く、動く事すらかなわずにいた。

　自分はまだ、眠っていないはずだった。夢ゆめでなく、あの世界に属ぞくするものに遭あうことなどないはずだ。少なくともいままではそうだった。だからこそ、安心していたともいえる。それなのに。

「ど……どうして……」

　やっとのことで出せた声は、自分のものとは思えぬほどに掠かすれていた。

　彼かの世界のものに出遭った事により、いつも夢の中でしか思い出せなかったはずの様々な記き憶おくが、鮮あざやか過ぎる強さでもって甦よみがえってきた。その唐とう突とつさ、凄すさまじさに気を失いそうなほどだ。そして、それが故ゆえに拍はく車しやのかかる動どう揺ようを抑おさえきれない。

　それでも、相手は気にしていないようだった。ようやく得られた反はん応のうに、笑えみを深くする。

「ああ。びっくりしたのかい？　それもそうだよね、実はおれも驚いてるんだ。アストリアの夢に繫つなぐことは出来ても、こちらに来る事なんて無茶だって、誰だれもが思っていたからね。実際、いままでにも失敗してるんだ」

　そこで少し残念そうな顔をする。だが、すぐに微笑ほほえみを取り戻もどし、続ける。

「だから、おれが初めての成功例。来たときは、さすがに傷きずだらけだったんだけど……おれ回かい復ふく早いからね」知ってるだろう？　と両手を広げて見せる。

「アストリアを直ちよく接せつ迎むかえにくる仕事を他の誰にも任まかせたくなかったんだ。もっとも、今までにこちらに来れる者があったなら、それは叶かなわなかっただろうけど。

　──こうして、アストリアの前に初めて立つのが、おれで良かった」

　嬉しそうに延えん々えんと語るその言葉は、実のところほとんどオルフィナの耳には入っていなかった。震ふるえそうになる体を抑おさえ、必死で、声を絞しぼり出す。

「ぼくは……かえらない。──還かえらないよ……ヴァッツ」

　その言葉に、微笑みを陰かげらせ、ヴァットヴィレールは不満をあらわした。

「どうして、君がその名を言うの？　あの名で呼よんでよ。

　君がつけてくれた、おれの名──」

　歌うようなその言葉に、オルフィナは頷うなずく事が出来なかった。それをするのはあの世界での自分を肯こう定ていしてしまうような、そんな恐おそれがどこかにあった。

　弱々しく首を横に振り、言う。

「無理だよ、ヴァッツ。ぼくはアストリアなんかじゃないんだ。ぼくにとっては君は知らない何かであるはずだ。どうしてか、君がヴァットヴィレールという名のドラゴンである事は、知ってしまっているけれど」

　その言葉に。再ふたたび落らく胆たんするかと思われたヴァットヴィレールは、しかし微笑んで、それなら、と口を開いた。

「昔話をしようか。

　──君の知らない物語を」




　どこから話そうか？　まさか創そう世せい期から話すわけにも行かないよね。ってそんなのおれも知らないけど。そう言って、くすくすと笑う。

　そうだな世界を支ささえる神々がどういうわけか減へっていた。そこから話そう。

　減ったといっても数のことじゃない。数は決して変わりはしないんだ。弱体化していた……と言えばしっくり来るね。世界の滅めつ亡ぼうの予兆が垣かい間ま見みえ出したのは、たぶんそこからだ。それでも神々達は聖せい霊れいや幻げん獣じゆう、あらゆるものたちと力をあわせ、世界を支えていた。

　そのままそれが続けばよかったんだけど……ここで異い変へんが起こった。最も力を残していた三大神のうちのひとり、大地神が唐突に消しよう滅めつしたんだ。力を失った、とかじゃない、文字通り消え去ったんだ。

　こんな事は起こるはずがなかった。だが、実じつ際さい消えてしまったものはどうしようもない。このままでは、やがて世界を繫ぎとめることなど出来なくなる。慌あわてた三大神──の残りの二人──は力をあわせ、再び新たな大地神を生み出した──。

　そこで言葉を区切り、ちらり、とオルフィナに視し線せんを投じる。

　オルフィナはじっと動かなかった。気にせず、続ける。

　そうして新たに大地神が誕たん生じようしたのはいいけれど……なにせ生まれたばかりだ。世界の支し柱ちゆうである三大神のひとつとなるには未み熟じゆくが過すぎた。けれど、その成長を待つわけにもいかなかった。世界はそれほどに弱っていたからね。

　そこで神々はその子どもを大地に繫ぎとめることで未熟を補おぎなう事にした。そこに在あることで力を発はつ揮きできる程度には、さすがに優すぐれていたからね。尤もつとも、それが大地神には悲ひ劇げきであったとも言えるけれど。

　生まれたときより大地を放れられぬよう、しっかりと神々の鎖くさりで繫がれて、ドラゴンと天馬ペガサスの監かん視しまでついた。

　そうして星が四つも廻ったころだ。

　その永ながき刻ときを堪たえ、しかしついに堪えかねた大地神は。

　──世界を、飛び出した。

　そんなことが出来るとは誰も──神々ですら考えていなかった。これはもう、アスト……大地神の執しゆう念ねんが呼よんだ奇き跡せきといえるかもね？

　でも奇跡は大地神にとってだけ言えることで、世界にとっては悲劇の再さい来らいだ。やっとの事で安定させていた世界が、再び四世紀前の状じよう態たいにもどってしまったのだから。

　しかも、今度は海神も空神も、すぐには大地神を生み出せないほどに力が墜おちてしまっていた。事態は最悪だ。世界を必死で支えつつも、神々たちは頭を抱かかえていた。

　でも、やがて。──これは親と子故ゆえの奇跡というべきかな──大地神の逃にげた世界を海神と空神が見つけ出せたんだ。星より多く神々の夢ゆめの数ほどあると云いわれる数多あまたの世界の中からだよ？　誰もが信じられない気持ちで喜んだね。これで世界は救われると。

　でも、失念していた事がある。大地神は自みずからの意思でそこへと逃にげ出したんだって事をね。

　見つけることが出来るのとそこへ行ける事とは別問題だ。大地神が自身の意思でもって戻もどってきてくれなければこちらの世界にはどうしようもない。

　その世界へ繫つなぎをつけ、説得するしかなかった。それらはむしろ神々ではない者たちの仕事だ。例えば神官や聖霊たち。そんな中でも特別な力を持っていた者たちが、大地神が向こうの世界とのつながりをかろうじて弱めている──眠ねむっている、とかね──時にその心へ繫ぎ、説得を繰くり返した。

　心だけでも取り戻そうと、手て荒あらな手しゆ段だんにも出たけど……これはもう、それだけ向こうが切せつ羽ぱ詰つまっているんだって事で赦ゆるしてほしい。

　それでも大地神は頑かたくなで──ずっと傍そばにいたおれとしては当然かな、と思ってしまう気持ちもあるんだけどね──。もう、世界は、星が一度廻るほどももたないんじゃないかってところまで来ているんだ。

　神々はもはや新たな神を生めないくらいに落ちぶれている。おかげで草木は新たな芽生えを阻はばまれて、既すでに生き物の命も碌ろくに誕たん生じようしなくなっていて……世界自体が機き能のうを止めつつあるんだよ。

　──もし。このまま大地神がここに残って、人間として人間の寿じゆ命みようで死ぬ事を選ぶのなら、あの世界にはもう共に死ぬしか道はない。

　寿命の短い生命いのちから徐じよ々じよに朽くちて、大地は汚お濁だくして。

　そうして残ざん滓しとなった世界そのものさえ、形残ることもなく、間もなく無へと帰きすだろう。──墓ぼ標ひようさえない死だ。それが、あの世界の仕組みだからね。

　あの世界を創つくった、また別の何ど処こかにいる神は、そういうふうにあの世界を創られた。終われば消える、まさに夢のような世界であれとね。

　いまや唯ゆい一いつの光たる大地神なくしては──間もなく、あの世界の夢は終ついえて消える。

　……力が無いゆえに力を失うのが怖こわくて、しっかり籠かごに閉とじ込こめて。

　その結果がこれだと言われれば返す言葉もないだろうけれど……そうしないと、折せつ角かくの力さえ、扱あつかい方も知らないまま無む邪じや気きに発散されて、世界の均きん衡こうを保たもつ事は出来なかっただろうという側面も確たしかにあって……。言い訳わけだね、これは。

　言って、頭を横に振ふる。

　だからって、多大な貢こう献けんの対たい価かがあれでは、見み捨すてられても仕方ないのかもしれない。

　だけどそれでも。




　──世界は、赦されたがっているんだよ。

　残ざん酷こくであったかつての事も、どうか流してほしいと。切実に願い、乞こうている。

　だから。




　朗ろう々ろうと続けていた言葉を、そこで区切る。

　そしてオルフィナの顔を覗のぞき込み、静かに申し出た。

「──還かえってきてくれないかな、アストリア。

　おれと一いつ緒しよに。君の世界へ」

　耳を塞ふさぎたいほどによく分かっている物語。それを聞かされている間中、オルフィナはただ立ちつくしていた。その物語は、動くことすら出来ない程ほどの痛いたみを伴ともなっていたのだ。

　すぐ前に、滲にじんだ緑の瞳ひとみがある。泣いているのかと思って、気付いた。涙なみだに濡ぬれているのは自分の瞳の方だ。言葉を告げようとして、嗚お咽えつだけが漏もれる。

「──っ」

　言葉になどならない。言うべき事は幾いくつもあるのに。

　そんなオルフィナに、ヴァットヴィレールは、優やさしく言う。

「どうか、泣かないで、アストリア。

　君が泣くとおれも辛つらい。知っているだろう？　昔は君の涙につられておれも、パラヴィソ・スルジーヴァも、そろって泣いた。おかげで大陸には川が増えて仕方なかった」

　くすりと微わ笑らうその瞳にも、既に涙が滲んでいる。

　オルフィナは、首をゆっくりと横に振る。聞きたくなかった。そんな昔話は。

　嗚咽を抑おさえ、喉のどを震ふるわせる。

「──出来ない……っ。それでも、ぼくは……この世界にいたいんだよ、クロノス──！」

　その悲ひ痛つうな叫さけびにも、ヴァットヴィレール──クロノスは、よりにもよって微笑ほほえみで応こたえた。

「やっとおれをその名で呼よんでくれた。アストリア。他の誰でもない君に再びそう呼んでもらえる日なんて、もしかしたらもう来ないんじゃないかとすら思っていたんだ……。

　は……嬉うれしくて泣きそうだよ」

　そう言うクロノスは、しかし既に泣いていた。

　オルフィナにはその言葉も、涙もが、ひどく痛んだ。怒いかり、責せめてくれたならば。どんなにかましだったろう。

　けれど。それでも。

「クロノス。……ごめん……」還ることなど出来ない。

　だが、それを言う前にクロノスが割わり込んだ。

「もしかして、彼のため？」

「──違ちがうっ！　ディーは関係ないよっ……ただ……」

　咄とつ嗟さに反発する。理り屈くつでないこの想おもいをどう伝えたものかと考えて、オルフィナは、はっとした。

　どうして、そんなことを知っているのだ。

　知っていたわけではない、謀はかられた、と気付いたときには既にクロノスは得心したように頷うなずいていた。

「やっぱりね。そんなことだと思ってはいたんだ。夢ゆめでも否ひ定ていはしていたけど、アストリア、君の噓うそくらいおれが見み抜ぬけないはずないだろう？」

　苦く笑しようするその様子に、悲鳴をあげたかった。噓ではない、と。けれど、違いを伝えきれるほどには、オルフィナ自身もこの想いを理り解かいしていないのだった。

　ただ、頭を激はげしく横に振る。もういい加か減げん、脳のうが片かた寄よってしまうのではないかと思った。

「ディオン……だっけ。ディーって呼ぶんだね。それが彼に与あたえた誓せい名な？」

　また、首を振る。それは彼が自分に与えてくれたものだ。幼い頃ころ、創りたての身体からだでうまく語ることが出来なかった自分。ディオン、と言えず「デオ、デオ」と必死で呼んだ。「せめて始めだけでもちゃんと呼んでもらいたいな」と苦笑して。何度も「ディ」と繰くり返して聞かせてくれた。やっと「ディー」と呼べたとき、どれほど嬉しかったか。

　もの思いに沈しずみかけたオルフィナにクロノスは気付かず、言う。

「王子様だってね。それじゃあ見知らぬ子どもを見つけても養うのには困こまらなかっただろうね。おかげで小さなアストリアがこちらで生きてゆくことも叶かなった。けど。……それに恩おん義ぎを感じる気持ちは分かるよ、つい、特別な感かん情じようであると勘かん違ちがいしてしまうのもね」

　また、だ。もういい加減、首を振ふることにも疲つかれていたオルフィナは、瞳だけで否定した。困ったような笑えみを浮うかべて、クロノスは続けた。

「否定したい気持ちも分かるよ。往おう々おうにして自分の感情なんてそんなふうに見えるものだしね。

　でも、アストリア。君がどう思っていようと、それは一時かぎりのものだ。情ではないと君は言ったけれど……それは紛まぎれもなく、情だよ」

　めずらしくはっきりと言い切る。

　もう、否定する気も起きなくなっていた。オルフィナは、静かに、告げる。

「分かってもらえるとは思わないよ。……ただ、どうしたってぼくは還らない。それだけは絶ぜつ対たいに変わることのない想いだ。理解してくれないだろうか？　クロノス」

　これ以上この時が続くのは耐たえられなかった。

　それはクロノスも同じだったのかもしれない。議ぎ論ろんを続けることが無意味だと言う点において、だが。

「仕方ないよね。激げき情じようって言うのは、どうにもならないからこそそう呼ぶんだ」

　やれやれと言うように肩かたをすくめるクロノスに、オルフィナはほっとした。

「枷かせをどかすこともおれには任まかされているんだ。少し待っててね、すぐ戻もどるから。

　──そうしたら、一いつ緒しよに還ろう」

　にこりと笑ってそう言うと、ふっと窓まどから身を躍おどらせる。

　慌あわてたオルフィナが窓へと向かい、外を見たときには。──既すでにどこにも、クロノスの姿すがたはなかった。

　愕がく然ぜんと思う。冗じよう談だんではない。

　急いで自分も飛び降おり、本宮へと向かったが、足で彼に追いつけるはずもない。絶望的に思いながらも足は止めず、必死で思い出していた。幼おさない頃には無む意い識しきに繰り返していた──一いつ瞬しゆんで。願った先に飛ぶ。──その方法を。
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　同じ頃。

　ディオンは遅おそい夕食を終え、自室に戻るために長い渡わたり廊ろう下かを一人で歩いていた。

　しごかれた身体からだは、ひどく疲れている。早いところ湯を浴び、布ふ団とんに倒たおれこみたかった。

　そんな事を考えるともなく思い、ぼんやり歩いていると、ふっと異い様ような感じに襲おそわれた。

（えっ──？）

　何だ、と思う前に体を前に倒していた。体たい勢せいを整えつつ何が起こったのか確たしかめようと後ろを向くと、細剣レイピアを振り下ろしたまま驚おどろいている、見たこともない黒くろ髪かみの男がいた。

（襲われた……？）

「なんだ、おまえ……？」驚くのと同時に訊きいていた。

　相手の男は感心したように、のんびりと言う。

「びっくりした。まさか避よけられるなんて思わなかったよ……。

　君、ディオン王子様？」

　相手が誰だれかも知らずに切りつけたのか？　と啞あ然ぜんとしたが、応こたえる。

「ああ。どういうつもりだ。ここでこんな事をして……ただで帰れると思うなよ」

　凄すごむディオンを男はさして気にしてない様子だった。

「んー。何て言うか。あっさり終わると思ったんだけどな。まあいいや。

　一応、話があるんだけど、聞いてね？

　──アストリアを還かえしてもらいたいんだ」

　言ってやりたいことはたくさんあったが、最後のセリフにディオンは全すべてを悟さとった。

　これはオルフィナを取り戻しに来たものだ、と。それだけ分かれば十分だった。もしかしたら永えい遠えんに来ないのではないかと思っていた、いや願っていたものが、ついに訪おとずれたのだ。

　顔が白くなるのが自分でも分かった。

「あれ？　もしかして理解してる？」驚いたな、と呟つぶやき、男は続ける。

「思ったより、賢かしこいんだね。安心したよ。君がアストリアを説得してくれたら、おれは君を消さなくて良くなるんだ。──協力してくれるよね？」

　にこにこと語る男のその言葉より。頭の中は、オルフィナの事が占しめていた。

　突とつ然ぜん現あらわれ、突然消えるものだという予感が、なぜだかあった。それは杞き憂ゆうであるかもしれないと、共に過すごすうちに繰り返し思ったりもした。それが自分の願望であることも、分かってはいた。

　たびたび異い常じような悪あく夢むに苦しみ、その後は決まって沈しずんでいることからも、それはただの夢ゆめではないのではないかと感じてもいた。

　ある時、息をかえしてから眠ねむりについた暁あかつきの頃ころに、眠る自分の傍かたわらで、涙なみだ声ごえで「還りたくなんてないのに」と、どうして……と。自分の名を繰り返す、その様子に。

　必死で眠った振ふりを続けた。

　夜が明けてからも、訊いてはいけない事のように思えて、どうしても訊けなかった。

　苦しむ少女を知っていて、それでも知らぬふりしか出来ない自分がもどかしかった……。

　そこまで思って、ふと、気付く。

「オルフィナは、帰りたくないと言っているんじゃないのか？」

　説得、ということは本人は納なつ得とくしていないということではないのか。

「そんなの、生活していたら未練が生まれるのは当然じゃないか。そんな一時の感情を真に受けて空手で還るなんて、ばかばかしい真ま似ね出来るはずないだろう」

　呆あきれたように言う。確たしかに、それはそうかもしれない、と思う。だが、一時のものかどうかなんて事は、本人が決めるものじゃないのか？

　まるでオルフィナを理解しているとでも言いたげなその態たい度どに、少し腹はらが立った。

「ばかばかしいかどうかは彼女が決めることだろう。他人がどうこう言うのは間ま違ちがっていると思うぞ」

「おれは君よりアストリアの事をよく知っているんだ。生まれたときからずっと一いつ緒しよにいたからね。他人には分からなくても、おれには分かるんだよ」

　微笑ほほえんで言われたその言葉に、ディオンは無意識に対たい抗こうするようなことを言った。

「俺おれだって、出会ってからはいつも一いつ緒しよにいた。好き嫌きらいも、癖くせも、最近のオルフィナのことなら誰より詳くわしい。昔はどうか知らないけれど、今のオルフィナがどう思うかなら、想そう像ぞうがつくさ。嫌いやだというなら、それは良く考えた上でのことだろう」

　今度は、男のほうがむっとしていた。子どものように、言う。

「共に過ごした時間を考えてほしいね。おれは星が四つも廻めぐるほどの刻ときを彼女と共に過ごして来たんだ。こちらに来てからの短い時間で、そうまで彼女が変わるもんか」

「短いって言ったって……十年だぞ？　変わるには十分な時間じゃないか」

　短い、という以上それよりは長かったのだろうと思いつつも言い返す。星が四つというのがどれくらいのことなのか分からなかったが、二十年くらいだろうか、と見当をつけた。随ずい分ぶん年上だったんだな、と内心で笑う。まさか四百年とは夢にも思わない。

「馬ば鹿かをいうな。彼女の本ほん質しつがそう易やす々やすと変わるものか。彼女はいつだって、気高くて優やさしくて強い。……そのくせ寂さびしがり屋で。ちょっと泣き虫で……」

　むきになっていたその顔がゆるりと解とける。なるほど自分の知っているオルフィナだ、と聞きながら思ったが、それが自分以外の口から発せられているとこうも腹立たしいものだとは。早くも、この男と会話を続けることに嫌気がさしていた。話していてこんなにむかむかする相手は久ひさしぶりだった。

　と──。

　渡わたり廊ろう下かの向こうから話し声が聞こえた。考えてみればここは王宮内だ。こんな話をするのにふさわしい場所ではない。一いつ瞬しゆん、人を呼よんでこいつをどうにかしてやろうかとも思ったが、なぜだかあまり意味が無い気がして、やめた。

「ここは人が来る。まだ言いたい事があるというなら場所を移うつすが……どうする？」

　へえ、突つき出さないの？　と楽しそうに言うと、男は頷うなずいた。

「まだ、お願いの途と中ちゆうだからね。君がいいならついて行くよ」

　よくない、嫌だ、と思ったが、外ほかでもないオルフィナの事だ。はっきりさせておきたいと思った。

「分かった、ついて来い」




　ただ走っていたはずのオルフィナが、ふっと見み慣なれた場所に移り立ったのは、瞬まばたきする間のことだった。

　飛べたのだ、と安あん堵どする。

　いつものバルコニー。窓まどを開くのももどかしく室内に駆かけ込こむと、しかしそこはもぬけの殻からだった。

（しまった……っ！）

　まだ、戻もどっていない。ならばどこかと必死で頭を廻らせつつ、引き返してバルコニーから飛び降りる。怪け我がではすまない高さのそれも、着地の寸すん前ぜん、ふっと留とどまり、無事降りる。

　それらを無む意い識しきのうちにこなしつつ、頭の中は既にクロノスと邂かい逅こうしているであろうディオンのことでいっぱいだった。

　クロノスは自分よりもはるかに強いのだ。もう、どうにかなっているかもしれない、と考えて、否ひ定ていする。

（大だい丈じよう夫ぶだよ。ディーだって、決して弱くはない）早く二人を見つけなければ。

　どこだ？　一体どこにいる……？

　自分の鼓こ動どうと足音が、ひどく耳に響ひびいて、無む性しように怖こわかった。

　そんな夜よる闇やみの中を。オルフィナは必死で駆ける。




　中庭を抜ぬけ、裏うら庭にわに向かいながら、ディオンと男は無言だった。

　抜き身の剣けんを無む造ぞう作さにぶらぶら振ふりながらついてくる男に対して警けい戒かいを解くほどディオンは愚おろかではないし、まして談だん笑しようするような間あいだ柄がらでもない。

　道を外れ、木々が立ちつくす森の中を進み、少し開けた草原に出る。

　距きよ離りをとって立ち止まると、男がまず口を開いた。

「それで？」

　それはこっちのセリフだ、と思ったが、違ちがう事を口に出す。

　ここに向かいながら気になっていたことだった。

「彼女を連れて帰って、どうするんだ？」

　ディオンの言葉に、男は大きく目を見開いた。そんなことも分からないの？　とでも言いたげな仕草で、答える。

「どうするって……。何を言っているの？　君だって、出かけたら家に帰るだろ」

　つまりオルフィナにとっての帰る場所はそちら側だと言いたいわけか。ディオンは憮ぶ然ぜんとする。

「そっちに行きたくない、とオルフィナが言う以上、そこはもう、彼女の家とは言えないんじゃないか？」

　男の目が、物ぶつ騒そうな光を放つ。

「つまらない事を言うね。小さな子どもの駄だ々だを真に受けて、放ほうっておく親がいるかい？」

　ディオンも負けてはいない。挑ちよう発はつとも取れるように肩かたをすくめる。

「親だけがいつまでも小さな子どもと思っていて、とっくに自立してる子どもを束そく縛ばくしようとするって言うのはよくあるパターンだよな」

「君みたいな子どもは、自分はとっくに自立してると思うんだろうね。おれから見たら、君もアストリアもまだ殻から頭を出してもいない、小さな雛ひな鳥どりのようなものだけれど」

「まさか。未成年だし、まだまだ俺は幼おさないと思っているよ。

　そうさ、嫌いやだというのに無む理り強じいされて連れて行かれる彼女をあっさり見み捨すてられるほど、俺は大人じゃない──」

　瞬しゆん間かん、懐ふところに飛び込んできたそれに、身を引く。

　警戒していたにも拘かかわらず、男のスピードに反はん応のうしきれなかった。腹ふく部ぶに、血が滲にじむ。

　男はあっさり剣を引き、距離をとる。今付けた傷きずに目をやると、少し眉まゆを上げ──何もなかったかのように言ってくる。

「彼女の心を知っているかのような口振り、やめてくれないかな。なんだか凄すごくむかむかするんだ」

　腹が立っているのはこちらも同じだ。

　深く刺さされたみぞおちあたりを押おさえながら、護ご身しん用の懐ふところ刀がたなを取り出しておく。この男は突とつ然ぜん切り付けておいて、既すでにそんな素そ振ぶりもなく文もん句くを言う。

　だからこそ、次がいつ来るのか分かったものではない。

「オルフィナは俺を慕したってくれて、俺だって彼女が大切で。言わずにいる事だってそりゃ色々有るだろうけど……この世界では誰より彼女を理り解かいしているつもりだ。それの何が悪い？」

　痛いたみに、うめきながら言う。もしかして内ない臓ぞうまで届とどいてるかな……。と心配になる。

「そんな一方的な思い込みが子どもだっていうのさ。いいよ、もう──」

　説得をあきらめたと言うよりは、機き嫌げんをそこねた様子で殺気立つ男に、ディオンも臨りん戦せん態たい勢せいをとる。

　とそこへ──

「──狐きつねまで、出るのか？」

「もともと生息していたわけではないと思うわ。……誰かが連れてきたものがそのまま居い着ついていたのだと思うけれど……」

「じゃあ、なんだ、名前はコンタか？」

「もうっ。……フェンリルと呼よんだわ。狼おおかみのように強くはなかったけれどね」

「？　ふうん？……」
















　話し声が聞こえた。しかも近い。

　まさかこの時間のこんな場所に人が来るとは思わなかった。けれど妹ならこの庭にいつ現あらわれてもおかしくない気もする。舌した打うちしたい気分を抑おさえ、叫ぶ。

「──イリアっ!?　来るなっ！」

　しかしそのときには、妹ともう一人の見たこともない銀ぎん髪ぱつの青年は既に姿すがたを現していた。

　この男がどんなつもりかは知らないが、この二人も殺そうとするかもしれない。慌あわててそちらの方に回ってかばうような位置に立つ。

　背はい後ごから、きょとんとした声が聞こえた。

「お兄様どうなさったの？　あら、クロノスも……」

　そこで、クロノスと呼んだ男が血の付いた剣を下げていることに気づいたらしい。前に立ったディオンの背せがふらついていることにも、既に気付いていることだろう。

　イリシアが、不ふ審しんげに声を上げる。

「クロノス……あなた……？」

「やあイリシア。久ひさしぶりだね」

　こんな状じよう況きようだというのに、男はにこりと笑って挨あい拶さつをする。そこで、何やら鼻をひくつかせると、今度は驚おどろいたような声で言った。

「パラヴィソ・スルジーヴァ!?　なんだ、おまえ無事だったのか！」

　しかし言われた銀髪の青年は、それが自分に向けられた言葉だとは思わなかったようだった。イリシアに「知り合いでしたの？」といわれて、はじめて不思議そうな顔になる。

　だが、その名前にも相手の男にも心当たりはないらしく、首をかしげる。

「なんだ、相変わらず鼻の利きかないやつだな。こんな形だけど、おれおれ。ヴァットヴィレールだよ」

　にこやかなその言葉にも青年は戸と惑まどうばかりだ。

　そしてそれは、この展てん開かいを眺ながめるだけだったディオンも同様だった。

「知り合い……だったのか？」

　イリシアに訊きくと、

「先日、この庭で見つけましたのよ」と簡かん潔けつに答えた。

「それより、お兄様……その怪け我がは。クロノスですの？」

　頷くよりまえに、ヴァットヴィレールが言った。

「そうだよ。……そうか、イリシア、お姫ひめ様さまだったんだね。可愛かわいいからぴったりだ。

　ちょっといま、お兄さん？　と話をしててさ。イリシアは好きだけど、お兄さんの方は好きになれそうもないやと思っていたところ」

　それはこっちのセリフだ、と内心で毒づく。声を出したら、その拍ひよう子しに内ない臓ぞうを吐き出してしまいそうだった。

　イリシアは、穏おだやかに話す男の手元──の血ち染ぞめの剣──に視し線せんを向けつつ、眉まゆをひそめて告げた。

「好きになれないのは仕方が無いけれど……こんな事をしてはいけないわ」

「仕方ないよ、これは不ふ可か抗こう力りよくってやつだ。

　……それより、パラヴィソ・スルジーヴァ、おまえ無事ならなんでそんなとこでぼんやりしているんだよ。もうアストリアには会ったのか？」

　このセリフにも、続けてイリシアが応こたえる。

「あなた、カム……この人を知っているの？　記き憶おくがなくて困こまっているのよ」

「は……？」

　イリシアのその言葉に。男は一いつ瞬しゆん呆ほうけると、次の瞬間爆ばく笑しようした。

「……じ、冗談きついな、パラヴ。おまえこっちに来てどれだけ経たってると……記憶喪そう失しつ？　はっ、ははっ……死んだもんだと思われてんだぞ、それが……忘わすれて、のんきに暮くらしてましたって？……ぶくくっ……」

　ひーひー言っているその様子に、さすがに青年もむっとしていたが、相手は記憶を失う前の知り合いらしいと思い留とどまってか、ただ黙だまって睨にらんでいた。

「……くっく……ま、いいや。多分この王子さんを片かた付づけたらアストリアも還かえる気になると思うから。そうしたら一いつ緒しよに還って、また昔みたいに三人で暮らそう。しばらくは、アストリアも昔みたいに泣くかもしれないけど……今度はおれたちは泣かずに慰なぐさめよう。鎖くさりもなにもない。三人で飛ぶ約束もやっと叶かなうし、アストリアもきっと、昔みたく……昔以上に笑ってくれる……」

　嬉うれしそうに語るその言葉は、誰だれより自分自身に向けての言葉に見えた。

　戸惑う青年と、その様子をうかがうイリシアと。そしてオルフィナの話題に気をとられていたディオン。

　その空白を縫ぬうように、すっと真顔になると、男は言った。

「だから、早く済すまさないとね──」

　距きよ離りをつめ、再ふたたび男はディオンに肉にく薄はくする。咄とつ嗟さにイリシアをかばう位置に駆かけ寄ったディオンは、同じように反応した青年とぶつかり、揃そろってバランスを崩くずした。

　その隙すきをものに出来ないような男ではなかった。

　剣けんがディオンの胸むねに吸すい込まれる。

　寸前──

「──クロノスおあずけっ!!」

　凜りんと響ひびいたその声に、条じよう件けん反はん射しやのように男の身体からだは停止した。

　その間にディオンはふたたび男の間合いを外れて退さがり、イリシアと青年も同じように男から距離をとる。




　木々のあいだから、声に遅おくれて姿すがたを見せたオルフィナは、ディオンの姿を見つけると、はぁっ、と安あん堵どしたように息を吐く。

「間に合った……ディー……」

　しかし。その服に大きな紅あかい花が咲さいているのを見て取ると、ざっと表ひよう情じようを硬かたくする。

「クロノス……おまえっ……」

　ぎりっと、睨にらむ。が、ふと妙みような顔をしてイリシアたちの方を振ふり向くと、仰ぎよう天てんした。

「フォルセティっ!?　おまえもか……？」

　イリシアと青年は揃って目を丸くする。

「知り合いでしたの？」イリシアが先ほどと同じ言葉をもう一度、口にする。

　青年の方はそもそもオルフィナとも初対面のはずである。なのに、そのオルフィナがまた新たな名で自分を呼んだことに、戸と惑まどいを隠かくせない様子だった。

　横から、男がオルフィナに言う。

「違ちがう違う。……いや、やっぱ違わないのか？　さっき言ってた失敗例、のはずだったんだけど、ちゃっかり生きてたみたいだな。記き憶おくが無いんだって、笑っちゃうだろ？」

　昔から抜ぬけてるやつだったけどここまでとはね、と笑いをこらえきれない様子だ。

　それに、怒いかりも忘わすれたようにオルフィナは絶ぜつ句くした。

　誰もが啞あ然ぜんとする中（男だけは笑いをこらえるのに必死だったが）げほっ、とディオンは咳せき込こんだ。

　チェリー酒みたいな赤い水が、口からこぼれる。

　それを見ると、オルフィナは、はっとなって、

「っ！　ディーっ!?」

　慌あわてて駆け寄ってくる。大だい丈じよう夫ぶだ、と言うようなジェスチャを手でしつつも、我われながら信しん憑ぴよう性せいに欠ける有様だと自覚する。

「お。もう一息かな」ぽつり、と男が呟つぶやくと、傍かたわらのオルフィナは一気に殺気立った。

　叫ぶように言う。

「クロノス！　これ以上手を出してみろ、その時は、ぼくが……っ。ぼくは、おまえを……殺すぞ！」

　かつては親しかったであろう相手に、そんな言葉は向けたくなかったのだろう。オルフィナの表情は痛つう切せつに歪ゆがんでいた。

　だが、それでも放ったその言葉がおどしや冗じよう句くなどでないことは、覚かく悟ごを決めたような瞳ひとみからも確たしかに知れた。

　イリシアが、ちらり、と青年に目配せをする。

　青年は頷うなずきを返し、ディオンをかばう位置に立った。どうやら妹は青年を使って自分を守ってくれるつもりらしい。

　それでも青年はイリシアのフォローにも入れる距離を保たもっている。それが青年の配はい慮りよか妹自身の考えかは知らないが、いい判はん断だんだと思った。あの男がイリシアにも手を出さないとは限かぎらない。

　そのイリシアも、身を守る程てい度どのことは身に習って育っているはずだ。剣を懐ふところに抱だいてはいるが、出来れば顔見知りのあの男に対して刃やいばを向けるようなことはしたくないと思っているらしいことは、表情から窺うかがえた。

　ディオン自身もまた、短剣を手に応おう戦せんできるように構かまえる。攻せめることはともかく、せめて自分の身くらいは、傷きずを負っていようと守ってみせるつもりだった。

　そんな四人に睨まれて、男はやれやれと言うように肩かたをすくめる。

「多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、かな。旗色悪いからいったん下がるね」

　あっさりとそう言うと、件くだんの素す早ばやさで以もって、身を翻ひるがえし、あっという間に見えなくなる。

　しばらくは四人ともがそのままで、男の消えた木々の合間の暗がりを見み据すえていたが、少しすると、まずオルフィナが短く息をついた。

「本当にもう行ったね」安あん堵どを見せ、それから大事なことに気付いたように、はっとディオンを振り返る。

「ディー。大丈夫……なわけないか。早く治ち療りようを……」

　慌てた様子で自分の肩に腕うでを回し、本宮に運ぼうとするオルフィナに、ディオンは待ったをかける。実際はうめいたような音にしかならなかったが、それでもオルフィナには意味が通じたらしい。

　あの男の事を公おおやけにする気はディオンにはなかった。そのことにオルフィナは僅わずかな安堵を見せたが、すぐに途と方ほうにくれたようになる。

「誰に話すわけにもいかないんじゃ……どうするのさ。ぼくなんかが治療できるのは、擦かすり傷とかくらいだよ」

　おろおろとオルフィナがそんなふうに戸惑っているところに、すっかり忘わすれていた相手から声がかかった。

「私が処しよ置ちするわ。深い傷ほど、慣れているの」

　皮肉なことよね、と呟いて、先を歩き出すイリシアに、オルフィナは慌ててついて行く。

　体格差から来るバランスの悪い重みでオルフィナがふらついていると、反対側からすっと、手が伸びた。「俺おれが運ぶよ」と青年がディオンの手を取り、そのまま運び出す。

　身長差からもこの方が都合が良かった。

　掠かすれる声で「すまない」と詫わびると、気にしなくていいと青年は首を振ふった。
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「信じられませんわ。カムタのときもかなり深い傷を見たけれど……それよりひどい……」

　こそこそと見つからないようにイリシアの部屋へと戻もどった一行は、ひとまずディオンを寝しん台だいに寝ねかせた。

　そうして湯だのをイリシアの指し示じでこれまたこそこそと準じゆん備びすると、イリシアは治療の邪じや魔まになるからと、二人を部へ屋やの外に放ほうり出した。

　そこでようやく兄の服をまくって、傷具合を見た第一声がそれである。

　血を吐はいたことからも内ない臓ぞうに達していることは想そう像ぞうがついていたが……いくらなんでもイリシアは医い師しではないのだ。内ない腑ふの奥おくまで処置は出来ない。確たしかに、外がい傷しようだけをふさいでも、生き物と言うのは存ぞん外がい自然と治ち癒ゆするものである事をイリシアは知っていた。が、

「これは、多分、かなり深いですわよ。やはり理由をつけて医師に診みせた方が……」

　何かあっては困こまる身体からだだ。イリシアがそう提てい案あんするのも当然だったが。

「今日のところは、いい」どうしてもまずいと思ったら医師にも診せるから、と説得力の無い声で言う兄に呆あきれつつも。結局イリシアはそれを了りよう承しようした。




　やや乱みだれた弱い呼こ吸きゆうを繰くり返す兄の様子を気にかけながら、常じよう備びしている薬草などを使って血止めや消毒を施ほどこす。それらは大たい抵ていが庭に生えていたものだが、後々イリシアが植えて増ふやしたものも多い。──実は薬草農場のようになっている一角もあるくらいだったが──それが幸いした。普ふ段だんは使わないような強い薬も揃そろっているおかげで、医療室から薬を盗とってくるような真ま似ねはせずにすんだ。

　兄の傷口の中に薬やく液えきを流すと、ぐっと息を詰つめた後、低く笑った。

「お兄様？　大だい丈じよう夫ぶですの？」

　痛みでどうかしたのかと思ったが、そうではないようだった。

「いや……おまえのクローゼットの中はまるで薬屋みたいだな、と思って。こうまでして手負いに関かかわりたいか？」

　ぽそぽそと掠れた声で、言う。そうまでして皮肉りたいものかと呆れつつも、手は休めずに言葉を返す。

「そう言うわけではないけれど。……助けられるものは助けてあげたいと思っていたら、いつの間にかこうなっていたのよ。

　まあ拾ってくるのが趣しゆ味みであると言うことを、否ひ定ていはしませんけれど」

　言ってから、ふと付け加える。

「そう言うお兄様も、人のことは言えないわ。

　あんな物ぶつ騒そうなおまけのついた拾いものは、私、まだしたことありませんもの」

　それを聞くと、ディオンは微わ笑らい、苦い口調で言う。

「確かに。おまけ付きだってことは想そう像ぞうしてたけど。ああいうものだとは考えてなかったな」

「……どういうものですの？　あれは？」

　包帯を巻まきつけながら、不ふ審しんげに問うイリシアに、ディオンは痛いてて、と呟つぶやいて、顔をしかめながら応こたえる。

「俺も……よくは。ただ、オルフィナは知っている……んだと思う。説明してくれるかは分からないけどな」

　少しは落ち着いてきたのか、言葉にも力強さが戻ってきている。失血量から考えて数日は安静にしていなければならないだろうが。

「……そう……。

　──終わりましたわ。彼女を呼よんできましょうか？」

「ああ……いや。俺ももう部屋に戻る。あの銀ぎん髪ぱつの……カムタって呼べばいいのか？　を呼んで来てくれ。すまないが部屋まで連れていってもらいたい、貸かしてくれないか？」

　イリシアは呆れて大きな溜ため息をついた。

「馬ば鹿かを仰おつしやらないで。今夜くらいはもう安静にしていてくださらないと、折せつ角かくの治ち療りようも無む駄だになるわ。彼女に付いててもらってゆっくり休みなさいな。

　悪いけれど、かわりに今夜は部屋をお借りしますわよ」

　そう言って、ディオンに反はん論ろんする間も与あたえぬうちに、イリシアは部屋を後にし、扉とびらを閉しめた。




　一方、部屋を追い出された二人は、しかしお互いにそこを離はなれるつもりはなく、空あいていた近くの部屋に入って時を過すごしていた。

「………………」

「………………」

　もともとが会話するような間あいだ柄がらではない。本来ならば初対面なのだ。

　しかしオルフィナにとっては、決してそうではない。

　先さき程ほどの、まさかの邂かい逅こうを思い出す。

　フォルセティが死んでいたかもしれないことにも驚おどろいたが、こうして、ふたたび同じ世界にクロノスとフォルセティ、そして自分の三人が揃そろう日が来るなどとは夢ゆめにも思わなかったのだ。

　聞きたい事も、伝えたい事も、詫わびたい事も、話したい事も。

　皆かい無むであるはずがない。

　だが進んで関わるべきでもないはずだ。

　そう思って、しばらくの間は無言でいたが、耐たえ切れずオルフィナは口を開いた。

「フォルセティ……？」

　どの名で呼ぶべきか一いつ瞬しゆん悩んだが、結局この名がいちばんしっくりきた。

　かつての彼にかつての自分が与えた誓せい名な。

　多少の痛いたみを伴ともなっていたそれに、フォルセティと呼ばれた男は首を傾かしげつつも、応える。

「さっきも、その名で俺を呼んだな。それが、俺の以前の名前なのか？」

　かつてはこの名で彼を呼べば、彼は無ぶ愛あい想そうながらも、ひどく喜んでいた。こんな反応に、がっかりする立場でもないのに、少し落らく胆たんする。

「うん……いや、ぼくだけが、君をそう呼んでいた。……他の者は、パラヴィソ・スルジーヴァと」

　それは彼と自分との約束の証あかしであったはずだ。それすらも流れている。

　かつては──と考えかけて、オルフィナは首を振ふる。

　こちらに来てからの自分は、既すでに以前の自分ではない。それこそがこの世界の力でもあるはずだ。こんな風にあの世界のことに捉とらわれるなど、今までなかったと言うのに。

「……今の君は……イリア様にカムタと呼ばれていたね。ぼくもそう呼ぶべきだろうか？」

　数々の物思いに捉われつつも、オルフィナはそう問うた。今の彼にとってはそれが正しい名であるのかもしれないと思ってのセリフだった。

「いいや。今までのように呼んでくれて構かまわない。……それが、君にとっての俺の名なんだろう？」

　そう言われ、軽い安あん堵どと落胆を同時に感じ、そんな自分に苦く笑しようする。

「じゃあ、フォルセティ。二つほど、聞きたい事がある」

「なんだ？」

　真顔で相手の顔を見つめ、ゆっくりと問う。

「まずひとつめ。

　──本当に記き憶おくが無いのか？」

　これには、きょとんとした顔が返された。

「本当に……って。噓うそをついてるように見えてたのか？」

「いいや……。噓をついていても見み抜ぬける自信があるほどだ」言い切ってから、自信が無くなる。「……のはずだけど、さすがに随ずい分ぶん時間が経たったからな。もともと無愛想で表ひよう情じように乏とぼしかったおまえが噓をつくのに長たけるには十分な時間だとも思う」

「それは、また……」随分な言い様だな、と言いたげな苦笑を見せる。

　オルフィナは続けて問い掛かける。

「自分が何者なのかも、どこから来たのかも、全く覚えていないのか？」

　オルフィナが赤い瞳ひとみでその黒い瞳をひたと見み据すえるなか、フォルセティは真ま面じ目めな顔で「ああ」と頷うなずいた。

　その真意をはかるようにして、なお言う。

「ならば。──ぼくを連れ戻もどそうとする意思は全くないと言うんだな？」

　連れ戻す？　と呟つぶやき、その意味を考える仕草を見せるが、すぐに迷まようのをやめ、また頷く。それを受けても、オルフィナは完全には納なつ得とくしきれなかった。

「それを誓ちかうか？　フォルセティ」

　誓名で以もって約束を言葉にするよう誘さそう。このときのフォルセティの戸惑いも、一いつ瞬しゆんだった。再さい度ど頷くと、はっきりと、言った。

「ああ。この名にかけて」

　それはオルフィナにとって、最上の誓ちかいだった。どちらの名だろうと関係はない。

　ほっと安堵すると、やっと心からの笑え顔がおを浮うかべる。

「なら、いいんだ。……すまないな、分からない事を無理やり了りよう承しようさせて」

　構かまわない、とフォルセティが応こたえるのにも、にっこりと応じた。




　それきり会話は途と絶だえ、オルフィナはイリシアの部屋の方をしきりに窺うかがっている。

　しばらくして。

　そろそろ手当ても終わるであろう頃ころになってから、カムタは口を開いた。

「なあ……。オルフィナ……だったか？」

　うん？　と振り向く少女に、尋たずねる。

「さっき、訊ききたいことが二つある……って言わなかったか？」

　まだ、一つしか訊ねられていないはずだった。だが、わざわざ自分からそれを言うのもどうかと思い、今まで躊躇ためらっていたのだ。

　言われて。数拍はくおいてから、オルフィナは思い出したように手をうつ。

「ああそうそう。……でももうひとつは、確かく認にん……って言うか、違ちがうな。興きよう味み本位、みたいなものだから、どうしてもってものじゃないんだ。……それでも訊いていいかな？」

　とりあえず、頷く。ただ、答えられないかもしれない、と言うと「それでもいいよ」と続けた。

「イリア様とはどういう関係なんだ？」

　言葉だけ聞くと、いかにも興味本位らしい質しつ問もんだった。

　けれど、カムタはその意図するところを察し、簡かん潔けつに答える。

「忠ちゆう誠せいを誓った」

　その言葉に、納得したように頷くと、そうか、と言って、オルフィナはイリシアの部屋の方へと去って行った。ちょうどイリシアが部屋から出てきたところで、二人は立ち止まり、二、三言葉を交かわしている。

　その後ろ姿すがたが、イリシアの部屋へと入り、扉とびらの向こうに見えなくなると。

　握にぎり続けていたこぶしを、さらにきつく結むすんで。カムタは密ひそかにただ一度、苦々しく息を吐ついたのだった。







「……ディー？」

　イリシアの部へ屋やに入ると、小さな声で呼びかけた。

　薬の効こう果かもあって、すぐにも眠ねむりに就つくはずだから、寝ねていたら起こさずにおいて、せめて一ひと晩ばんは安静にさせてほしい、と廊ろう下かでイリシアに言われたばかりだった。起きていたら返事を返すはずだと思って、そのまま枕まくらもとに向かう。

　ディオンは、まだ眠ってはいなかった。オルフィナに気付くと、目を開け、微笑ほほえむ。

「ひどいざまだろ」

　その様子に、ほっとしつつも、しゅんとして、言う。

「……ごめん、ぼくのせいだ」

「フィナ」

　どこか諫いさめるような響ひびきをもった掠かすれ声に、オルフィナは黙だまり、俯うつむく。

　言いたいことは分かった。自分自身のせいだと、オルフィナのせいではないと、心底思っているに違いない。

　それでも──それだからこそ、オルフィナには辛つらかった。

　再ふたたび、ごめんと言うわけにもいかなくて、寝しん台だいの端はしあたりに視し線せんを彷徨さまよわせる。ゆるりとディオンの手が伸のび、オルフィナの髪かみの裾すそあたりをひく。

　何か話したいことでもあるのかと、跪ひざまずき、顔を近づけた。

「ディー？」

　しかしディオンはすぐには応えず、オルフィナの頰ほおに手をかけると、弱い微笑みのまま、無言で瞳ひとみをのぞいてくる。




　これは赦ゆるしだ、とオルフィナは思った。




　おまえのせいだと責せめないだけでなく、そもそもそんな風には思ってもいないと。煩わずらわしいと思うことも嫌きらうこともあるはずがない。ましてや怒おこってなどいない。泣く必要も、詫わびる必要もないのだと。そしてそれは言葉にするまでもないことだと。

　泣くべきではない。そう思っていても、瞳が滲にじんだ。声にならない声で、ただその名だけを繰くり返す。

　優やさしく、あたたかいもの。──自分の全すべて。

　望んでなどいなかった赦しを、けれど無む条じよう件けんに与あたえられ。

　そうする以外に何が出来ただろう。

　まるで、懺ざん悔げでもするような想おもいで。オルフィナは、告げた。

「話すよ、全部」







　物音がして、オルフィナはふっと目を覚ました。

　寝台の端でディオンの手を握にぎりしめたままうたた寝をしていたらしい。

（明け方までは起きてたのにな……）

　すぐにディオンの様子をうかがう。相変わらずに見えたが、弱かった呼こ吸きゆうが多少は力強く、整ったものになっていた。

　ほっとする間もなく、再び物音がした。扉とびらをノックする音だった。

「イリシア様？　まだおやすみですか？」

　自分は隠かくれるべきなのか、あるいはディオンも隠すべきなのか、動どう揺ようしつつあたりに目をやる。返事がなければやがて従じゆう者しやはイリシアを起こしに部屋に入ってくるだろう。姫ひめのベッドで王子が眠っていると言うのは問題なのか悩みつつ、いっそ声真似でもして追い払はらおうか、と扉とびらに向かったとき、

「あら、姫様。もう起きていらっしゃったんですか」

「ええ、早くに目が覚めたので、少し庭を散歩していたの。

　朝食にはすぐに行くわ。下がっていいわよ」

「相変わらず、お好きですのね」かしこまりました、とくすくす笑って立ち去る気配がすると、扉が開く。




「おはようございます。イリア様……助かりました」

　安あん堵どの息を漏もらして、オルフィナが言う。イリシアは寝台のほうへと向かいながら、返事を返す。

「ええ、おはよう。……どう、お兄様は？」

「昨夜はしばらくしてから眠りました。うなされたりとかはなくて……ずっと弱かった呼吸も大分回かい復ふくしていると思います」

　オルフィナが様子を告げると、イリシアは、そう、と言って直接ディオンの状態を見始める。

「……多分、もう大だい丈じよう夫ぶだとは思うけれど……。

　お兄様ってどれくらい剣けん術じゆつや護ご身しんを課かせられているのかしら？……この状じよう態たいでそんなことしたら、治るものも治らないわ」

　その言葉に、オルフィナは少し考えて、

「剣術は週に二日くらいです。他のものに関しては……知らないけど、多分同じくらいじゃないかと……」

　答えるオルフィナに、イリシアは眉まゆをひそめる。

「そんなにあるのなら、サボらせるわけにもいきませんわね……。師せんせいが切れてしまうわ。

　やっぱり理由は伏ふせるなり誤ご魔ま化かすなりして傷きずのことだけは明かした方が……」

「──足をくじいた、とでも言うさ。技ぎ能のう科目は作法なんかを中心にしてもらえば、何とかなるだろう」

　告げたディオンに二人は目を丸くして振ふり向いた。

　イリシアが部へ屋やに来た時には既すでに目覚めていたのだが、どうやら二人はまだディオンが眠ったままでいると思い込んでいたらしい。

　発したその第一声は大分しっかりしたものに戻もどっていたので、どうやら最悪の状じよう況きように陥おちいる事じ態たいは忌き避ひ出来たようだと、内心でひどく安堵する。

　聞いたオルフィナとイリシアも、ほっとした顔になっていた。

「……どうしても隠したいのなら、それがいいかもしれませんわね。ただ、そうすると絶ぜつ対たい安静というわけにはいきませんから、回復は遅おくれますわよ」

「仕方ないさ。身を繕つくろうのは慣なれたものだしな、なんとかなるだろう」

「……ぼくも出来るかぎりフォローはするけど……ほんとに、もう平気なの？」

　せめて一日くらいは大人しくしていた方がいいんじゃないかとオルフィナが言えば、イリシアも同感を表した。しかしそういうわけにもいかないだろう。

　ディオンは、大丈夫だって、と身を起こし──

「ぅぁ……」

　小さくうめきがもれた。傷近くの筋すじを使ったのだから当然の痛いたみではあるのだが。

「そんなちょっと動いても痛いんでしょ？　無理しないで……今日は風か邪ぜって言うとか」

　心配してそう言うオルフィナに、ディオンは首を振った。

　風邪などと言ったら内ない診しんで服を脱ぬぐことになるに決まっている。そうして見つかった怪け我がを、どう説明すると言うのだ。「料理をしてみたら包丁が腹はらに刺ささって」？　いくらなんでも無理がある。

　だからと昨夜のあれこれを話すつもりは無いのだから、やはり平気な振りで隠すしかないのだ。

　痛みを意い識しきしないようにと意識しつつ（あまり効こう果かはなかったが）起き上がり、寝しん台だいから出る。イリシアはその強ごう情じような様子に溜ため息をつき、クローゼットからいくつかのビンを持ってきた。

「とりあえず、これは痛み止めと化か膿のう止めですわ。消毒はこちらを使って……出血があるようならこの血止めを……」

　説明しながら、数種類の薬を渡わたされる。

　悪いな、と告げるディオンにイリシアは諦あきらめたような顔をして言う。

「対たい処しよできなかったり薬の具合が悪いようなら、私のところにいらしてちょうだい。……本当は、医い師しのところへ行ってくれれば助かるのだけれど」

　付け加えられたその言葉にディオンが曖あい昧まいに微笑ほほえんで返すと、イリシアは三度めの溜め息をもらした。

　おそらく、その時には医師のもとでなくイリシアのもとへと行くつもりでいることが、言うまでもなく分かったのだろう。

「それじゃ、とりあえず朝食に行くか。イリア、おまえももう行くだろう？　久ひさ々びさに一いつ緒しよに食べよう。──フィナ、おまえはどうする？」

　どうしても傷きずに罪ざい悪あく感かんを消せないためになのか、やけに無口なオルフィナは、声をかけられると、はっとした様子で応こたえた。

「……あ、ぼく……昨夜はこっちに来ないって侯こうに言ってあったんだ。すぐに戻れば、いなかったことに誰だれにも気付かれないかもしれないから……もう、戻るよ」

「そうか」

　うん、と呟つぶやく声が弱い。どこか言い訳わけじみた自分のセリフに嫌いや気けがさしたとでも言いたげな、自じ嘲ちよう交じりの表ひよう情じようを見せる。

「それじゃあね、ディー。……また、後で来るから」

　言葉がうまく出てこないかのように、やっとそれだけ告げると。

　くるりと身を翻ひるがえし、そのまま窓まどから立ち去った。

　あとにはそれに苦く笑しようするディオンと、呆あきれるイリシアだけが残る。

「まるで曲芸士ね。カムタがしてみせた時もそうでしたけど……つくづく、呆れてしまいますわ」




　　　　２




　本宮を出ると、とたんにのろのろとした足取りになる。紹しよう華か宮へと向かいながら、オルフィナはどろりとした物思いに沈しずんでいた。

　結局、昨夜は全すべてを話すに至いたらなかった。

　口を開けば漏もれそうになる謝しや罪ざいの言葉は、しかし言うべき言葉でないのが辛つらかった。

　雨のように降ふるそれらを必死で心中に留とどめ、幾いく度ども吞のみ込こんで。

　──ここではない世界から自分が来たこと。そこから自分を連れ戻もどそうと迎むかえが来たこと。今までも夢の中では幾いく度たびも催さい促そくされていたこと。イリシアの拾った青年も本来なら迎えの一人であったこと……話したのはその程てい度どだ。

　迎えの二人がドラゴンやペガサスであることや、自分が神などという眉まゆ唾つばな存そん在ざいであること、まして、向こうの世界が自分のせいで崩ほう壊かい寸すん前ぜんだなどとは言えるはずがなかった。話す途と中ちゆうでディオンが眠りに就ついてしまったのも理由のひとつだが……。

（いや、違ちがうな。……たんに、ぼくが言いたくなかっただけだ……）

　全てを話すと言った言葉に偽いつわりの気持ちはなかった。けれど、告げた事で彼にさらなる重荷を課すことになるのではという危き惧ぐが、それを回避させた──そこまで考えて、嘆たん息そくする。これも偽りではないが、言い訳に過すぎないことは自覚出来た。

　話したら、ディオンはきっと全てを信じるだろう。そうして、それでもオルフィナを大切だと言ってくれる。そして──

（ただ一度だって、ぼくはディーに還かえるべきだと言って欲ほしくないんだ）

　それを恐れているとさえ言っていい。

　万が一、そう言われたら。きっと自分は還るべきだと思ってしまう。

　それが途方もなく怖こわかった。

　住み慣なれた、紹華宮の自室や王子の部屋のバルコニー……数々のこの世界での居い場ば所しよに別れを告げ。スティンやルフィニア侯、イリア様、そして誰よりディーと。二度と邂かい逅こうすることもなく。そうしてあの大地の上にふたたび立てと？

　──クロノスは二度と大地に縛しばらせないと言ったけれど──自分にとってあの世界に戻る事は、鎖くさりに繫つながれることと同意だった。

　冗じよう談だんではない、と思う。

　だが。だがしかし。彼かの地を愛していないわけでもまた無いのだった。それを認みとめるのはひどく苦く痛つうでもあったけれど……。




　思い出すのは、たくさんの緑。

　こちらの世界ではお伽とぎ話ばなしにしか出てこないような様々な生き物に囲まれ、大地は輝かがやいていた。空には父がおり、海には母がいた。直ちよく接せつ相対する事などは殆ほとんどなかったが、感じる事はいつでもできた。それで十分だった。

　そんな世界を遠くに見つめ、いつも焦こがれていた。

　神々の鎖に左手を捕とられ、動く事も叶かなわぬ中で絶ぜつ望ぼうを繰くり返した。

　しかし傍かたわらにはクロノスとフォルセティがいつもいた。それは大きな救いだった。




　囚とらわれの闇やみは、どこまでも不明の夜の中にあった。




　暗い部へ屋やだった。壁かべすらないほど何もない。

　あるのは、ただどこからか延のびた自分を繫ぐ鎖。

　それだけが、生まれたときよりずっとあった。それだけが、触ふれられる唯ゆい一いつのものだった。

　四方は闇。天地も闇。

　ある意味部屋という表現は誤あやまりだった。歩いていけばどこまででも進めた。

　だが、唯一のその鎖のおかげで、自分は何ど処こにも行けなかった。

　どこへ行こうと果てることなく、暗く哀かなしいだけの空間。

　左腕うでへと続いたその鎖は、丈じよう夫ぶなくせに重みなどなく、動くことに支し障しようはなかった。

　それでも、違う意味では重く、支障だらけだったから。

　動くたびに鳴る金きん属ぞく音おんが耳に障さわって仕方なかった。

　一度、鎖の根元へ向かったことがある。

　暇ひまだったのかもしれないし、何らかの希望を見ていたのかもしれない。

　けれど、いくら進もうとも鎖の果てには辿たどり着けず。結局数日で諦あきらめた。それから二度と同じ事をしなかった。

　分かりきっていた現げん実じつを見るのに疲つかれてしまったのだと思う。

　所しよ詮せん、繫がれた手と神の鎖の関係は、振ふり向いても己おのれの後頭部を見ることが出来ないようなものなのだ。追いつけず、辿り着けず。

　それでも、切り離はなせぬ一体である事実は変わらない。




　闇の中に於おいて辛つらい時。縋すがるように、クロノスを呼よんだ。フォルセティを呼んだ。

　救いを呼べた。

　その事は、ひとつきりの幸福だったと言えるだろう。

　彼らはいつだって呼べば姿すがたを見せたし、呼ばなくともアストリアが独ひとりで泣こうものなら、追い払っても傍そばに居いて離はなれなかった。

「──お前たちは私の救いだよ。私独りであったなら、疾とうに狂くるっていたかもしれない」

「そんな事を言わないでくれよ、アストリア……おれたちにとってこそ、君は救いだというのに」

「救い、か……。

　世界のための。世界の支し柱ちゆうであることなんて、私は望んでいないのにな……」

　自嘲気味に微わ笑らう。笑え顔がおになどならなかった。クロノスは首を振る。

「違ちがうよアストリア。おれたちって言うのは世界のことじゃない。おれとパラヴのことだよ。なあ？」

「ああ。……アストリアが望む限かぎり、俺おれたちはずっと傍にいるから。だから……どうか。そんなに泣かないでくれ」

「……そういうフォルセティだって、泣いているじゃないか」

　くすりと微笑って告げると、困こん惑わくしたように瞬まばたきをする。

　その様子を、同じように涙なみだぐみながら見ていたクロノスが、気付いたように地を示しめす。

「ああ、見てごらん」

　雫しずくになって流れたアストリアの涙が闇色の地に沈しずみ、波は紋もんを呼んだ。

　静かに広がる輪の中心が闇を除のけて。そこに、世界を映うつし出していた。
















　黒を丸く切り取ったようなコントラスト。

　その先には、鮮せん明めいな己おのが世界がきらきらと在ある。

　触ふれられず、ただながめることしか出来ない世界が。

　雫の沈んだその先で。緑に囲まれた岩がん盤ばんが、不意に音を立ててひび入ると。

　そこにひとつの滝たきが生まれた。

　とうとうと溢あふれる水流は、大地を走る川となり、海へと続く。

　──こうして、アストリアが泣くたび、世界は水に満ちてゆく。

「このままいくと、大地すべてが川海に浸しん蝕しよくされてしまうかもしれないね」

　泣き笑いの表情で、クロノスが言った。アストリアも微わ笑らう。

「そうしたら、大地は海底に沈んで用無しだ。

　すべてが母上の領りよう分ぶんになって、私が自由になれるというのなら──泣くのも悪いことばかりじゃない」

　そんな日が来ないことなど、分かりきっていた。大陸はそれほど狭せまくはないし、何より、沈もうと大地は変わらず大地なのだから。

　それでも、そんな些さ細さいな軽口くらいは叩たたいて、夢ゆめを見たかったのだ。

　なのに、フォルセティが呟つぶやく。

　泣かないようにと顔を歪ゆがめて、真しん摯しな口調で。

「でも……これ以上アストリアが泣くのは、嫌いやだ」

「────っ」

　また、川がひとつ増ふえた。




　ふ、と微び笑しようし、オルフィナは立ち止まっていた足を再ふたたび動かす。

　懐なつかしい想おもい出だった。

　きっと。もっとも痛いたくて、もっとも絶望に溢れていた。夢や願いさえ死んでいた頃ころの。

　空を見上げる。朝の空気の向こうにシャボンの玉が見えた。

　王宮仕えの従じゆう者しやの朝は早いから、もうどこかで洗せん濯たくを始めているのだろう。

　急がなくてはのんびり者の多い紹華宮でも、朝が始まってしまう。オルフィナは足を速めて、それでも胸きよう中ちゆうはふたたび懐かい古こに流れた。




　シャボン玉には思い出がある。確たしかこちらにきて一年ほどした頃のこと。

　きっかけは忘わすれたが、王宮の中庭で、ディオンが石せつ鹼けん水すいと輪になった短い棒ぼうをわざわざ用意して、オルフィナに見せてくれたのだ。

「ほら、フィナ。これで綺き麗れいな玉が出来るんだよ」

　予あらかじめ、『虹にじ色いろの空を飛ぶ水すい晶しよう』が見られると説明されていたから、自分はとても期待してそれを見ていたのだ。

　ふ──

　と、ディオンが息を吹ふいて、いくつもの水晶玉を創つくり出してくれたところまでは良かった。瞠どう目もくして、その不思議さや綺麗さに吐と息いきさえつきかけた。その時。

　パチンっ。

　音を立てて虹は散った。時を置かずに、次々水晶は砕くだけて消えてゆく。

「あーあ。全部消えちゃったね。フィナもやってみ──!?」

　道具を差し出してそう言い掛かけたディオンの言葉は、途と中ちゆうで困惑にすりかわった。

　無理もないと思う。説明を聞いた時から先さき程ほどまで、ずっとわくわくしながら、早く早くとせがんでいたオルフィナが喜ぶどころか、いつの間にかぼろぼろと泣いていたのだから。

「どっ、どうしたのっ？」

　石鹼水が目に入ったとでも思ったのか、心配そうに瞳ひとみを覗のぞいたディオンの存そん在ざいも気き遣づかいも、涙なみだの抑よく止しには役立たなかった。

　ただただ恐おそろしくて。

　がくがく震ふるえながら、ディオンにしがみついて涙が涸かれ果てるまで泣き続けた。




　くすり、ともうひとつのことを思い出して笑う。

　そうだ、あれ以来、ディオンはシャボンに過か剰じよう反はん応のうするようになったのだ。オルフィナを怖こわがらせてはいけないと。それは見ているほうが滑こつ稽けいになるほどの熱心さで──。

　頰ほおが緩ゆるむ。

（昔から、ディーは優やさしかった）

　そんなディオンにオルフィナはますます懐なついて、一時離はなれるのも嫌いやで、駄だ々だをこねて。

　わがままを言う自分に、それでも嫌な顔せず、諭さとしたり構かまったりしてくれた。

（優しくて、大好きで。だから、離れたくなくて……）

　なのに。

　泣きそうになった。俯うつむいて、涙は流さず歩き続ける。

　たとえば浴場や洗濯場の近く、或あるいは道みち端ばたで、こうして不意に見かけたとて、なんのおそれもない。

　シャボン玉を見て泣いたのは後にも先にもあれ一度きりだった。あんなに恐ろしく思ったのも。

　あの時は何が悲しいのか分からなかった。けれど、いまなら分かる。

　自分は世界の消しよう滅めつをそこに見ていたのだ。おそらくは無む意い識しきに。

　多分。

　期待に胸むねを膨ふくらませて、待ち焦こがれて創り出されたものだったからいけなかったのだ。

　神々が、水を弾はじくようにして、夢見るようにして、こぼす吐と息いきや縒よった糸のようにして。

　容易たやすく創り出す多くの世界。

　それぞれが持つこだわりだとか特とく徴ちようだとかは様々なのに。深さ浅さ、整然乱らん雑ざつ、広さ狭せまさ、……そんな色形など構うことなく。きっと、あんなふうにして。世界は、

　予兆もなく、或ある時突とつ然ぜん消滅するのだ。

　どんな名残なごりも遺のこさずに。




　涙がこぼれそうになる。仰あお向むいて、涙はとどめる。

　視し界かいが滲にじんでも、蒼あおい空はどこまでも広く、澄すんでいた。

　空。焦こがれ続けた空。

　アストリアだった頃、空でさえ見下ろすものでしかなかった。

　時折闇やみのなかに映うつる、──自覚が無いほどはじめから、守り続けていた世界の──空。

　綺麗だった。眩まぶしかった。どれだけ広いのか想そう像ぞうもつかなかった。

　少なくとも。夜中であろうと自分の閉とじ込こめられている闇とはまったく異質な、素す敵てきなところだろうという事だけは分かっていたし、信じてもいた。

　海も大地もその他のすべても愛いとしく触れてみたいものであったけれど、何な故ぜだか、空は特別だった。

　何にも縛しばられずに飛ぶことが自由の象しよう徴ちようと思っていたのかもしれないし、たんにずっと身近にいた者が、揃そろって羽のある生き物だったことに因よるものだったのかもしれない。

　一度思い焦がれてしまったら、もうきっかけなんてどうでも良かったとも言える。

　ただ飛びたくて。飛んでみたくて。

　幾いく度たびも思い描えがいて、叶かなわぬ現げん実じつに泣いて。それでも諦あきらめることなんて出来ずに。

　幾度も約束を交かわした。

　今はまだ幼い自分が、成長し力を使いこなせるようになったなら、その時はこの鎖くさりも断たたれ、自由に世界に出てゆける。そうしたら大地を放れ、三人で空を飛ぼうと。

「アストリアが疲れたなら、その時はおれの背せで休めばいい」そうクロノスが言えば、

「ドラゴンより天お馬れの方が乗り心地ごこちはいいと思う、間ま違ちがって落とすような事もしないからな」無愛想にそうフォルセティが言うのだ。

　むっとしたクロノスがまた何か言い返して、口げんかになる。そうする二人が、自分をいたわってくれている事があまりに伝わってくるものだから、つい涙なみだぐんでしまうのだ。

　そうして泣きながら、ありがとう、と言うオルフィナに、おろおろと慰なぐさめの言葉をかけるくせに、そのときには二人も揃って泣いているのだ。




　瞬まばたきの拍ひよう子しに、涙が弾はじけた。泣いたわけではない、少し零こぼれてしまっただけだ。

　ほとんど止まりかけていた足をふたたび速めながら、自分が感かん傷しように浸ひたっている事を自覚して、溜ため息をついた。

　ここに来て、こうまで向こうに捉とらわれている理由は何かと考え、すぐに思い当たった。昨日、クロノスに言われた言葉だ。




『もう、世界は、星が一度廻めぐるほどももたないんじゃないかって──』




　こちらの世界では人の一生分以上はあるその刻も、あちらにとって見れば瞬きするほどの時間であるはずだ。ほんの百年。ドラゴンも聖せい霊れいも、神々ですらひとり立ちするには及およばないほどの僅わずかな、時間。だがその後にはもう、世界がないかもしれないと言うのだ。

　それも──全すべては自分のせいで。

（いや、もとよりあの世界は危あやういところに来ているのかもしれない。理由の全てが自分だと考えるなんて、僭せん越えつが過すぎることだ……）

　そうして考えてみても、心は晴れなかった。慰めにもならない。

　どうしても、弾け散るシャボン玉のイメージが頭について離はなれてくれない。

　世界の終しゆう焉えん。死した世界は、闇に沈しずんで。もう何ど処こにも無いものとなり果て消える。




『──アストリア』




　もう耳にする事はないと思っていた。その名。その声。かつては愛しかったそれが、こんな形で苦く痛つうになるとは思ってもみなかった。心に響ひびくそれは、なお続く。




『──還かえってきてくれないかな、アストリア。

　おれと一いつ緒しよに。君の世界へ』




　今なら。今なら、彼かの地へ戻もどっても。かつてのような苦しみはなく、そろって空を飛ぶことも叶うと言った。

　あの、蒼あおく澄すみ、様々な綵いろをみせる空を。何にも縛られる事なく自由に飛び。時にはうろこの背とたてがみの背で交こう互ごにやすみながら。雨の聖霊に挨あい拶さつをして、いつまでも雲を追いかける。それから大きな虹にじを渡わたって──

　そして。

　やがて、その暮くらしの中で。永いつとめの中で。

　雪が融とけるようにあっさりと。

　こちらの世界の事を忘わすれろと言うのか。

　出来るはずがない。そんな事は。けれど。けれど……。

　既すでに紹華宮は目前だった。一度頭を振ふると、気持ちを入れ替かえる。

（しっかりするんだ、オルフィナ・フェイジョア・ルフィニア）

　呪じゆ文もんのように名を唱える。それは力となるはずだった。

　彼が与あたえてくれた、この世界での自分を創つくる、唯ゆい一いつのもの。

　答えなど出なくてもいい。何が正しいか、正しくないかよりも、まずは。

（今のぼくがどうしたいのかだ）

　そんな事は分かりきっていると、言い切れるほどには自分の決意は固まっていない事に気付かされた以上、早くにそれを見つける事だ。でなければ──

（きっと後こう悔かいすることになる）

　なにがあろうと、そんな結末だけはごめんだった。







　それからしばらくは、何事もなく過ぎた。

　怪け我がをしたディオンは周囲にそれと悟さとらせないほどにしっかりと振ふる舞まって見せ、治ち療りようするイリシアを呆あきれさせたし、そのイリシアは、カムタに今は自分よりも兄を守るようにと命じ、ディオンの傷の治療に尽力していた。そしてまたオルフィナも、出来うる限かぎりディオンのそばにいて、いつ現あらわれるとも知れないクロノスに備そなえていた。

　そんなある日のこと、いつものようにカムタがディオンのところへ向かっていると。

　いつかの男が現れた。

「よ。パラヴ」

　警けい戒かいする自分に構かまわず、のんきに手を挙げる。

「……なんの用だ？」

「お言葉だな、パラヴィソ・スルジーヴァ。間ま抜ぬけなお前を迎むかえに来てやったって言うのに」

「………………」

「睨にらむなよ。相変わらず短気なやつだな」

　やれやれと首を振って見せるヴァットヴィレールに、お前ほどじゃないと内心、思う。

「……？　迎え……だって？」

　ぽつりともらしたその言葉に、呆れたような溜ため息。

「おいおい……いい加か減げんにしてくれよ？　まさかお前まで還かえりたくないとか言い出す気じゃないだろうな。

　心配しなくても記き憶おくがないのなんか向こうに戻れば神々あたりが何とかしてくれるさ。うだうだ駄々こねるのは向こうに戻ってからにしてくれ」

　分かったな、と言うヴァットヴィレールに、カムタはすぐには頷うなずかなかった。

「どうしてそんな事をお前に指さし図ずされなきゃならない？　俺おれは俺のしたいようにするさ」

「パラヴィソ・スルジーヴァ、お前にそれを言う資し格かくがあると？

　アストリアは未いまだ約束を忘わすれたわけではない。どこかで願ってもいるはずだ。彼女を説得して戻った暁あかつきに、二人きりで飛べと言うのか？　アストリアはさぞや悲しむことだろうな」

　その言葉には、カムタも動どう揺ようを隠かくせなかった。ヴァットヴィレールはくすりと微笑ほほえんで、こちらの瞳ひとみを覗き込む。

「やっぱりな。──本当は憶おぼえてるんだろう？　何で忘れた振りなんてしていたのか知らないけど」

「……振りじゃない……」

　ようやく、それを言う。

「まさか、この期ごに及およんで何の事だ、とか言うつもりじゃないだろうね。知ってますって顔に書いてあるよ？」

「そうじゃないっ！……はじめは、本当に忘れてたんだ。

　……あの日、お前に会うまでは」

　顔をぎゅっと歪ゆがめ、そう吐はく。苦しげなそれとは対照的に、ヴァットヴィレールはご機き嫌げんだった。

「そうだろうね。はじめからおかしいと思ってたんだ。──おまえもアストリアも、生まれた頃ころから知っているおれに、噓うそなんかつけるはずないのに、まだそれを分かっていないみたいだ」

「……アストリアはともかく、俺とお前は殆ほとんど変わらないだろう、すぐにそうやって年下扱あつかいするのはやめろって、何度も言っているはずだ」

　言い返すカムタにヴァットヴィレールは、あははと声を上げて笑う。

「そうやって、すぐむきになって言い返すところも相変わらずだ」

　嬉うれしそうなその様子に、カムタはますます憮ぶ然ぜんとする。

「もう一度聞くぞ、パラヴィソ・スルジーヴァ。おれとアストリアと共に還るだろう？」

　すっと笑えみを消したヴァットヴィレールに告げられたそれは、頷くべき世界の命令だと、分からぬわけではなかった。

　だが。

　その心には別の想おもいがあった。

　愛いとしいアストリアと同じ年頃の、一人の少女。

　自分は元いた世界へどうしても還らねばならないものではないはずだ。アストリアのように必要不ふ可か欠けつな神でもなければ、大きな役やく割わりを与あたえられていたわけでもない。言い換かえればただの部品だ。無くなって困こまるはずもない。

　それならば。ここに残ってなにがいけないというのか。

　それが──同じ想いを抱かかえながらも還らねばならない──アストリアに対して、どれほど非道な行こう為いであるかも、分かってはいた。しかし、約束を違たがえ、裏うら切ぎりをはたらいたと非ひ難なんされ、二度と赦ゆるしてもらえぬ事となったとしても。

　生しよう涯がい、自分はカムタで在ありたい。

　それを主君たるイリシアにも誓ちかった。

　ならば、他の全てを失うことも、とうに覚かく悟ごしていたはずだ。

「俺がいなくとも世界は動けるはずだろう？　俺はもう二度と、世界を移うつらない」

　決意をこめたそれに、しかしヴァットヴィレールは冷ややかだった。

「子供子供しているのも大たい概がいにしろよ、パラヴ。そんな我わが儘ままが赦されると思っているのか？

　──アストリアとの約束を果たすには少なくともお前が必要だ。……アストリアとの約束を違えるような権利がお前にあると思っているのか？」

　思い上がるなよ、と睨にらまれ、その事実に愕がく然ぜんとする。

　些さ細さいな部品である自分には、破は棄きされることすら自身で選べるはずもない。

　思い知らされたカムタに、満足そうな声が続く。

「困ったものだね、君達は。

　大体おれには分からないよ。こんな世界──確たしかにここはアストリアにとっての理想であるはずだけれど──いくらなんでも稚ち拙せつに過すぎる。そんな中に閉とじこもって、一体なにが楽しいのか」

　やれやれと呆あきれたように首を振ふるヴァットヴィレールの言葉に引ひっ掛かかりを感じて、カムタは不ふ審しんの目を向ける。

　どうしてここがアストリアの理想であるなどと言えるんだ？

　そのまなざしに気づくと、ヴァットヴィレールはあっさりと言った。

「なんだよ？　もしかして気付いていないのか？

　──ここがアストリアの創つくった世界だって」




　　　　３




「なん……だって……？」

　天地がひっくり返ったと言われても、ここまでは驚おどろかなかったかもしれない。

　茫ぼう然ぜんとして。やっと言ったその言葉に、クロノスは大きな溜ため息をついた。

「冗じよう談だんだろうアストリア？　パラヴィソ・スルジーヴァが知らなかったことにも驚いたけど……まあ考えてみれば仕方のないことかもしれないよ──あいつはどこか鈍にぶいと言うか、はっきり言って鈍どん感かんだからな。

　けど、なんだって創そう造ぞう主しゆである君自身がそれに気付いてなかったなんて事があり得うるのさ……パラヴィソ・スルジーヴァが君も知らないんじゃないかと言ったときには、まさかと思ったけど……」

　心底、信じられないという様子をみせるクロノスだったが、それ以上にオルフィナ自身の方が信じられない気持ちでいっぱいだった。

（ぼくが創った、だって？　この世界を!?）

　そんなことを信じろという方が無理がある。

　だが、しかし。元来、神々は世界を創る者だ。いくつもの世界を夢ゆめみ、それをかたち創る。なればこそ。世界は神々の夢の数ほど在ると云いわれる所以ゆえんだった。

「……ありえないよ……だって、ぼくはあの時……まだ世界を創れるほどの力なんてなかったはずだ」

　その脆ぜい弱じやくさ故ゆえに、自分は鎖くさりに繫つながれ、苦しんでいたのではなかったか。

「あの暗闇が、君に光の世界を渇かつ望ぼうさせた。

　仕方ないよね、暗い闇の中では、誰だれだって夢を見てしまう……。

　あの頃ころの君は、世界を創るにはまだ未み熟じゆく過ぎたはずだけれど……その夢を形に出来たのはひとえに君の哀かなしみや苦しみの力なんだろうね」

　そのときの少女の痛いたみを引き継ついだかのように、ぎゅっと顔を歪ゆがめる。

「おれもここに立つまでは気付かなかった。けど……世界に立った瞬しゆん間かん気づいたよ。

　……この世界は、あまりに幼よう稚ちで、未完成だ」

　その言葉の意味すら、オルフィナには分からなかった。

　オルフィナの知るかぎり、この世界の生せい態たい系けいも天てん候こうも、あらゆる部分で破は綻たんしている箇か所しよなどなかったはずだ。人類が文明を持ってからの長い歴史も、ちゃんとある。

　それらは主に本で得た知識であったが、書物に残っているということもまた、正しい形であると思えた。

（いったい…………）

「いったいどこが幼稚で未完成なんだと言いたそうだね」

　心中をそのまま言葉にされて。戸と惑まどいつつも、頷うなずく。

　かつても、自分の様々な疑ぎ問もんに知るかぎりの知ち識しきでもって彼は自分に答えてくれた。今度も、それを無意識に求めていたのかもしれない。

　じっと見つめるその視し線せんを、ふわりと受け止め。クロノスは口を開いた。

「おれがこの世界に来てまず何を思ったか教えてあげようか？──なんて象しよう徴ちよう的な世界なんだろうと思ったのさ。

　アストリア、この世界はまるで君自身を映うつす鏡のようだ」

　首を傾かしげたオルフィナに、クロノスは「その理由を知りたい？」と微笑ほほえんで。

　こんな事になるならもっと早くに教えておけばよかったと言いながら。

　ゆっくりと、説明を始めた。




　それは、オルフィナが初めて聞く、世界の仕組み、世界の流れ。




　星という概がい念ねんについてを知って、まず目を丸くした。

　空で輝かがやくあの星々が、本来は大地として機き能のうするものだとは。この大地が本来球体であるなどと、どうして信じられようか。

　季節が移うつろうのは風が変わるのではなく、位置が変わるからだと言う。大地が回って動くなどとは、冗じよう談だんだろうかとしか思えない。

　あげく、空に果てがあると言われては、もはや呆ぼう然ぜんとするしかない。ならば、神々と暮くらしたあの世界ですら、誰もが籠かごの中で暮らしているようなものではないか。




　次々と。

　自分がどれだけ多くの思い違ちがいをしていたのかを知らしめられる。




「──アストリアが世界を創つくれるようになるのなんて、まだまだ先だと思っていたから、それがいけなかったのかもね……」と、クロノスは溜ため息をひとつ。

「まあ、もっと造ぞう詣けい深く万ばん事じに精せい通つうした上で創そう世せいに熟じゆく練れんしていれば、敢あえてこういった世界を創ることも、可か能のうは可能なんだ」

　クロノスはフォローでもするように、そんな事を言って。けれどそれさえ、すぐに自分の言葉で打ち消す。

「……でも、やっぱり偏へん在ざいしている多元なる世界の悉ことごとくがその体系をなぞっているのは、それなりの理由があるんだよ。なんと言っても安定させやすいし──」

　そして、冷れい酷こくな宣せん告こく。

「君ほどの無知で創った以上、この世界はどれだけ経たっても安定にはほど遠いよ。

　きっと。千年ももたずに、破綻する」




　虚こ空くうに浮うかぶ小さな大地。

　その周りを自みずから廻めぐる、輝く星々。

　四季を運び、律りち儀ぎに移ろう風の色。




　お伽とぎのような小さな世界は、繊せん細さいで、硝子ガラス細工のように脆もろい。

　飴あめのように儚はかなく融とけ消えるそれを思って、オルフィナは無心のうちに涙なみだを零こぼした。




　その反はん応のうに、クロノスは自分も少しだけ眉まゆを顰ひそめて、「致ち命めい的なのは、」と続ける。

「……この世界には幻げん獣じゆうや聖せい霊れい、なにより神々の姿すがたが全く見えない。──これは囚とらわれていたかつての君が願って止やまないかたちであったのだろうね。もともと存そん在ざいしなければ、その鎖くさりに繫つながれることも、監かん視しされ続けることもないのだから。

　ただ、それが故ゆえに、世界を支ささえる支し柱ちゆうも堰せきもが皆かい無むなんだよ。ぎりぎり均きん衡こうを保たもっているようなこの世界で、追い討うちのように、世界の綻ほころびが表出した時に立て直せるものもいない現状。これでは、僅わずかでも傾かたむいてしまえば、もう世界にはどうしようもない」

「そんな……」

　オルフィナは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいて──はた、となる。

（いや──今はそんなことよりも──）

　いま話していることの本ほん筋すじは、そういうことではなかったはずだ。

　告げられた言葉の苦く痛つうを取り払はらうように、一度頭を強く振ふって、オルフィナは思考をかちりと切り換かえる。

　辛つらい事実は、いまは置こう。

「──でも、それだけで証しよう左さとなる？　ぼくの……」

「そう。これだけじゃ君が創った確かくたる証あかしとは言えないよ。実じつ際さい、他の神々の中にも神なき世界を創り上げるものだっているしね」

　あっさりそう言うと。唐とう突とつに、オルフィナに問う。

「アストリア、かつては決して怪け我がなどさせないようにとおれ達は守っていたけれど……こちらに来てからは、その身に傷きずを受け、血を流したこともあるんだろうね？」

「？　そりゃあ、剣けん術じゆつとかも習っているし、転んだ事だってある」

　それが、なんだと言うのかと、問い返す顔に、クロノスは苦く笑しようして答えた。

「それは、きっと綺き麗れいな血だったんだろうね……まるで君の瞳ひとみのような」

「…………？」

「アストリア、このあいだおれがあの王子様に傷をつけた時。流れ出たそれに、おれがどれだけ驚おどろいたか分かるかい？

　──決して君に血なんて汚けがらわしいものを見せないようにしていたのは確たしかにおれ達だ。そしてその綵いろを訊きかれた時に君にその瞳の色だと答えたのもね」

　苦々しげに嘆たん息そくする様子に、言いたいことが何となく伝わってきたが、それを理り解かいしきれず、戸惑う。




『血だって？　そんなものを君が知る必要はないよ。

　……そんなに知りたいの？……そうだな……

　──君の瞳と同じ、綺麗な赤い色をしているものだよ』




　はるか以前に。クロノスに言われた言葉がよみがえる。

「気付いたかい？　君の瞳が血色であるというのは決して偽いつわりではないけれど。

　……本当はそんなに綺麗なものじゃない。時にはどす黒くて、濁にごっている。間違っても、あんなふうに澄すんでいたりはしないものだよ……」

　申し訳わけなさそうにうなだれる。

「……本当はね、きちんと見せてあげるべきだった。

　……やがては世界を創る身と知っていながら、それでもあえてそうしなかったのは……暗闇の中で限かぎられたものしか見られないアストリアには、出来うる限り綺麗なものを見せていたかったって言う……おれ達の甘あまい弱さだけがその理由だった」

「そんな……だけど……そうだよ、ぼく自身だってあれと同じ……」

　なんとか、否ひ定ていしたくて。必死でそれを探さがす。

「自分が怪我をしても同じだったと言いたいの？　当然だよ。その身はこの世界のために君が創つくったものだ。自然そうしていたんだろう」

「でも……だって…………」

　力なく、それでも抵てい抗こうを繰くり返す。

　そんなオルフィナに、哀あわれむような眼まな差ざしで、だがクロノスはさらに言う。

「そもそも出来すぎてるとは思わない？」

「…………？」

「強くて優やさしい王子様？　皆に慕したわれる王様に、何百年と続く平和？──そんなもの、あるわけないじゃないか。

　……ねえ、いい加か減げんに気付いているんだろう？

　これは君が幼き頃ころに創った幼よう稚ちな夢ゆめでしかないと」

「でも、確かに存在してる」

「──アストリアっ！」

「生きてるじゃないか、みんな！　それなのに……」

　最後には、弱く呟つぶやくようにして、俯うつむいてしまったオルフィナに、クロノスは堪たまららない様子で溜ため息をつく。

「おれは耐たえられないんだよ、アストリア。

　君が、夢見た箱庭の中にいつまでも捉とらわれて。……朽くちていくなんて」

「………………」

「折せつ角かく、君が創った世界だ。

　出来ればおれはそれを壊こわしたくない」

「………………」

　何も言えずにいるオルフィナに、クロノスは優しく語りかける。

「稚ち拙せつとはいえ、この世界は既すでに動いている。現げん在ざい、世界にとって唯ゆい一いつの光である君が戻もどってくるなら、神々だって、あえてこちらに手出しをしようとは思わないさ。

　──だから。アストリア……」

　神々にとってはこんな小さな世界など、指先ひとつで崩くずせてしまう。そんなことを暗に示し唆さされて。その事実が痛いたいほど分かってしまって。これ以上、何が言えただろう。

「……まだ、決められないよ。……もう少し、考えさせて……」

　やっとのことでそう言ったオルフィナに、ほっとした様子でクロノスは顔を近づける。

　泣きそうな瞳ひとみを覗き込こみ、ゆっくりと言う。

「いまは、それでいいよ。

　──突とつ然ぜんのことで驚おどろいてしまっているみたいだしね」

　泣かないで、と笑って告げると、すっと離はなれる。

「また来るよ」

　そう言って、クロノスは去った。




　あとにはただ。

　とうとう涙なみだを溢あふれさせた少女が一人、残っていた。







『デ、オ……？』

　呆ほうけたような感かん情じように乏とぼしい顔でディオンの名を呟いて。唯ゆい一いつの頼たよりとでもいうように自分に縋すがって、離れない少女。

　ディオンは夢ゆめ現うつつにオルフィナを想おもう。出会ったばかりの頃の、幼い少女。

　言葉も感情表ひよう現げんも、すべてが稚拙だった。

　まるで生まれて間もない子どものような、未み熟じゆくと無知をあからさまに見せた。

　それでも──それだからこそ、日々の発達はくるくると進んだ。目を見み張はるような変化は、まさに成長だった。

　ルフィニア侯こうに身元を引き受けてもらった以後も、離れている時間の方が少なかった。ディオンが課せられた科目をこなしている間でさえ、近くの部へ屋やだとかに身を置いて、構かまってくれるのをいつまでだって待ち続けていた。

　そんなふうに誰かに慕したわれた事はなかったし、何より一目見た瞬しゆん間かんから捉とらわれていたのは自分も同じだったから。

　少女と過すごす時は、ディオンにとっても無二のものだったのだ。

　幼い少女にとってはどうだか知らないが、自分の想いは確かく実じつに、日々の中で色いろ為なすものへと変化していった。

　だからと、それを口に出せる日など来ないことも、ディオンは同時に理り解かいしてしまっていたのだ。

（仕方が無いじゃないか）

　だって、俺おれは王になる人間なのだから。

　ただひとり大切にしたい少女がいるからと、わがままを通せるはずがないのだ。

　手放したいはずはない。けれど。いつか羽ばたき消えるかもしれない少女では、王の傍かたわらに置き続ける相手に選べるわけがないのだ。もし間ま違ちがって、王おう妃ひの蒸じよう発はつなどと言う事じ態たいになったら、王家にとっては醜しゆう聞ぶんもいいところだ。下火になって久しい改かい革かく派は連中に新たな火種を与えるような、そんな危き険けんな真ま似ねは出来るはずがなかった。

　少女との関係を問われたって、当たり前の顔をして抗こう弁べんが出来る。するりと出てくる言い訳わけは、誰だれに向けたものでもなく。実際は、日々己おのれに向けて放ち続けているものだった。

　優ゆう先せん順位を誤あやまるほどに、国を負うということについて無自覚ではないつもりだ。

　こうして、いままで近くにいられたことだけでも、本来は十二分に僥ぎよう倖こうなのだから。

（──いっそ）

　消える事など無いと、信じられたらいいのに。

　根こん拠きよなど何も無いのに、それは思い過ごしなどでは決してないと。確かな事実の重みをもって、いつだってディオンの胸むねにのしかかったまま離れなかった。

　そうして。




　哀かなしいほどに確たしかな現げん実じつとして、それは訪おとずれてしまったのだ。




「……オルフィナ……」

　堪たまらず、呟つぶやきを漏もらす。

　と。

「アストリアの夢ゆめをみているの？」

「──っ!?」

　微睡まどろみのなか、無意識に漏れた言葉に、返事が返って来たことにぎょっとなって、ディオンは飛び起きる。

　今夜はオルフィナもいない。たった一人で自室にいるはずだった。

　なのに、聞こえてきたその声はよりにもよって──

「やあ、傷の具合はいかがかな。王子様？」

　闇の中に不気味に浮うかんだようなその顔は、その傷が自分のつけたものであることなど忘れたように、にこりと笑んで言ってきた。

　二度と会いたくもなかったその顔その声に、ディオンは不ふ機き嫌げんに応おうじる。

「おかげさまで。……ひと月ぶりか？　もう俺を狙ねらうのはやめたのかと思ったが。今度は闇やみ討うち狙いか？」

　完全に寝ね入いっていたわけではなかったのに、侵しん入にゆうに気づけなかった苛いら立だちがディオンの中にはあった。けれど、たっぷりと皮肉をこめたそれにも男は動じず、ひょいっと肩かたをすくめる。

「いろいろ忙いそがしくてね。王子様のそばにはいつもアストリアとパラヴがついていたし……」

「なんだ？　二人きりになりたかったのか？」

　殺気をこめ、嘲あざ笑わらって言ったそのセリフにも、大おお真ま面じ目めに頷うなずきを返す。

「実は、そうなんだ。お願いがあってね」

「まさか死んでくれとか言う気じゃないだろうな」

「その通りだよ」

　こくりと頷く男に、ディオンはさっさと枕まくら元もとに忍しのばせてあった懐かい剣けんを抜ぬこうとする。傷きずはまだふさがったばかりだったが、闘たたかえないほど弱ってもいなかった。すると男は慌あわてたようにぱたぱたと手を振ふった。

「違うよ。そういう意味じゃない。──アストリアももう還かえってもいいと感じてる。ただそれを邪じや魔ましているのが王子様の存そん在ざいなんだ。

　って言っても、そうそう納なつ得とくしてくれないようだからね。……説明するより王子様にも知ってもらおうと思って」

「…………？」

　意味を量りかねるディオンに、男はにこやかに説明を続ける。

「王子様を向こうと繫つなごうと思ってさ。そのために色々準じゆん備びに手間取ったけど……それで納得してくれれば、アストリアに対しても還るように言ってくれるだろう？

　ただ繫いでいる間はこっちでの身体からだが空になるからね、死んでもらうって言うのはそういう事だよ」

　我われ知らず、ディオンは茫ぼう然ぜんとしていた。それは、つまり──

「オルフィナが繰くり返しているあれか？　あの悪あく夢むを俺にも味わえと……？」

「誤ご解かいがあるね。アストリアがあれを辛つらいと感じていたのは無理やりにも連れ戻もどそうとするものたちに苛さいなまれていたからさ。

　今回のは違う。ただ君に伝えたい事があるだけだ」

　了りよう承しようしてくれる？　と訊たずねる男に、ディオンは頷きかけて──

「……ちゃんと、生き返れるんだろうな？」

　思わず、訊く。

「…………………………」

「まておい。」

　あさっての方を向いていた男は、くすくすと笑って「冗じよう談だんだよ」と言う。

「第一、そんなことしたら君がずっと向こうにいることになるからね。そんな面めん倒どうなのはごめんだ」

　ああそうかい、と呟いて。今度こそ、ディオンは頷いた。




　なにやら聞き取れない言葉を呟いていた男がディオンの額ひたいに触ふれて。

　その不快感に眉まゆを顰ひそめた。

　次の瞬しゆん間かん。

　ディオンは奇き妙みようなところに立っていた。

（ここは……？）

　何も見えない闇。冷たい足元は、水がたたえられているようで、歩けば水音が響ひびいた。

　ここが。これが……

（オルフィナの見ていた夢なのか？）

　なんと救いのない空間かと思った。闇はただの闇でなく。悲ひ痛つうな、昏くらがり。

　泣き声まで聞こえてきそうだ……とディオンが思った時、ふっと目の前に人ひと影かげが現あらわれた。

　昏がりに暗い衣服をまとったそれは、しかし闇のなかに浮うき上がるかのように、しっかりと見てとれた。

　ディオンが警けい戒かいし、言葉を発する前に、それは言った。

「はじめまして。女め神がみの世界より来たりし者よ……」

「？　あなたは？」

「我は神々の命を享うけ、ヴァットヴィレールの申し出に従うもの……

　貴き殿でんに我らが現げん状じようを伝え申すよう享け賜たまわっております……」

　こちらへ、と身振りで促され、ディオンはそれに続く。

「ここは……その、この世界はこのような場所ばかりなのですか？」

　だとしたら、あまりに辛い。

　暗くて、昏くて。

　どこまでも闇に満ちているようなのに、発した声は響きもせずに吸すわれてゆく。

　広さの感覚がおかしくなりそうな不快と恐ろしさ。

　これでは逃にげ出すのも無理ないのでは、と内心思いつつディオンが訊きくと、返ってきたのは否ひ定ていの言葉だ。

「そのような……。

　我らが世界はほかのどのような世界にも劣おとるところのない、光溢あふるる地でございます。

　……とはいえそれも大地神あってのこと……左様に。今ではいずこも昏い闇やみに吞のまれ、暖あたたかみすら失して久しくございます……」

「……その、女神や大地神たちは、今はこの地にいらっしゃらないのですか？」

　感じた疑ぎ問もんを口にする。

「それこそご存ぞんじの通りでございますが……」

　初めて戸と惑まどいのようなものを見せつつそう言われても、ディオンにはピンと来なかった。

「……私が、それを知っていると？」

「左様に……それ故ゆえ、貴殿はここへとやってきたのではございませんか？」

「…………。

　────っ!?」

　首を傾かしげかけ……ディオンは、はっ、と息を吞のんだ。

「まさか……それじゃ……フィナ、彼女が……？」

　神だというのか。それも、失なくすことでそんなにも作用を及およぼすほどに──強大な？

　茫ぼう然ぜんとするその様子に、使者もまた僅わずかに困こん惑わくを見せた。だがすぐに、揃そろって止めていた足を再び運び出す。

　我に返ってディオンもそれに倣ならうと、使者の言葉は、また続く。

「我々の現い状ま──そして女神を渇かつ望ぼうするその理わ由けを……これよりすべて貴殿にお伝えいたしましょう……

　──これをごらん下さい……」

　足を止め、指し示しめしたそれは小さな池のように見えた。足元が浸つかっている水よりは一段だん高く、円く浮うき上がり、輝かがやいているそれは、小さなテーブルか、でなければ鏡のようだとディオンは思う。

　近づき、言われたとおりにのぞきこんだ。途と端たん。

　それはここではないどこかを映し出す。

「これは…………？」

　そこには、見たこともない不思議な生き物や、信じられないほどに美しい世界が広がっていた。

　うっとりと見み惚とれるディオンはそのままに、使者自身もまたその光景に見入りつつ、口を開く。

「これが、本来在ありし我らが世界……

　そして、同時に消えゆく焦あせりに嘆なげく世界……」

　その言葉の意味を、ディオンが考えるその前に。

　使者はゆっくりと語りだした。

「申し上げましょう。我らが世界の物語を───」







　第四章　世界の闇やみとやさしい光と。
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　はらり、と紙のように薄うすい一いつ対ついの羽で飛ぶ人の姿すがたがある。群むれ飛ぶその姿が鳥と擦すれ違ちがうと、その大きさが人間などではない事に気付く。

　優ゆう雅がといえるほどに美しく羽ばたき舞まうその姿。妖よう精せいだった。

　空を泳ぐ妖精たちが落とす整然とした影を映うつす、きらきら光る水みな面もの下では、あざやかな色の魚たちが快こころよく水をはしっている。時折、調子に乗って空へと泳ぎ出て、妖精にこづかれ戻る姿も見られた。

　そんな微笑ほほえましい様子を、より高い空を飛んでいた黒と赤の一対のドラゴンが見止めて笑う。

　水辺では、白銀に輝く吐と息いきをつきたくなるほどに綺き麗れいな角を生やしたユニコーンたちが、水を飲みにきた樹じゆ木もくに木の実をもらって、瑞みず々みずしい雫しずくを草間に零こぼしながら齧かじっていた。そのこぼれる雫を浴びた繁しげみの草葉は、くすぐったげにさやさや揺ゆれている。

　ふ、と周囲がかげり、生き物たちが上空を見上げると、大きな雲が移い動どうしている。その雲の上にはお城しろがあるのだ。お城には、空が好きな神様や、天気の精せい霊れい、虹にじの造つくり部べなどが住んでいる。

　こうして移動しているということは、明日にはここらが雨になるのだ。人の住む街では、洗せん濯たくを明日に延のばそうとしていた主しゆ婦ふが慌あわてて今日のうちに済すまそうとしたり、靴くつ屋が張はり切って長靴を並べはじめたりと、忙せわしない変化を見せる。

　街の中央には、必ず大きな神しん殿でんがそびえていた。

　立派な建物の中では、実じつ際さいに暮くらしている神々の姿もある。

　人と交わらずに生きる神々も多いが、こうして人中で暮らす神々も多いのは、おそらくこの世界特有の在り方だった。

　神官たちは日々の務つとめに祈いのるばかりではなく、実際に神々の世話をする者も居おり、それに応こたえるように人と気安く接せつする神さえもいた。だから神殿はどこのものでも、静せい謐ひつさはあって、荘そう厳ごんさがあっても、おしなべて賑にぎやかだった。




　ただひとつを除のぞいては。




　辺りに集落も無いような深い深い森の中にあるその神殿は、巨きよ大だいな大陸の中央辺りにありながら、街中でなく木々に囲まれ、ぽつんと建っていた。

　さほど大きくもないが、決して小さくもない。ただ重く閉とざされた扉とびらは何処いずこにもなく奇き異いだった。

　外からは窺うかがうことの出来ないその内部には、実のところ明かりさえない。

　在るのは、世界のための牢ろう獄ごく。

　囚とらわれの大地神。

　そのための神殿だった。

　そのためだけの。




　堅けん牢ろうな壁かべ。重い錠じよう。

　それらはみせかけだけのものであって、現げん実じつにはさほど用を為なしていない。

　神官らは出入りに難なんはなく、だから時折足を運ぶ者もある。

　踏ふみ入れば、そこはまるで夜の国だった。そうして迎えるように現れる、暗くら闇やみに浮うかぶ一対の獣けものの姿。

　見上げるほどの大きさのドラゴンと、翼つばさをたたんで憮ぶ然ぜんと睨にらんでくるペガサスは、けれど侵しん入にゆう者しやに害為なすことはない。

　彼らの使命は門番などではなく、囚とらわれた唯ただひとりの監かん視しなのだから。

　逃にがさぬように。殺さぬように。

　それだけの為ために、ここにこうして。まるで、女め神がみと共に囚われているかのようだった。

　どちらかと言うと気さくなドラゴンが、神官に声を掛かける。

「やあ。久ひさしぶりのお客だね。どうかした？」

「女神の、様子を見に」

「ああ、そうか。定例の様子見の人？　もう前回から一年も経たったんだね……。

　アストリアは健けん在ざい。相変わらずだよ」

「拝はい謁えつさせて頂いただきたい」

「えええ？　君らが来るとアストリアが嫌いやがるから、できればこのまま帰って欲ほしいんだけど」

「役目だ。女神を」

「やっぱり、おれたちの言葉だけじゃ納なつ得とく出来ない？　健在だからこそ、外は安あん寧ねいとしていると思うんだけどなあ……。ちょっと川とかは増ふやしすぎかとは思うけどさ」

「…………」

「分かったよ。分かったけど……あまりアストリアを怒おこらせないでね？

　別に、いくら君らが怒らせても怒られてもいいんだけど。……そのあとにアストリアはいっつも哀かなしむから……それがおれは不満なんだ」

「努力はしよう」

「ありがと。まあ、そう言って実行出来た人は、まだいないんだけどね」

　だってほら、もう怒ってる。

　そう呟つぶやいたドラゴンが、静かにアストリアを呼よんだ。




　いつのまにか、目前に女神が在る。

　どこか剣けん吞のんなその眼まな差ざしは、神官を慄おののかせた。

　左手の鎖くさりの存在が、その動どう揺ようを抑よく止しする。

「久方ぶりにございます。大地の女神──」

　ジャッ！　と鎖が鳴る。飛び掛かるような勢いきおいは、びんッと張はった鎖に殺され、女神と神官との距きよ離りは先さき程ほどまでと大して変わらない。

　それでも、女神はめげずに、左腕うでを背はい後ごに伸のばして。精せい一いつ杯ぱいに詰つめ寄よって。叫さけぶ。

「出せ……ここから。私をっ……出せ！」

　その怒ど号ごうなど聞こえぬかのように、神官は跪ひざまずいた。

「ご健勝そうで、何よりでございます。変わらぬ日々の恩おん賜しに、我々一同言葉もなく──」

「戯ざれるな！　その言葉が真実というならば、謝しや辞じなど良い。ここから出せ！　誠せい意いをあらわしてみせるがこその礼れい儀ぎだろう!?」

「……世界はすべらかに刻ときを流れております。それもすべて、御おん方かた在あってこその──」

　結局。

　最後まで、神官は叫ぶ女神の言葉が耳に入らぬ様子を貫つらぬいた。

　定例の言葉を述のべ終えて、女神の前を辞じして。怒ったようなドラゴンに結果を揶や揄ゆされ、不ふ機き嫌げんそうなペガサスに睨にらまれて、神官は神しん殿でんを後にする。




　これが。

　この神殿と、囚われた女神が、外界と接せつ触しよくする、

　唯ゆい一いつの機会だった。




　ひとつの犠ぎ牲せいと引き換かえに得ていた平和と安定は、だからひとつのためにあっさり崩ほう壊かいする危き険けんを孕はらんでいた。

　それゆえの拘こう束そくと、幽ゆう閉へい。

　引き換えにするものの大きさに、負けないほどの存在でありながら、未み熟じゆくが因いんで自由を捕られて。

　女神はまともであり続けるのにさえ必死だった。

　足元に溜たまった涙なみだが時折映うつす夢ゆめに病やんで癒いやされて。

　監視の獣に縋すがって懐なついて。鎖に泣いて。

　自分の自由と引き換えに守っている、その世界に触れる事さえ赦ゆるされない居いた堪たまれなさ。それは女神の精神も心も蝕むしばんで抉えぐって。

　それでも耐えた。務めと信じて。宿しゆく業ごうと諦あきらめて。

　いつか訪おとずれる、解かい放ほうを信じて。

　星が廻めぐる。

　ひとつ廻っても変わらなくて。ふたつ廻る頃ころには絶ぜつ望ぼうして。みっつ廻る頃には涙も涸かれて。よっつ廻った頃には限げん界かいだった。

　女神には焦こがれていた世界が在る。

　ここほどに豪ごう奢しやに輝かがやく世界でなくてもいいから。もっと質しつ素そでもっとつつましくてもっと小さな世界でもいいから。その代わりに──もっと暖あたたかく自分を迎むかえてくれる場所。

　そんな夢を見続けて。叶かなうはずのないそれにぎりぎり正気を引っかけて。

　鎖くさりに囚とらわれた女神は、夢にも囚われて。

　ただいつかだけを待ち続けた。

　そして。

　女神は女神だった。

　大地神としては未み熟じゆくであろうと、世界の中で世界を保たもてるほどに力を持った。確たしかな。

　それを世界が知るのは、女神を失ってからの事だった。

　なんということもない不意の日に、大地神は消えた。

　先代と同じように。前まえ触ぶれもなく。

　いや──無くなった先代とは違ちがう事だけは、この時の神々にも理解出来ていた。

　女神は逃にげたのだ。

　世界を捨すてて。

　世界の、すべてを捨てて。




　世界をもっとも堅かたく支ささえていた要かなめは失われ。

　世界は──夜になった。

　明けない夜に。覚めない夜に。







　使者の長い物語に心は揺ゆらされ、浮うかぶ世界に魅み入いって。

　ディオンはただただ茫ぼう然ぜんとしていた。

（オルフィナ……）

　彼女の罪つみも。責せきも。咎とがも。いくら知ろうとディオンにはなんでもなかった。

　心にあったのは──オルフィナがその身に宿し続けたであろう、深い悲しみと、苦しみだけだった。

（こんな……）

　こんな、重いものを持って。それでも。弱音すら吐はかなかった彼女を想おもうだけで、自分を罵ののしってやりたくなった。

（フィナが苦しんでいる事を、俺おれは知っていたと言うのに──っ！）

　奥おく歯ばが、嫌いやな音を立てる。

　思ってはいた。いつか、手元から飛び立ち消えてしまうのではないかと。

　不安はいつだってあった。けれど。

　それでもまさか、消え行く先が真に異世界だとまでは思っていなかった。

　水鏡に映る、女め神がみの残ざん像ぞう。──少女の、泣き顔。

　ディオンには、世界の悲鳴も、オルフィナの泣き声も、比くらべることなど出来なかった。それは等とう価か値ちという意味ではない。

（フィナが泣くのなら……俺は、世界なんてどうでもいいと思っているんだ）

　その考えを自覚し、自分が嫌になる。

　自分に関係のない世界より、大事な一人の娘むすめを選ぶなどとは──次代の王としては、失しつ格かくもいいところではないか。

　重くなった気持ちを紛まぎらわすように、頭かぶりを振ふった。

　そんなディオンへ、使者はつと物語を中ちゆう断だんして、懇こん願がんを零こぼした。

「貴き殿でんが我われらが女神に帰き還かんを伝うれば、女神はようやく、生まれし地に還って来ると聞いております。

　どうか──」

　それに、ディオンは浮かんだ疑ぎ問もんで返した。

「そうしてフィナ……女神がもどった時に、ふたたび鎖くさりに繫つながぬ理由はなんなのですか？」

　力が足らず、縛しばられていた彼女が、自分と過すごした短い（と彼らはそろって言う）時間で、それを回かい避ひできる程ほどに力をつけたとは到とう底てい思えないのだが。

　ディオンは心配していたのだ。

　彼女が、もし、戻もどったそのときに。

　この者達が約束を違たがえ、再ふたたびオルフィナを囚うのではないかと。

　だか、ディオンのその問いに、黒い使者は苦々しげな顔でこう答えた。

「人の姿に身をやつすなどと言う、とんでもない真ま似ねをして下さったおかげで、我らが女神は、神の御おん身みにあるまじき早さで以もって生育を遂とげられました……」

　その行こう為いが不服でたまらないとでも言いたげに、顔を歪ゆがめる。

「それ故ゆえ、大地神としての命の刻は縮ちぢんでしまいましたが……世界を安定させるだけの力は、既すでにその身につけたものと神々は考えています。

　そして神々がそう考えるならば──それは絶ぜつ対たいなのですよ」

　また水鏡が、映す場面を変化させる。

　それにつられるようにして、使者は会話などなかったかのように、ふたたび言葉を物語の続きへと戻した。




　もはや疾とうに輝かがやきを失って、寒々しい様相を晒さらすばかりの世界。

　針はりの筵むしろのような物語。




　慟どう哭こくしたくて、涙なみだを流しても。

　その雫しずくに、却かえって生気を得たかのように。

　水鏡は映し続ける。

　痛いたましく哀かなしい、幼おさなき女神を失った。昏くらき世界の有様を。
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　本のページを繰くる手をふと止めて、オルフィナはぶるりと身を震ふるわせる。

　深夜とはいえ、もう夏も盛さかりの頃ころである。窓まどを開けているからといって寒いはずもなかった。その震えは寒さによるものと言うよりは、いつもの病気が出るときの嫌いやな感覚によく似ていた。

（でも……そういうのとも、少し……）

　違ちがう。はっきりと線引きできるわけではもちろんないが、この悪お寒かんは例の病気の前触れとは違うものだと感じた。

　そもそも、クロノスがこちらに姿すがたをみせてからは、面と向かって自分を説得する者があるためか、あの悪あく夢むとも、とんと縁がないのだった。

　だからと言って、それはたんなる風邪などとは、到底違っていた。

（いつものとは違う……けど）

　この不安感はなんだ？

　ふたたび、ぞくりとする。本を閉とじ、立ち上がると、あたりを見回す。

　まさかクロノスが現あらわれたわけでもないだろうが──そもそも彼が現れて嫌な気持ちになるはずもない──それとは別の誰だれかが現れたのかもしれないと思ったのだ。

　だが、すぐにそんなことはないと分かった。

　それでも不安は消えず、ますます増ぞう大だいする。

　その感覚が、やがて恐きよう怖ふに近しいものになってくると、オルフィナは、はっとした。

（──ディーっ!?）

　まだ傷きずが癒いえたとは言いがたいその身に、何事か起こったのではと焦しよう燥そうする。自分が帰き還かんに心揺られている今、クロノスが彼に手を出すとは性せい格かくからも考え難がたかったが、根こん拠きよもなくそれを肯こう定てい出来る程に、今のオルフィナには余よ裕ゆうがなかった。まさか。そんな。でももしかして？　あるいはクロノスでない何かがそれをすることも、否ひ定ていなど出来ないのだ。

　じわじわと心をあおる何かに、ゆっくりと炙あぶられ。

　オルフィナは思うより前にその許もとへと飛ひ翔しようした。




　ふっと瞬まばたきするほどの時間で、オルフィナは本宮のバルコニーに届とどいていた。

　文字通りの──あるいはそれ以上の──意味で飛んできたオルフィナは、その室内へと開きっぱなしの窓から身を移して、寝しん台だいの中にあるその姿にほっとする。

　そのまま眠ねむっているディオンに近づき──その違い和わ感かんにぞっとする。

　速まる鼓こ動どうとは裏うら腹はらに、ゆっくりと伸のばした手をその首くび筋すじにあてがうと。ひゅっ、と息を吞のんだ。

　拍はく動どうが感じられない。いつもは暖あたたかなその体たい軀くは、ひんやりと冷たく。

　どくどくどくどくどくどく。

　自身の鼓動が、ひどくやかましい。

　これは……。

（これは……なに……？）

　受け止められない現実に、感覚がカヴァーをかけているようだった。

　しかし。やがて。

（………………死んでいる……？）

　浮うかんだそれは、オルフィナが我われを失うに十分だった。

　けれど、思わず叫さけび、狂きよう乱らんしかけたオルフィナを留とどめたのは、当のディオンの姿だった。

　何か、違うのだ。そうしてよくよく見てみると。冷たく感じたそれは自分の熱くなっている手と比べなければ、僅わずかながらぬくもりを感じられたし、顔色も血の巡めぐりをうけたそれだった。そして、シーツを摑つかむようにして、左右それぞれに固く握にぎられた両の拳こぶしは、生を象しよう徴ちようしているかのように力強い。

　そこまでかかって、やっとオルフィナは気がついた。

（これ……が……いつもの……ぼく、の？）

　なるほど確たしかに死んでいる。

　場違いにも、こんなものを前にしてよくぞ冷静でいられるものだと、何度も付き合うはめになっているディオンの逞たくましさに思わず感心する。

　とはいえ──

（なんだって、こんな……ディーが……）

　びくり、と気付く。こうしてディオンが死んでいるということは。すなわちあの世界へと連れ込こまれているということではないか。

　そこで、何をされているのか。あるいは何をしているのか？

　ゆるゆると頭を振ふる。

　今はそんなことはどうでもいい。知りたかったら、戻もどってきたディオンに聞けば良いのだ。

　しかし。このまま目覚めなかったら？　再ふたたび息を還かえさぬことすら考えて、一人震ふるえる。

　それでも、自分にはどうすることも出来ないのだった。

　世界を移うつり、追いかけようにも、今の自分には術すべがない。

　じっとりと、纏まといつく嫌いやな思いを振り払い、握られたこぶしの一方を手にとると。

　オルフィナは祈いのった。

　神などいないこの世界で、ただ何かに向けて。







　ふたたび二人きりで相見あいまみえることがあるとは思わなかったものだから、イリシアは少しの驚おどろきを顔に出した。

　今日はいつもの庭ではない。既すでに夜も更ふけ、イリシアは間もなく眠ねむろうと、既にナイト・ティーのカップも片かた付づけた後だった。

　そこへまた、クロノスがふらりと現れたのだ。

　初めて会った時は好意的だったその者も、今では十分に警けい戒かいを必要とする相手となった。それを寂さびしく感じないわけではなかったが、だからと言って油ゆ断だんするほどには、イリシアはただの綺き麗れいな箱で育てられてはいない。

「お久ひさしぶり……」

　その言葉は、双そう方ほうが同時に発した。

　被かぶった声に、二人で微笑ほほえむ。互たがいに譲ゆずり合い、先に口を開いたのはイリシアの方だった。

「今日……今夜は、どうなさったの？

　部へ屋やまで訪たずねてくるほどに、急ぎの御ご用ようかしら？」

「ごめんね。しばらく忙いそがしかったんだけど……もうあまりが時間がないかもしれないから、用事はすべて済すましておこうと思って」

　困こまったように笑っているクロノスに、イリシアは首を傾かしげて見せる。

「私に、用事がありますの？」

　兄ではなく？　と暗に込める。

「怒おこっているの？　不ふ可か抗こう力りよくだって言ったのに。

　……もうあんなことしないよ」

　少しは申しわけなさそうにそう言ってから。「……なんとかなりそうだしね」と安あん堵どしたような呟つぶやきをこぼす。

　その呟きの意味はイリシアには読み取れなかったが。

「でもほら、結局あの時は、アストリアが止めてくれたし」

　ふふっと笑うその言葉に、問う。

「……アストリア、と言うのはオルフィナの事でしたのね？

　あれは……その」

　クロノスを止めたそれを思い出し、しかし言葉にしづらくて、口ごもる。

「その……どういう……ご関係だったのかしら」

「ああ。おれはアストリアを見守るため、彼女に仕え、同時に飼かわれていた」

　あっさりとしたその説明に、イリシアは戸と惑まどう。

「それは……」

　仕えていた、までは分かる。だが……

　反はん間かんや子飼いの者であるという意味かと思って聞くと、苦く笑しようして首を振った。

「そのままの意味だよ」

　見守り、行動を制せい限げんする立場にあっても、彼女に対して上位に立つことは決して無いのだとクロノスは言う。

「おれたちは彼女を愛し、敬うやまい、仕えることに喜びを得ていたけれど、絶ぜつ対たい的な存在としての身分は、そもそも大きく違ちがう。

　だけれど、幼おさない彼女とは、笑いあうことも叶かなったよ。あれも、その一いつ環かん。

　人間は生き物に対してそうすることもあると言い出したのは……おれだったかも知れないけど……実じつ際さい、こうも体に染しみ付くものだとは、正直思っていなかったね。

　パラヴィソ・スルジーヴァも、多分同じだろうな」

　くすくすと可お笑かしそうに言う。

　その言葉に、イリシアは自身もそういうものを飼っているのだと思い出した。

　ペットというつもりではないけれどねと、内心笑う。

「それなら、今度私も試ためしてみようかしら？」

　本気で言ったわけではなかったが、その言葉にクロノスは少し黙だまる。

「それは……無理だよ。

　パラヴィソ・スルジーヴァには、おれ達と共に還かえることが定められている。

　──用事というのはそれなんだ」

　言われて、イリシアはひとまず頷うなずいた。

「そう……」

　それから、少し躊躇ためらって、続ける。

「還ると言うのは、あなた達の生まれたところにですのね。……こことは違うそこは、一体どのようなところなのか、想そう像ぞうもつかないけれど」

　これには、クロノスも少し驚いた顔になる。

「それ……ああ、王子様に聞いたのかな？」

「いいえ。勘かんですわよ」

　そう告げると、目を丸くしていたクロノスが、面おも白しろそうに訊きく。

「イリシア、そんなはずないだろう？……どうして分かったの？」

　種明かしをせがむクロノスに、イリシアはあっさり言った。

「私は、カムタの治ち療りようをしたし、あなたのひどい怪け我がも見たわ」

　説明はそれで十分だった。納なつ得とくしたクロノスは、同時に、少し呆あきれてみせた。

「──アストリアと違って、おれやパラヴィソ・スルジーヴァは形を変えたとは言え、もともとの身体からだでもってこの地に来たからね。確たしかに、この身から流れ出る血は、アストリアの信じるそれでは当然なかったわけだけれど──」

　今ひとつイリシアには理り解かいの出来ないことを言いながら、「それにしたって、」と苦笑する。

「大した推すい察さつ力りよく、とでも褒ほめるシーンなのかな、これは。おれのイメージするお姫ひめさまとは随ずい分ぶん違うよ……勿もち論ろん、比くらべるまでもなくイリシアの方が好きだけれどね」

「まあ。どうもありがとう」にこやかに応おうじて見せる。

「でも……少し意外かな。見てしまっても驚かないんだね？　けっこう、衝しよう撃げき的だったんじゃないかと思うんだけど」

　その色も、存そん在ざい感かんも。こちらで見知ったそれと比べたなら──ひどく醜みにくく、醜しゆう悪あくですらあったはずだと、クロノスは苦く笑えんで続けた。

　イリシアは首を振ふって応こたえる。患者の見せる不測など、それこそ日常なのだ。

「驚きは確かにあったけれど……治療をしている時はそれどころではなかったし。──濃のう厚こうな赤ワインのようなあの色も──そうして一度慣なれてしまえば、もう驚く理由もなくなるわ」

　そのたとえに、クロノスは思わずというように笑った。

「アストリアにもそうして説明していたならば、──たとえば君のそれも──少しはましな代しろ物ものになっていたんだろうか？」

　と、またよく分からない事を口にする。

「柔じゆう軟なん、というべきなのかな。それともやはり優やさしさ故ゆえなんだろうか？

　ますます好きになりそうだよ。──本当に残念だ」

　がっかりしたように言うクロノスの、その言葉に引っかかる。

　還かえらなくてはならないから。そうしてもう逢あえないから。『残念』なのだろうか？

　不ふ審しんがるイリシアに、クロノスは続けて一人話す。

「パラヴィソ・スルジーヴァも、変に頑がん固こなやつだからね。誓ちかいを立てたなら、それをかたくなに守ろうとする。それを責せめる事はしたくないけど……今回のは、駄だ目めだ。

　──でも、口で言っても聞かないのも分かっているからね。

　理由の方を断たつことにした」

　その言葉の意味を、考えるまでもなく悟さとったイリシアは、聞きながらに戦せん慄りつする。




『俺おれは生しよう涯がいを以もって、その身を護まもり続け、仕えることをここに誓おう。

　姫さん、俺のこの身は、既すでに御おん身みに捧ささげたものと』




　そう言って。自らの持つ剣けんを掲かかげた後。

　跪ひざまずき、手をとり、そこにそっと口づけたカムタを思い出す。

　その誓いは、イリシアに与えられたものだ。それを、目の前の者は絶たつという。

　クロノスは、なおも、歌うように続ける。その微笑ほほえみが、イリシアを静かに冷やす。

「本当に残念だよ、イリシア。

　君は、出逢ってすぐに誓せい名なを教えてもいいと思えるほどに、気に入っていたのに──」

　きんっ───！

　剣のぶつかる、高い悲鳴。

　イリシアは護ご身しん用の剣で、その疾はやい撃げきを、なんとか弾はじいてみせた。

　それに。場ば違ちがいにも、クロノスは笑顔で賞しよう賛さんをくれる。

「へええ、凄すごいじゃないイリシア。王子様は避よけられなかったっていうのに」

「……お兄様のように、仕返す技わざも、闘たたかう術すべも、私はもってはいないわ。

　私は、ただこの身を護まもることだけを習ってきたのよ。その違いでしょう……」

　なのに。ただ一度のそれで、既に息を上げ。剣を受けた腕うではずきずきと痛いたむ。

　腕の差は歴然すぎる。それでも、言葉を返したのは──

（意地、なのかしらね？　これは）

　自じ嘲ちよう気味に笑う。

「それにしたって、たいしたものだよ。……本当に惜おしいなあ」

　そんな事を、心底残念そうに言うクロノスをイリシアは、きっ、と見つめて返す。

　間もなく次がくるだろう。それを防ふせげる自信はなかった。

　だが。カムタは、今は兄のそば近くに仕えるようにと命じてあるし、だからと言って城じよう内ないの者を呼ぼうにも──そんな暇ひまはくれそうになかった。

　自分で何とかしなければならない。

　それを自覚し、自らにも言い聞かせる。

　出来るはずだ。出来ないはずがない。

　シスルーン王家の者が、不ふ可か能のうなどに負けてはいけないと、生まれた時より教えられてきた。それを翻ひるがえせるはずがない。

　必死で自じ制せいをするうちに、気持ちも凪ないでくる。

「私を殺す事が目的と言うのなら、来なさい、クロノス──

　ただで殺されるほど、私は弱くはないけれど。使命をもったあなたを、ただ否定するほどに、イリシア・ルゥ・イース・シスルーンは狭きよう量りようではないわ」

　凜りんと言い放ったイリシアに、クロノスはほとほと感心したようだった。満面の笑みで、

「それなら。敬けい意いをもって目的を達成させていただくよ。

　──お別れをいうのは矛む盾じゆんしていると思うけど……さよなら、イリシア」

　ど──っ！

　そうして剣をその身の中に深く沈められると。

　溢あふれ、流れた血を追いかけるようにして。

　──その身体からだは。静かに床へと倒たおれこんだ。




　　　　３




「ん……」

　もといた世界に戻もどったのか、急に横になった感覚に、寝ね起おきのように身じろぎする。

　途と端たん、ぐっ！　と首を絞しめられ、ディオンは慌あわてて目を開けた。

「…………」

　首に巻まきついたそれは、人の腕だった。

　自分の上に乗り、ぎゅうっと抱だきつくそれに、ディオンは呆あきれたようになる。

　顔のすぐ横にある黒い頭を、やんわりと抱きしめ、起き上がる。

　やがてその腕が少し緩ゆるむと、口を開く。

「フィナ……いつからいたんだ？」仕方ないやつだな、と微わ笑らう。

　その顔は、自分の肩かたから後ろを向いているので、うかがう事は出来なかったが、それでもディオンには、はっきりと想そう像ぞうすることができた。

「どうしたんだよ？──怖こわい夢ゆめでも見たのか？」

　そう言うと。ようやくその腕を解とき、その手を肩にとどめたまま、正面に顔を出す。

　やっと見ることのできた表ひよう情じようは、予想通りのものだった。

「……今日こわい夢を見たのは、ぼくじゃないだろう……？」

　こぼれかけた涙なみだを必死にとどめ。抱き合ったような形のまま瞳ひとみを合わせ、小さく言う。

「俺も、怖い夢なんて見てないさ」

　微笑んで告げたその言葉に、オルフィナは不ふ審しんそうに訊きく。

「……いったい、どうしてこんな……。

　なんだって、ディーがぼくの病気にかかっているのさ……」

　隠かくしておくつもりはなかった。

　未いまだ動どう揺ようしている少女に、揺ゆさぶるような答え。

「──向こうの世界を、見たよ」

　ぴたり、とオルフィナは動きを止めた。ディオンも動かない。

　そのまま、彫ちよう像ぞうのようにして見み詰つめ合う。実じつ際さいは短なその時が、ひどく長く感じられた。

　やがて、オルフィナはゆるゆると目を逸そらすと。俯うつむいて、呟つぶやく。

「そっか……」

「………………」

「………………」

　たくさんの言いたいことを、しかしどちらも言えずに。

　無言が二人を包む。

　ややして、再ふたたびディオンは口を開いた。

「……綺き麗れいなところだった。物語でしか見知らぬ生き物も、草花も、溢れるほどで。

　見せてもらったとき、しばらく見とれていたよ」

　その言葉には、オルフィナも頷うなずいた。評ひよう価かをするなら、まぎれもなく最上位のあの世界への賞賛を、否定するはずもない。

「でも、今は───」

　ディオンが続けた言葉に、オルフィナは、びくり、となる。

　そうしてディオン自身もまた、この先、自分が果たして何を言うつもりなのか。それを知ることを無む意い識しきに拒こばみ、畏おそれてもいた。

「でも、今は、哀かなしいほどに……沈しずんでいた……。美しかったそれらも、闇やみに閉とざされて──」

　間が、空く。

　この続きは、双そう方ほうが、決して触ふれたくないはずのものだった。

　だが、溢れ出した言葉は止まらない。

「──だから。お前が帰る──いや、還かえる、と言うべきかな──ことを彼らは切実に願っていた……」

　悲ひ痛つうなその表情は、自分のものか、彼女のものか。

「フィナ……還ってやったらどうだろう。

　お前の痛みは、俺には理解が出来てしまって、こんなことを言うのがどれほど酷こくかも分かってはいるんだ……ただ……」

　それでも。彼の世界の実じつ情じようを見るにつけ、放っておけないことも、また理り解かいしてしまった。

　歪ゆがんだオルフィナの顔を見つめる。その瞳には、やはり同じ顔をした自分がいた。




　オルフィナにとって、それは宣せん告こくであった。

　比べることの出来なかった天てん秤びんに、結果を生むには、十じゆう分ぶんな重り。

　それでも、ただ頷けるはずもない。必死で、抵てい抗こうをする。

「ぼくは……それでも……ここにいたいと思ってはいけない？……二度とディーにも逢あえないことを、受容することが……ぼくの運命さだめだと？」

「俺だって……フィナをこんな形で手放したくなんてない。

　……けどこのままじゃ、あちらの世界があまりに憐あわれだ。

　それだからと、俺がそちらに行くわけにはいかないんだろう？　もしそれが叶かなうなら……この国にはまだイリシアがいる。俺もフィナについて、向こうへ行ってもいい……」

　その申し出には、オルフィナは首を振ふって拒きよ絶ぜつを表す。

　そう言う彼が──たとえいまは本気でそう思っていても──本心、国を捨すてることなど出来ないはずだと、その事をオルフィナは察していた。

「ディーは、この国に必要な人だよ。……そんなこと──嬉うれしくないとは言わないけど──していいはずがない」

　それにこそ、というようにディオンは言い返した。

「……俺がこの国に必要なように──それ以上に──あの世界はおまえを必要としているんだ。

　だから……

　──やっぱり、還るべきだよフィナ」




　どろりと流れたその言葉に、オルフィナはおぼれることもかなわなかった。

　沈しずむまいと、手をのばそうと、助けはこない。

　波は、どこまでも荒らされる。

「俺はおまえがいなくても生きていける。

　でも。あの世界は、おまえなしじゃ生きられないんだ」

　突つき放すような言葉の意味を、オルフィナは泣きたくなるような心持ちで理解した。

　これはディオンの優やさしさだと。

　ならば、それに応こたえることが自分に出来る精せい一いつ杯ぱいの礼れい節せつであるはずだ。

「……そうだね。確かにぼくもディーがいなきゃ生きていけないわけじゃない……。

　ただ、家族みたいなものだから、離はなれるのが少し寂さびしいけど」

　違ちがう。本当は──平気なはずがない。

　逢えなくなる事を考えただけで、生きてる意味すら見えなくなる。けれど。それでも。

　自分を護まもり、何より大切にしてきてくれた人が、揺ゆれる自分の背せ中なかを押おすというのなら。

（ならば、ぼくはそれを甘受するよ……）




　自身の言葉と。それに返された彼女の言葉と。

　どちらにも苦しんでいる自分をディオンは自覚する。

　出会ってから。やがて離れる時が来ることを、幾度も考えてみた。

　けれどそれらは、自分の傍かたわらで笑う彼女の前では有りえぬ事に思えて。

　下らぬ杞き憂ゆうだと、いつも胸むねを撫なでおろしていた。

　それなのに──

（それなのに、やはりこの時は用意されていたんだ）

　見えない何かによって。

　それが何なのかは、知りうる術すべもなかったが。

（知ったところで何になると？　おおかた──）

　おおかた、神の仕し業わざだとでもいうのだろう。そんな冗じよう句くに興きよう味みはなかった。

　お互たがいが、それぞれの言葉の裏うら側がわにある想おもいを分かっていながら。

　けれどそれに目をむけることを必死で自制する。

　どこまでも空くう虚きよな、会話。

　それを続けることは、既すでに義ぎ務むのようなものだったのかもしれない。




「なら……うん。ぼくは向こうに行くよ」

　還かえるとは言いたくなかった。

　そんな意地を見せたところで、なにも変わりはしないのに。

　ディオンの顔を見み詰つめる。この世界を去って、ふたたび神の務つとめに就ついたらもう二度と会えないその顔を。

　こうして触ふれ合う事もかなわず。断だん絶ぜつの中で想い願って。

　けれど。悠ゆう久きゆうに吞のまれたオルフィナが、神として順化し、世界の再さい生せいにようやく重荷を下ろした頃ころには。疾とうに。

　こちらに暮くらしていたディオンは過か去この人となって居おらず、シスルーン王家自体ですらも不明のなか。世界は変へん容ようして久ひさしいことだろう。

　それ程ほどに、双そう世界の時間の重みは違うのだ。

　刻ときを超こえて逢あえたら、なんて。思うだけでも痛いた過すぎた。

（それでも、いつかぼくはここへと戻ってこよう。ディーには会えなくとも、せめて）

　せめて。ディオンの名残なごりを感じられたら、それだけでもいい。

　シスルーンが存そん続ぞくしていれば、血を継ついだ子孫に会えるわけだし、そうでなくとも。

（そうでなくとも、得られる何かはあるはずだから。だって──）

　だって。大切なものは今、こうして失ってしまうのだから。

　それ以上に失くす何かなんて何ひとつとして。在あるはずが無いのだ。

　そんな自じ嘲ちように、ディオンは気付かず言う。

「それがいいさ。……ルフィニア侯こうには、また迷めい惑わくをかけることになってしまうな」

　そんなことまで心配する余よ裕ゆうが、いま、ここにあることが信じられなくて。

　戸と惑まどうように、互いに奇き妙みような顔をみせる。

「そうだね……。結局、あの人には最後まで世話をかけるばっかりだ……」




　最後。




　その言葉に、沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　もし、ここで。

　還るなと──あるいは還りたくないと──縋すがったなら。

　目の前の人はそれを受容してくれるのだろうか。

　そんな夢む想そうが頭を過よぎる。

　だが──

（出来るはずがない）

　そんな事をしたなら、これまでつくりあげたこの偽ぎ劇げきが、すべて無に返る。

　──しかし。むしろそれこそを、自身は望んでいるのではなかったか？

　そう考えて、ばかばかしさに首を振ふる。




　たとえ今ここで無に返したところで、事じ態たいが変わるわけではない。再ふたたび同じ事を繰くり返す結果になる事くらいは想そう像ぞうできた。

　そして、そんな労力を費ついやせるほどの気力を、二人は既すでに残してなどいないのだった。




「……すぐにでも、クロノスはあちらへとぼくを導みちびくと思う……だから……」

　疲ひ弊へいしきった身で、こんなに酷こくな仕事を最後に残した事を悔くやむ。

　出来ることなら、一度だってしたくはない。

　──二度と逢えない。その別れを告げるだなんて？

　そんなことをせずに別れられたら、どんなに気楽だろうか。

　だが。それでは、世界を分かたれそして命を失なくすときまで続く、その永ながい時間に。

　幾いく度ど、ふたたび逢えない絶望を繰り返さねばならなくなるのか。

　それに耐たえるほどの強さは持ちえていなかった。自分の弱さに泣きたくなる。




　二人が揃そろって言葉を探さがして、悩なやむ。

　その空白の時間の寒さにすら、今は堪たえきれない。

　ようやく口を開いたのは、ディオンのほうが先だった。

「還ったなら……彼らと共にふたたび過ごすんだろう？

　……フィナは泣き虫だから、少し心配だな……そんなふうにして泣いて暮くらすような真ま似ねは、するなよ？」

　微び笑しようして言う。

　オルフィナがゆるゆるとかぶりを振ると、相変わらず涙をたたえた瞳ひとみが揺れる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ぼくが……ぼくはクロノスも、フォルセティも……欠片かけらも嫌きらってなんかはいないんだ。それは彼らだって多分……」

　そこで、「そういえば、」と思い出したように言う。

「フォルセティは、多分こちらに残る事になると思う……イリア様が嫌いやだと言わなければ、だけど。……もしなにかあったら、手を貸かしてあげてくれると嬉うれしいな」

　涙なみだに瞳を濡ぬらしてなお、そんな事すら気にかけるオルフィナに、ディオンは頷うなずく。

「ああ……約束しよう」

「………………」

「………………」

　再さい度ど訪おとずれた沈ちん黙もくも早々に破やぶろうとしたのはディオンだった。だが、その言葉よりも前に。

　オルフィナの方が──とうとう、告げた。




「お別れだね……ディー──」




　それに、ディオンは舌した打うちしたくなった。ついに最後の苦しみすら、彼女に負わせてしまった。そのことを、悔くいる。

　しかしそれに対して謝しや罪ざいすることはさらに躊躇ためらわれた。仕方なく、言う。

「ああ……。

　フィナ、たとえこれから何があろうと、俺おれは決してお前を忘わすれることはない。

　そうして生しよう涯がい──俺の一番はフィナだ。……それを許ゆるしてくれるだろうか？」

　こんな、お前の荷の一いつ端たんすら担になってやれない、矮わい小しようである自分が。

　とてつもなく大きな存そん在ざいであった──けれどずっと大切にしてきた──少女を。それでもいままでと同じように想おもっていたいというのは、ひどく傍ぼう若じやく無ぶ人じんな考えであるように思われた。

　だが、オルフィナは。もう泣かずにいられるはずもなくて。堰せきを切ったように。

「うん……うんぼくも、生涯ディーのことを忘れたりしない……」

　目が溶とけるほどの涙でもって、告げる。

　それは掠かすれ、声にならないほどの囁ささやきであったが、胸にすがりつくようにして言った、その台詞せりふは、そのままディオンの中に届とどいた。

　とうに滲にじんでいた自分の瞳からも、涙がこぼれた。

　痛いたいほどの力でこちらにしがみついている少女を、こちらも同じようにして抱だきしめる。

　そうしてしばらくそのままに時が流れる。

　その沈黙は、いままでと同じように痛くはあったが──少なくとも冷たくはなかった。




　やがて暁あかつきが終わり、太陽がゆっくりと世界を照らし出す頃ころに。ようやく二人はその体を離はなした。

　それでも未いまだ、瞳ひとみが濡ぬれたままの少女に、ディオンは苦く笑しようする。

「そんなに、泣くなよ。……心配になる」

「うん……」

　返事とは裏うら腹はらに、相変わらず瞳は泉のように次々と濡れる。

　無む駄だとは知りつつも、ディオンはそれを指でそっとぬぐう。

　赤い瞳をふっと閉とじてそれに任まかせて。オルフィナはまるで呟つぶやくように言う。

「これで最後……ぼくは、もう。これから先は泣かないよ……。

　どうしても泣くその時は、ディーのもとでだ……」

　二度と逢あえないと分かっていても、そんなふうにして言ったのは。少しの期待か、あるいは自分への戒いましめのつもりなのだろうか。

　その切実な想いを、ディオンは受け止め、──もう何も言わなかった。

　夜が明けきるまでの刻ときは、せめて二人のものであってほしくて。

　言葉もなく──いやそれすら必要のない、そのわずかな時間を。

　二人はただ、腕うでにあるお互たがいのことだけを想おもって過すごした。

　オルフィナの瞳から溢あふれる涙はしばらく止まらずに流れて。

　ディオンはそれを消えゆく時間の中に、ゆっくりと溶かしていった。



















　──そして別べつ離りの夜明けが訪れる。







　第五章　そして還かえりつく本当の居い場ば所しよ。
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　──何を泣くの？　アストリア。

　その問いに、オルフィナは不思議そうな顔をして、微笑ほほえむ。

「ぼくが、泣いているように見えると言うの？　クロノス、いくら暗くても、君は夜目が利きくはずだろう？」

　もう泣かないと誓ちかった以上、自分の瞳はすでに涙なみだなどとは縁えんもなく、ただ物を見るために機き能のうするだけだ。今も。

「アストリア、いくら顔で笑って見せても、おれにはその心の涙が見えてしまうよ。そんなのは──ただ泣かれるより、ずっとつらい」

　その言葉に、つきん、と胸が痛む。けれど微笑みは消さない。

「ごめん……でも、ぼくはもう泣かないと決めたんだ。──これからずっと。

　だから、クロノス、これからはそれに慣なれてもらいたい。痛みや辛つらさは、見せないように努力するから」

　クロノスと二人、世界と世界の狭はざ間まである暗い空間を進みながら。オルフィナはこれからもずっと自分の傍そば近くに仕えるであろう者に、そう告げる。

「……アストリアがそうすると言うのなら……おれはただそれに従したがうよ。

　──しかし、パラヴィソ・スルジーヴァは……殺してよかったのか？」

「とどめを刺さしたのはお前なんだろう？　クロノス。

　いいさ。死んで、イリア様の傍にいさせてあげるくらい。

　──ぼくがいいと言うんだ、神々だって咎とがめだてはしないはずだよ」

「とどめって言っても、あれこそ不ふ可か抗こう力りよくだ。てっきり王子様の近くにいると思ってたのに、イリシアのことをかばっておれの剣けんの前にいきなり出てきたんだから。剣を引く間もなかったよ」

　肩かたをすくめて言う。ちろりと睨にらんで、オルフィナは横目で言いつける。

「それこそ、ぼくは許ゆるせないぞ。フォルセティが残りたがっている事はとうに確かく認にんずみで、それでもいいとぼくは思っていたんだ。

　なのに、イリア様を殺そうとして。あげくにフォルセティのほうをやっちゃうだなんて、どういうつもりさ。本末転てん倒とうもいいところだよ」

「アストリアのためになると思ってたんだよ……でも、うん。すみません。

　……そんなに、怒っている？」

　しょぼくれて訊きいてくるその様子に、オルフィナは再ふたたび微び笑しようを取り戻す。

「まあ、そんなには。結果オーライと言う言葉もあるしね。イリア様は無事だったし、なにより、神々とフォルセティの帰き還かんで揉もめなくてすんだ」

　それが一番厄やつ介かいであったと言いたげに、息をつく。

　そんなオルフィナに、クロノスは、なんともいえない顔で微笑する。

「本当に、平気な振ふりをするんだね。それがアストリアの強さの証あかしと言うなら、おれは言葉することなど出来ないけれど……」

　いたわるように言うクロノスの優やさしさは確たしかなものだった。それでも決してそれに寄よりかかるまいというのもオルフィナのひそかな誓いではあった。だからと言って拒きよ絶ぜつするつもりまではなかったが。

「しつこいぞ、クロノス」微笑み、口を尖とがらせるようにして言う。

「もうぼくはこれからの世界で、責せきを負って生きるしかないことを受け入れたんだから……ディ……もとの世界のことなんて、もう」

　言わないでほしい。

　──忘れることはなくとも、忘れた振りはしていかなくてはならないのだから。

　それでも自分をよく知るクロノスには今のオルフィナが、なお号ごう泣きゆうする子どものようにしか見えないようで。

　その後も変わらず、慰なぐさめるように言葉を重ね続けた。




「実のところ、ぼくはふたたびこの地に戻もどれないと悲観しているわけではないんだよ」

　あんまりクロノスが慰み言ばかりを繰くり返すものだから、オルフィナは胸むねに秘ひめているつもりだったそれを口にした。

「勿もち論ろん、すぐにもというわけには行かないからね。今の知り合いだとかは、当然居いない遥はるか後になるとは思うけれども。

　それでも……ディーの子孫だとかには会えるかもしれないし、世界の様子がどんなふうに移ったのか、変わってゆくのかを見られるだけでも、ぼくは多分──」

　満足だとは言わない。きっと哀かなしい想おもいで、泣くかもしれない。

　だけれど。

「多分、嬉うれしいと思うな。──それだけでも」

　か弱く笑う。クロノスが、困こん惑わくしたような顔で、でも、と言う。

「この先、アストリアをふたたび失うなんて……世界は、もう一時だって耐たえられないよ」

「必要なのは『アストリア』じゃない。『大地神』だろう？

　現げん在ざい唯ゆい一いつだというなら、それを解かい決けつすればいいだけの話だ。

　ぼくが戻って、世界が力を取り戻していけば、そのうち弱まっている神々の力だって回かい復ふくしてゆくはずなんだ。

　そうしたら、力ある誰だれかと協力して、次の大地神を創つくり出すよ。それでアストリアは世界を出る事も認みとめられるって言うのが、ぼくの期待。多分、これは叶かなうよ」

　そのセリフに、クロノスが目を丸くして見せた。

「もしかして、本気で言っているのっ？」

「いけない？　随ずい分ぶん驚おどろくんだな」

「だって！　あんな──いや、その……に。アストリアがわざわざ戻るだなんて」

　もごもごと口ごもって、それでも不服は最後まで言うクロノスに、オルフィナは苦笑した。

「どこまでもこれに関しては平行線みたいだな。仕方ないのかもしれないけれど」

「…………アストリア……」

「次の大地神に役目を継ついで、世界の安定を見て、ふたたび世界を移うつって。そうしてそのまま、あの地で死のうと思ってる。世界が壊こわれる前に、間に合えばいいんだけれど……。

　ぼくはもう、すでにその望みしか見ていないよ」

　鎖くさりに繫つながれる事もなく、クロノスと空を飛べて。世界の光を浴びて。

　それは、確かにかつての切実な願いではあったけれども。

　叶ったところで、それは大事なものを切り捨すてて得た成じよう就じゆだから。

　きっと重くて、心から喜べるはずがないのだ。

　これから先に待つすべては。すべて。

「…………そんなに、おれたちといた世界は嫌いやなものだった？」

　寂せき寥りようにみちた表ひよう情じようのクロノスの言葉。

　オルフィナは、ふ、と微笑ほほえんで、その瞳ひとみを覗のぞきこむ。

「馬ば鹿かだな。そんなはずない。

　クロノス、おまえとフォルセティは私の救いだったし、世界は確かに素す晴ばらしくて、それを私は愛していた。

　ただ、それ以上に大切なものを見つけてしまっただけ。

　そしてそれを世界のために失ったという事実は、どうしたって心にのこる。それだけのことだよ。

　結局、どこまでもぼくの我わが儘ままだけれど」

「アストリア……」

　覗いた瞳を逸そらして、クロノスは吐と息いきを吐ついた。それから、仕方ないなと言うように、述べた。

「……それなら、性せい急きゆうに事を運べば、本当の望みに間に合わせる事も可か能のうなんじゃないかな──つまり王子様との再さい会かいって意味だけど」

　クロノスのその言葉に。オルフィナは茫ぼう然ぜんと──耳を疑うたがう。

　今、なんて言った。

「で、でも……空神も海神も、大いなる神々はそろって力が弱っている今、いくらぼくが──ぼくは、誰と子をなせば……」

　そんな理想的な事じ態たいになるというのだ？

　クロノスは呆あきれ半分という感じで、平然と説明をする。

「前にも言ったろう？　君の力は十分なんだ。つまり、相手は誰でもかまわない。神々にこだわる必要が無いのは知っていると思うけれど、たとえば虹にじの造つくり部べ、森の主、雨の聖せい霊れい──」

　クロノスはそこで一いつ瞬しゆん言葉を途と切ぎれさせ、オルフィナを見つめて続けた。

「──なんなら、ドラゴンでもいい」

「……………」

　その言葉に、オルフィナは呆ほうけたようにしていたが、間もなく言う。

「……それは……たとえば人であってもいいと言うの？」

「そりゃ、そうさ。……神官あたりに、意中の者でも？」

「違ちがう……その、こんな事が赦ゆるされるのかは知らないけれど……それなら、ぼくがこちらの世界にいながらにして産み出した子がいたとして、それでも大地神に不足は無いと？」

　その、我われながら突とつ拍ぴよう子しもない考えに、さすがにクロノスも啞あ然ぜんとなる。

「そりゃ……出来ない事はないだろうけど……いまは一いつ刻こくも早く君が戻ってくることが先決で、そんな無む謀ぼうは赦されないことではないかと……」

　めずらしく言いよどみ、困こん惑わくを表す。

　その言葉に、オルフィナは顔に光を差して、勢いきおいづく。

「不可能ではないんだね？

　それなら、ぼくは神々にそれを願い出たい。是ぜ非ひにだ。それが叶うなら──」

　もう、他ほかに何も望まない。




　すでに歓かん喜きに触ふれたかのようなオルフィナのその様子に、クロノスはひとつ溜ため息をついた。

　どうしても。自分では彼女に喜びを与あたえることが出来ないらしい。

「神々ならば、いま、既すでにその願いを享うけとったのではないかな。

　でもやはり──どうかと思うよ。おれは。

　随ずい分ぶんな型かた破やぶりには違いないし、なにより──」

　仮にそうしたとして、アストリアがすぐにも子を孕はらめるという保ほ証しようもない。──こちらにいれば、それはたやすいことであるけれども。

　その間にも、人の姿すがたをしたオルフィナは、どんどん命を進めてしまう。

　そうして早くに命を縮ちぢめてなお、いつまでも次代を遺のこせなかったなら。

　その間も世界は崩ほう壊かいへと進み──世界は絶望に慟どう哭こくすることだろう。

　アストリアを失ったあの日のように──いいや。

　それ以上の。




　アストリアを失ったあの日のことは、今でもはっきりと思い出せる。




　忘わすれられるはずがない。

　アストリアに置いて行かれたあの日のことは。

　あの暗い部へ屋やで。一瞬だって目を離はなしたつもりなんて無かったのに。

　同じ牢ろう獄ごくにいて、いつだって存そん在ざいを同じ空間に捉とらえていたのに。

　なのに消えてしまった。ある瞬間を境にして、無くなってしまった。跡あと形かたもなく。

　地に落ちた鎖くさりだけが、ひとつきりの名残なごりだったかもしれない。何の変へん哲てつもないと言うように、歪ゆがみもせず千切れもせず綺き麗れいなままで、まるでそこが定位置だったとでも言うかのように。ただそこに転がっていた鎖だけが。

　裏うら切ぎられたとか、見み捨すてられたとか、そんな思いすら浮うかばなかった。

　ただ、信じられなくて。フォルセティも自分も、いつものように泣くことさえ出来なくて。茫ぼう然ぜんと、異変に気付いて現あらわれた神々を迎むかえて、問われるままに不意の消失を知らせて。




　その日から、世界は寒く昏くらい世界になった。




　その様を、まるで夜だと形けい容ようするものも中にはいるけれど、夜はもっと良いものだ、とクロノスは思っている。知っていた。

　月は出るし星は瞬またたくし、秘ひめ事を囁ささやくのも夜が似につかわしいからそのぶん昼間は輝かがやくし。

　何より、必ず朝が来るから。




　神々はそれきり世界の現げん状じようにかかりきりで、クロノスたちを叱しつ責せきも詰なじりもしなかった。そうしてくれたらまだ救われたのに。大地神相手じゃ獣けものに何が為せるはずもなかったと、はじめから放置されていた。

　それが、余よ計けいに居いた堪たまれなかった。

　木々が枯かれて、大地が乾かわいて、川が干ほされて、生き物が弱って。

　世界はみるみる生気を失って。

　そんな、失速して堕おちるばかりの世界になって。

　そんな中で。ひたすら闇やみ世よに同化しながら暮くらしていた。

　深い深い空くう虚きよに、絶ぜつ望ぼうすることさえ出来ずに。

　──自分はアストリアのために何かは出来ないけれど。

　それでもきっと黙だまって消える前に一言くれるくらいには、頼たよってもらえる存そん在ざいだろうと自うぬ惚ぼれていたのに──アストリア。アストリア。アストリア。




　アストリア。

　目の前に立つ少女姿の彼女を見る。

　かつてよりは、いくばくか幼おさなく見えるような、そうでもないような。

　神であった頃ころのアストリアは──というより、元々神族というのはどこか年ねん齢れい不ふ詳しようの気があるものだから、その気分次し第だいで子どもにも大人にも成り得るものなのだ。

　アストリアもそんな感じだった。

　それが、今では人の姿だ。

　たんに人型というのではなく、確かな人ひ間との──

（そういえば、元の身体からだをどこにやってしまったんだろう？）

　そんなことをクロノスは思う。

　どうやらこの姿で還かえるつもりらしいから、もしかしたら疾うに廃棄してしまったのかもしれない。だとしたら余あまりに勿もつ体たい無ないことだけれど。

（それも、アストリア流のけじめなのかな）

　或あるいは、執しゆう着ちやくだろうか。

　拘こだわりなど無いのかもしれないし、もしかすると惜せき別べつであるのかもしれないと、ぼんやり思う。

　アストリアが、黙だまり込こんでしまったクロノスの瞳ひとみをのぞいて、唇くちびるを開く。

「クロノス？」

　幸福に等しい、その音。

　クロノスは自然と微笑ほほえんで、それから、眉まゆ根ねを顰ひそめて。

　ふたたび言葉の続きに戻った。




「なにより──これ以上のアストリアの損そん失しつは、世界には痛いた過すぎる」

　オルフィナとて言われるまでもなく、それくらいは察することが出来た。

　何やら他に思うところでもありそうなクロノスの様子に内心首を傾かしげながらも、言う。

「それでも──たとえ、罵ののしられようと蔑さげすまれようと……ぼくはそれを望むよ」

　いまここでの会話を享うけ、すでに神々はどうするべきかと相談をしているはずだ。

　その結けつ論ろんがどういったものとなるかは、まさに神のみぞ知ると言うところではあったが、オルフィナはとりあえず訪おとずれたその一条の光明に、縋すがるような喜びを寄よせていた。

「ぼくが創つくった──自覚はなかったけれど──世界だもの。

　どうしたって愛いとしい。離れたくないと言う想おもいを分かってくれるだろう？」

　それはクロノスに告げた言葉か、神々に向けたものか。

　返事を返したのはクロノスだったが。

「アストリア──分かることは出来るけれど、そうそう納なつ得とくはしてあげられないよ……おれには、あの世界が幼よう稚ちなジオラマ以上に感じられない……」

　そんな世界で。大切な、何より大切なアストリアが無む駄だに生きてゆくことなど耐たえられないとクロノスは言う。

　オルフィナは、ちょっと苦く笑しようしてから、

「あの世界がささやかなつくり物にしか見えないと──いくつもの世界を知っているクロノスが──言いたい気持ちは、ぼくにだって分かるさ」

　世界を全く知らないでいた自分を自じ嘲ちようする。そうしてから、「でも」と付け加える。

「ぼくにとっての最上位は、どんなに稚ち拙せつだろうとあちらだよ。

　──あの世界の大陸が、かつての大地神の亡なき骸がらによって創られているということには気付いていた？」

　その言葉には驚おどろき、首を傾かしげるクロノス。

「消しよう滅めつしたはずの？　大地神の──亡なき骸がらだって？」

　そんなものが存そん在ざいしていたことすら、わけが分からないという顔をする。

「ぼくも、この間気付いたばかりだ。

　──幼おさないぼくが世界を創れたのもそれ故ゆえかもしれないね」

　世界の基もとになったと言うことは、それはどこの世界にも無いものであったはずだ。

　それを見つけた事も、世界を創る基き盤ばんとした事も。確たしかに出来過ぎのように感じられた。

　クロノスも、それにそんないくつかの疑ぎ問もんを投げかけてきたが、自分にだって分からぬことだ。「どうしてこんな所に、だって？　さあ……大地神も死ぬ時は人知れず逝ゆきたかったんじゃない？」適てき当とうな返事を返す。

　それを聞いたクロノスは、「猫ねこじゃあるまいし……」と呆あきれたような苦い顔をした。

　そもそも神が『死ぬ』などありえないことだった。

　年月を経へた神々は、やがて新たな神を生み、代だい替がわりをはたす。その後は聖せい霊れいや世界の一部になって、その永ながき刻ときを生き続けるものだ。

　だが現げんに。いまこうして在あるということは、確かに死に消えていたのだろう。

　あの世界にいられなくなるような何かがあって？──考えかけ、しかし自分などには到とう底てい思いもつかないことだと、オルフィナは思考を中ちゆう断だんした。

　代わりに、ひとつの告白をする。

「ぼくの──アストリアの軀からだも、実はあの大陸の一部に埋うまっているよ」

　クロノスは、驚いた顔をしつつも、何も言わない。

　オルフィナは続けた。

「だからね、クロノスがこの軀を壊こわそうという手しゆ段だんに出なかったのは、実は有あり難がたかった」

　いれものを壊されては、そのまま世界に在り続けることなど出来なくなっていただろうから。

「……壊せるはずが無いだろう、アストリア。

　おれはアストリアに対して、そんな無礼を行使出来る立場に無い」

　そう言ってから。もし、と続ける。

「もし──おれが壊していたら……その時はおれと共に戻もどろうと思ってくれていた？」

　オルフィナは、静かに首を振ふって答えた。

「そうしたら、ぼくはまた違ちがう世界へと逃げるだろう。決してあの世界に戻るという選せん択たく肢しは選ぶまいよ」

「頑がん固こだね」くすりと笑う。

「そうまでして、そんな絶望にまみれて生まれた軀に居い続つづけたいもの？」

　どこか揶や揄ゆするような響ひびきを含んだその外れた言葉に、オルフィナは思わず笑えみを零こぼす。

「クロノス、お前、何か勘かん違ちがいしてやいないか？

　ぼくがこの身を創つくったのは、決して絶ぜつ望ぼうゆえじゃない。むしろ、逆ぎやくだよ」

「？」

「希望だよ。自由に動ける身体からだ、自由に使える身体。束そく縛ばくなどない、ぼくの為ための。

　そんなものを欲ほしいと願った。その想おもいこそが源みなもとなんだ」

「……」

　茫ぼう然ぜんと、オルフィナの顔を凝ぎよう視しして。

　それから、思い詰つめたように、クロノスは目線をずらす。

「あの時……」

　独どく白はくのように、クロノスは呟つぶやいた。

「あの時、一体どうやってあそこを出たの？」

「────」

　その問いは、今まで聞かれなかったことが不思議なような気もするし、こうして訊かれたことが意外でもあった。

　オルフィナは黙だまってクロノスの顔を見る。さりげなく逸そらされたその横顔から表ひよう情じようをうかがうことは出来なかった。

　あの時。

　確かく認にんするまでもない。

　神々の鎖くさりを脱だつして、世界を脱した。あの時。

　くすりと微び笑しようが洩もれる。それに、クロノスが不ふ審しん気げな顔でこちらを向いた。

　苦く笑しよう気味に、言う。

「あの時、か……あの時のことは、実はぼくもよく分かっていないんだよ」

「そんな、アストリア──」

「拗すねるなってば。本当なんだから。

　あの時は──」




　思い出す。──いや。忘わすれられない。

　涙なみだは涸かれないものだと絶望は終わらないものだと、身をもって知っていた。あの頃ころ。

　日々は変化なく苦く痛つうで、日々は変化なく悲ひ劇げきだった。

　救われることなど有り得ないと知ってしまっていた。

　そんな。そんな中に。




　不意に呼よび声が聴きこえた。

　アストリアだった自分は嘲ちよう笑しようを浮うかべるしかなかった。

　幻げん聴ちようなど、耳に馴な染じんで久ひさしかった。




　不意に光明が見えた気がした。

　アストリアだった自分は嘲笑を浮かべるしかなかった。

　まだ夢ゆめみたいな願いをあきらめきれない我わが身を叱しつ責せきしたい気持ちになった。




　不意に救いの手を感じた。

　アストリアだった自分は嘲笑を浮かべるしかなかった。

　未いまだに甘あまえた夢む想そうを捨すてきれていない自分が痛いたましかった。




　──不意に。理解した。




　アストリアだった自分は嘲笑を浮かべることが出来なかった。

　左手首に食い込むような銀色の輪も、そこから伸のびた鎖くさりも、あたりを覆おおう闇やみも、張はり巡めぐらされた牢ろう獄ごくの壁かべも。すべてがなんでもないことのように思えた。

　どうすればいいのか、昔から知っていたかのように。

　アストリアだった自分は──飛んだ。

　世界を脱する術すべはそんな程てい度どで事足りたのだ。

　その事実に、今までの永い苦痛を──やっと──嘲わ笑らって。

　そうして。




　アストリアだった自分は。アストリアを忘れた。

　新たな大地で、新しい夢を見るそのために。







「あの時は……ただ夢中で。今となっては思い出せるほどの事もないんだ」

　オルフィナは、ただそれだけを言った。

　その返答に、クロノスは納なつ得とくはしていなくとも、それで諦あきらめたようだった。

「そう」とだけ返事をして、もう何も言わない。
















「──もし……」

　しばらく足元を見つめていたオルフィナは、やおらクロノスに向き直ると、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「もし、世界と神々に赦ゆるされて。再ふたたびあの世界で暮らすことになったなら……

　その時は、クロノス。君もぼくと共に行く？」

　その誘さそいに、クロノスは悩なやむことなく首を振ふった。

　誘ってもらえたことは嬉うれしいが、それ以上の思いを抱いだくことは出来ないと言う。

「おれは、人の姿すがたで暮らしつづけることも、羽を広げて空を飛べないことにも耐たえられないと思う。

　──それに、アストリアがやがてこちらの世界に『還かえす』大地神のもとに、いてあげたいとも思う……」

　少々気が早いとも言えるその願いを、自嘲するように微わ笑らって。

　力を有し、縛しばられることなく自由を与あたえられるであろうその者とは、すぐにも並ならんで空を飛べるだろうと、気の早い、甘い夢まで見て。

　アストリアのそばにいられないことだけが、心残りではあるけれど──と。

　その返事に、オルフィナは肩かたを落とす。

「そうか……残念だけど。でもそうしてくれればぼくも嬉しいかな。

　ぼくは、その次代神の面めん倒どうや成長を見ることは出来ないのだろうから──」

　そう語るオルフィナは、既すでに神々と世界が、そうすることを赦ゆるしてくれると言う確かく信しんがあった。

　自由を奪うばわれ、泣き暮らしてはいても、彼らが自分を愛していないわけではないということは、いつだって感じていたのだ。

　海なる母も、空なる父も。風も、草木の露つゆでさえ、大地神アストリアを慈いつくしんでいた。

　その優やさしさをうけてなお、逃にげることを選んだのは──純じゆん粋すいに耐えられなかったからだった。

　それすら、繫つながれた理由──弱さの証しよう明めいでしかなかったが。

　人の姿であれば神として暮らすよりは早くに次の神を産み出せる。神の創そう造ぞうは、おしなべて気長なものであるからだ。

　人が孕はらんで十月で産むものを、神々はそれこそ十倍以上の刻ときをかけて、ゆっくりゆっくりと生成していく。

　それは、星が幾度廻めぐろうと、死とは縁えん遠どおい神々だからこその、刻の概がい念ねんに疎うといやりかただったが──それが滅めつ亡ぼうの涯がい際さいとなった今は、壁となっているのだ。

　いまさら覆くつがえせないそのやりかたよりは、生き急ぐ人間ならではのやりかたをなぞろうと言うオルフィナの望んだ手しゆ段だんは、確たしかに悪くない選せん択たくなのだった。

　問題は、それを赦してなお、それがなかなか為なせなかった場合だ。

　大地神としての命の刻は急速に進み、もどらぬ支し柱ちゆうによって世界はただ崩くずれてゆく一方となる。

　そうなったら、輝かがやく世界は確かな破は滅めつを迎むかえるのだ。

　否いや応おう無なしに、パチンと砕くだけて。

　それでも、オルフィナは最後まで駄だ々だをこねるつもりでいた。

　既に十年待てたのだ。今いま更さら一年や二年待ってくれても、一体どんな違ちがいがあるというのか。

　あんまりな言い分であることは自覚していた。

　けれど、無茶であろうとなんであろうと。

　折せつ角かく得た希望を簡かん単たんに手放すことなど──出来るはずもない。




　　　　２




　もう二度と逢あえないはずの者が、ひと月も経たたないうちに、あっさりと再び姿を見せたことに、ディオンは啞あ然ぜんとした。

　眠ねむっていたところをたたき起こされ、拍ひよう子し抜ぬけしたと言ってもいいほどの再さい会かいすらあわただしく、更にとんでもないことを言ってくる。第一声から「子どもが欲ほしい」ときた。

「子ども、だって？」

「そう」

　めまいを感じつつ、言葉を返す。

「……言わせてもらうが、俺おれは今まで子どもを誰だれかに産ませた記き憶おくはないぞ」

「欲しいのはディーの子どもじゃなくて、ぼくの子どもだよ。──そう約束したんだ」

　そうしなれば、この再会すら水に流れてしまうのだと、オルフィナはディオンに説明した。

「──相手は誰でもいいんだ、とにかく早く……」

　焦しよう燥そうすら感じたように言うオルフィナのその台詞せりふに、ディオンは戸と惑まどう。

「誰でもって……おまえ」

　その真意がつかめず、引いた気分で少女を窺うかがう。

　その程てい度どの事なのだろうか、これは。少女にとって。

　自うぬ惚ぼれていたわけではないが──いや、多少はあったけれども──、脱だつ力りよく感かんがディオンを襲おそった。

　しかしそれは、本来覚かく悟ごしていた事じ態たいでしかない。

　信しん頼らいのおける相手に、オルフィナを託たくして。以後もルフィニア家の当代としてのオルフィナと、こちらは王家として、懇こん意いに。交流は続けて。そうして。

（そうして、時にはオルフィナの口から旦だん那なの惚のろ気けを聞いて──？）

　想そう像ぞうしただけで、その誰かを殴なぐりたくなった。

　落ち着け、と自分の立場を自覚して、胸きよう中ちゆうをなだめすかす。

　そこで自分が怒おこる道理がない。結局──

（オルフィナ離れ出来ていないのは──俺の方、か）

　黙だまってしまったディオンの瞳ひとみを、オルフィナが首を傾かしげて見み詰つめてくる。

（覚悟はしていたはずじゃないか）

　無む理り矢や理りに納なつ得とくをすると、平気な振ふりを保たもちながら、ディオンはオルフィナの相談に応おうじてみせた。

「子どもがいなくなってもいい相手……ねえ……」

　そもそもオルフィナは一応とはいえ侯こう爵しやく家けの一人ひとり娘むすめである。どうしたってそこらの平民相手と言うわけにはいかないのだった。とはいえ、爵位を持つ家との結けつ婚こんでは、家の存そん続ぞくのため、子どもが必ず必要となる。

　ルフィニアの家にも、先だっての式典の日のお披ひ露ろ目めにより、既すでにいくつもの申し込こみは来ていたそうだ。だが──

「やっぱり、全然知らない人ばかりだからはっきりとは分からないけど、子どもは不要とは言わないだろうなあ……」

　いっそのこと、平民相手でも、あるいは婚こん姻いんの形をとらなくても……とオルフィナがヤケともとれるような事を平然と言うのに至いたって、さすがにディオンは不ふ審しんな気持ちを抱いだく。

　オルフィナの真意がつかめなくなってきたのだ。

　還かえれば向こうは素す晴ばらしい世界で、オルフィナが苦しむ事も──使者の言葉を信じれば──もう無くて。それでもこちらに居いたいと言う。けれどこちらに居て、したい何かがあるのかと思えば、誰とも知らない相手と子どもを持っても構かまわないと言う。

　滅め茶ちや苦く茶ちやじゃないか。

　そうまでしてこの世界に留とどまろうという、その理由が全然見えない。

　ディオンは、疑ぎ問もんをそのまま口に出した。

「分からないな……フィナ……お前、どうして……」

　どうして。

「そうまでして、この世界にいようとしてくれる？……勿もち論ろん、それは俺にとっては嬉うれしいことなんだけれど……」

　お前の望みは──いったい、どこにあるんだ？




「そんなの、決まってるじゃないか」




　躊躇ためらう様子もなく、するりと言葉は返ってきた。

　懇こん願がんのような、切実さを添そえて。

「ぼくは、ずっと……ディーのそばに……。

　ディーと、同じ世界にいたいんだよ──」

　願いなんて、ただそれだけだと言いたげな、真しん摯しな瞳を向けられて。

　ディオンは水を飲むような心持ちで、悟さとった。




（ああ、なんだ）

　きっと、彼女も疾とうに──

　自惚れではないだろう。もはや。




　王の自覚。王家の責せき務む。国の為ために、守るべき約定。殺すべき個こ人じんの望み。

　そんなものが、すべて小さな事に思えた。

　大だい丈じよう夫ぶだ。そばにいられると少女は言う。

　多少の問題はどんなときにも存在するものだ。今回のものが、取り立てて難なん関かんとは思えなかった。

　先日の別れの時より、遥はるかに展てん望ぼうはひらけているのだ。たとえば子どもが生なせないことなども、先例はないが、認みとめられる範はん疇ちゆうだ。どうとでもなる。

　ここで、自ら手を離はなすような愚おろかはしたくなかった。出来なかった。

　だから。大丈夫だと信じる事にした。ディオンは口を開く。

「なあ、フィナ？」

「うん？」

　柄がらにもなく緊きん張ちようしていることを自覚した。

　それでも、いまさら止めるわけにはいかないのだ。

「なら。いっそ、その相手って言うのは──俺であっては駄だ目めだろうか？」

「え──」

「……世界のためとか、そういう事でなくてさ。

　これからもずっと、俺の一番近くで──一番近くに、居いて欲ほしいと思ってる」

　その、言葉と。眼まな差ざしに添えられた、十年分の想おもいに。

　オルフィナは瞳ひとみを大きくした。




　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたまましばらく何も言わないオルフィナに、ディオンは躊躇いがちに付け加える。

「それとも……俺じゃ、嫌いやか？」

「そんなこと……」

　生しよう涯がいを、彼と過すごすなどとは、夢ゆめにも思ったことはない。

　だが──それ以上の願いなど、はたして自分にあっただろうか。

　オルフィナは、掠かすれる声で、つぶやく。

「それは……でも、ディーは……」

　それでいいの？　と問いかける。

　いつかはたがいに伴はん侶りよをとり、離れて暮らすことを常つねに言ってきた。それは他に想おもう者があってのことではなかったのか。

「フィナ」

　咎とがめるようなその言葉も、微笑ほほえんだ顔を見れば優やさしく響ひびく。

「何度おんなじことを言わせる気だ？

　──俺の一番はフィナだよ。これまでもこれからも、ずっとだ」

　その言葉に、とうとうオルフィナは泣き出した。




「……もう、泣かないんじゃなかったのか？」

　優しく抱だきとめたまま、苦く笑しようして言う。

「ディーの、前だから……」いいんだ、と、か細く呟き、次々に涙なみだを流す。

　今までのような悲しみによるものではないそれは、ディオンにとっても暖あたたかいものだったから。

　無理には止めず。そのまま、頭を撫なぜるにとどめておいた。







「──でも、ディーは次の王様なのに、子どもの事はどうするつもりなの？」

　寝しん台だいの端はしに仲良く腰こし掛かけ、手を繫つないで。

　確たしかに訪おとずれる、これからの話をふたりは次々に交かわし合っていた。

　今までは想そう像ぞうすら出来ずにいたその時間は、とてつもなく倖しあわせなもので。

　ふたりはひどく饒じよう舌ぜつだった。

　だから、ふと言ったオルフィナのその言葉で訪れた少しの沈ちん黙もくは、ひどく際きわ立だった。

　けれどその沈黙も、今はさほど重くはない。

　繫いだ手のその指先を、互たがいに絡からめたり解ほどいたりしながら、そうだなあ……と頭を捻ひねるのさえ、なんて前向きな時間だろうと思えた。

　ちらりとオルフィナを見る。

　いつもの男だん装そう姿すがたではない。白を基き調ちようにした、派は手でではないが妙みような造つくりをした装しよう束ぞくを身に纏まとった彼女のその姿は、なぜだかディオンの目に新しん鮮せんに映うつりこむ。

　そのせいか、──決してそれを意い識しきしてしまうような形の服ではないのだが──何を着ても良く似に合あう、と惚ぼけたことを思いつつも、柔やわらかそうな布ぬの地じの下の、普ふ段だんは気にならないはずの曲線がやけに意識されて仕方ない。

　指先から、布越ごしに触れ合った肩かたや腕うでから、オルフィナの熱が伝わってくる事がくすぐったくて。彼女もこうして自分の体温を感じてくれているのだろうかと思うと、ひどく気持ちがそわついた。

　多分、自分は浮うかれているのだ。

「まあ、真っ当な解かい決けつ策さくは……」

　気を紛まぎらわすようにそれを言いかけて、口ごもる。

　まさかオルフィナ本人を目の前にして、余よ所そに愛人を囲う話など出来るはずがない。

　だが、オルフィナは気にしない様子でさらりと言う。

「ぼくが無理なら、誰かお妾めかけさんかなあ」

「…………」

　ディオンはその言葉に、また微び妙みような違い和わ感かんを感じて、戸と惑まどう。

　別に思いきり嫉しつ妬とをして欲ほしいというわけではないのだけれども──おそらくオルフィナの、このどこかずれたような感覚は、特とく殊しゆな経けい歴れきに由来するものなのだろう。

　一々動どう揺ようしていたら身がもたない、と自分に言い聞かせる。

「でもよそで創つくるまえに、まずぼくと創ろうね？」

「……………………」

　ごん、と何かに頭ず突つきしたいような衝しよう動どうを抑おさえて、深しん呼こ吸きゆうをする。

　一々動揺していたら身がもたない、と胸きよう中ちゆうで繰くり返す。

　どうせ深い意味があるわけではないのだ。それとも──まさか誘さそってるのか？

「ディー？」

　小首を傾かしげてこちらを窺うかがう無む垢くな瞳ひとみを見て、あっさりと悟さとる。

　いくら今が深夜で、ここが寝しん台だいの上でも、それだけはありえなかった。

「ああ、そうだな。最さい優ゆう先せん事じ項こうだもんな」

　返した言葉は、多少投げ遣やりになった。それでもオルフィナは、うん、と真ま面じ目めに頷うなずいた。

「人は十と月つきで生命いのちを生めるんだよね。初めて聞いたときは驚おどろいたよ。急きゆう拵ごしらえだったぼくでさえ、神は十年ほどはかけたというのに」

　その言葉には純じゆん粋すいに驚いた。

「へえ。やっぱり神様は特別なんだな。しかし……フィナ、おまえそんなに長く腹はらの中にいたのか」

「？　なに言ってるの。神々は人と同じように子を生なすわけじゃないんだよ。

　便べん宜ぎ上父母と言う呼よび方はしても、実は性せい別べつなんて関係ないから女め神がみ同士だとかでも子どもは創れるし。そもそも一対でなく単体で子どもを創れる神も結けつ構こういたりね。

　一いつ辺ぺん倒とうではないという意味では、まさに千差万ばん別べつだよ。ぼくは多分、そのごく一部しか知らない」

　その壮そう大だいさにはさすがにディオンもぽかんとなっていると、オルフィナは首を傾げて、さらに続けた。

「たとえば──海神の涙なみだと空神の吐と息いきでその基もとを創られて、地中深くで見守られながら形成されたのが、今の大地神──ぼくのことだけれど。

　人は、皆みなが同じやり方で子どもを創るんでしょう？　それも、却かえって不思議だよね」

　啞あ然ぜんとしていたところにかけられたそのセリフに引っかかるものを感じて、ディオンは言葉を取り戻もどす。

「ってフィナ、何でそこで疑ぎ問もん形けいなんだよ」

　思わず出たディオンの突つっ込こみに、オルフィナは微び妙みような顔で目を逸そらして、何やら言葉を濁にごす。嫌いやな予感がした。

「まさか、知らないのか？」

　冗じよう談だんのつもりで訊く。

　オルフィナは、恥はじるように少し赤面して、言い訳わけのような答えを返した。

「……ぜんぜん知らないわけじゃないよっ、女の人がお腹で育てて産むんだろう？　そうなるいくつかの手しゆ段だんは知ってる。

　人間のやり方も、多分そのどれかだと思う」

　くらり、としばし暗転した頭を抱かかえて、ディオンは瞑めい目もくする。

　今日、何度目の眩暈めまいだろう。けれど──

（なんとなく、分かった）

　彼女が照れる様子も恥じらう様子もなく、はきはきと『子どもをつくろう』などと言えたわけ。

　まさか、無知ゆえだったとは。

「……にしてもお前、神様やってたくせに、そんなことも知らなかったのか？」

　やさぐれたような気持ちでそう言ってやると、オルフィナは首を振ふって応こたえた。

「神は確たしかに世界を創つくるけれどね、すべてを知っている必要はないんだよ。──勿もち論ろん、知っていてもいいし、その方がより入り組んだ世界を創れるのは事実だけれども……。

　世界には、世界で在ろうとする意思があるんだよ。種た子ねを蒔まけば、ほうっておいても花が咲さいたりするだろう？　そんな感じ。

　零ゼロを一にしてあげれば、そこが世界だということを世界に認にん識しきさせれば、あとは、それこそ自然の力で、

　世界は自力で動いてゆくんだ。

　だから──」

　そこで、俯うつむけていた視線を、ちらりとこちらに向けた。ディオンが訝いぶかる前に、またそれは逸らされ、言葉に戻る。

「だから、怖こわいのは。無知より、寧むしろ思い込みのほうだよ。

　世界の修しゆう正せい力りよくは、所しよ詮せん神の意志の下にあるから。

　行使されたその指向には逆さからえないで、そのまま順じて世界は構こう成せいされてゆく」

「ふうん。詳くわしいんだな」言ってから、彼女自身もその創そう者しやの一人であるということを思い出す。

「じゃあ、お前も『創った』ことがあるのか？　世界を」

　その何気ない問いに。何な故ぜだかオルフィナはあからさまにぎくりとなった。それでも何とか弱い笑えみを見せて、答える。

「まさか……ぼくは未み熟じゆくが高じて囚とらわれの身となっていたんだよ？　そのぼくが、そんなことを出来たと思う？」

　強がるように否ひ定てい的なその声は、しかし震ふるえていて。

　繫つないだ手は硬く強こわ張ばっていたけれども。

　ディオンは「そうか」と知らぬ振りをした。

　言いたくないことだってあるのだろう。それはそれで構かまわないのだ。

　いまこうして横に並んで、これからを共に歩けるということ。その事実があれば。

　彼女の抱える、想そう像ぞうもつかない大きな荷がまだ幾いくつもその身に潜ひそんでいるのだとしても。これから、どんなふうにも軽くしていけると、ディオンは疑うたがうことなく信じている。




（まったく……）

　甘あまえたがりなくせに、肝かん心じんなところではいつだって、ひとり背せ負おい込んで平気な振りをしてみせる、そんな仕方のないやつなのだから。

　こちらは疾とうに心に誓ちかっているのだ。

　中身を見せない荷であっても、出来る限かぎりは支ささえてやろうと。

「まあ。なんにせよ、あの世界と俺おれたちのために、早く沢たく山さんの神を『産んで』やろうぜ」

　話題を変えるつもりで言ったその言葉に、オルフィナは奇き妙みような顔をする。

「たくさん？」

「？　なんだよ」

「いや、ええ？　あれ……」とぶつぶつ呟いていたオルフィナが、不意に驚おどろいたような顔を見せた。それは、なんとも明るい笑顔で。

「ディー、ぼく思い違ちがいをしていたかも。おかしいな、ちゃんと十月って知っていたのに」

「いや、何の話だ？」

「子どものことだよ。ぼくはてっきり一度産むだけでも精せい一いつ杯ぱいで、再さい度ど創るためには永ながい時間と力の蓄たくわえが必要だと思い込んでいたのだけれど、神々ならともかく、人間にはそんな必要はないんだよね。なら、二度目三度目をこなす事も、不ふ可か能のうじゃないんだ」

　本当にうっかりしていたよ、とはしゃぐオルフィナのセリフに、おぼろげながらディオンにも言わんとしていることが摑つかめて来た。

「つまり、なにか？　向こうに還かえすのは、一度だけでいいってことか？」

「そうだよ」くすりと言う。「だって、ぼくの代わりを届とどけることが約束なんだから。『ぼく』はひとつきりしかいないだろう？」

　なるほど、と思う。しかしそれなら──と口にしかけた言葉は、そのままオルフィナに奪うばわれた。

「これなら、お妾めかけさんも必要ないね。ディーはぼくだけを見ていてくれてもいいんだ」

　嬉うれしそうなその様子に、まったく気にしていなかったわけではないらしいと気付いて、ディオンは妙に安あん堵どする。

「目指せ子だくさん、だな」

　おどけてそんなことを言えば、オルフィナも笑う。

「そうか、公式には三人要いるんだったっけ。じゃあぼく、最低でも四人は子どもを産まないといけないね」

　額ひたいが触ふれるほどの距きよ離りで、二人はくすくすと笑いあう。

　こんな幸福な、未来に夢ゆめを見られる時間を持てる日が来るなんて、と。

　もう、今日何度目になるかも分からない確かく認にんを、胸中で繰くり返しながら。ふたりは眼まな差ざしを柔やわらかに交差させて。暖あたたかな指先を交こう互ごに絡からめる。

　その流れに沿そうように。ディオンは、つ、と軽く手を引いた。

　オルフィナは少し驚いたようにして、それからすぐにまた微笑ほほえんだ。抵てい抗こうすることなくそのままディオンに凭もたれるようになって、「ありがとう」と呟つぶやいた。

「ん？」

　何に対する礼なのかが分からずに、ディオンは首を傾かしげる。

「こんな大きな、ぼくのわがままを聞いてくれて。ぼくは結局ディーに……」

　厄やつ介かいを掛かけっぱなしで。嬉しいけれど申し訳わけないなと、詫わび入るように言こと寄よせる。

　それを聞いて、

　ディオンは、しばらく何も言えなくなった。

　愕がく然ぜんとしてしまったのだ。

（──冗じよう談だんだろう？）

　腕うでのなかで、こんなに倖しあわせそうな顔をして。

　なのに。

　唇くちびるに乗せるのは甘あまやかな睦むつみ言どころか──謝しや辞じでしかないだなんて。

　あんまりと言えばこれほどあんまりなことも無い。

　どうやら──ここまで来てもまだ──彼女にはディオンが妥だ協きようして我わが儘ままに付き合っている程てい度どにしか伝わっていなかったらしい。

　こうまで筋すじ金がね入いりだと、もはやどうしていいのか分からなかった。




　ばったりとディオンは寝しん台だいに倒たおれこむ。

　脱だつ力りよくしたディオンの、その唐とう突とつな行動に、オルフィナは少し困こん惑わくしたようにして、どうしたの、とこちらを覗うかがう。

　一人で浮うかれているのが馬ば鹿からしくなってきた。

「ディー？」

　その、まっすぐな眼まな差ざし。

　どうしたら分からせてやれるのだろう。

　勘かん違ちがいなどではなく、想おもいはこんなに確たしかに重なっているというのに。

　ディオンはいい加か減げん考えるのが嫌いやになって、そのままぐいっとオルフィナの腕を引いた。

　ばふっ、と隣となりに倒れこんだその顔に、上半身だけ起きあがり上から覗のぞき込むようにして

「分からずや」と言ってやる。

　きょとんとするオルフィナに、ディオンはそのまま顔を寄せてゆく。

　そうして触れるか触れないかのその位置で、ディオンは一ひと時とき停止して、告げる。

「世界のためとかでなく、って言ったろう？　お前のためでもない。俺は俺のために──」

　だからつまり。もうこれ以上ないくらいに、はっきりと言ってやろう。

「──俺の想いは、疾とうからお前とおんなじなんだよ」

　憮ぶ然ぜんとしながらそう告げて、赤い瞳ひとみを覗き込めば。

　さすがにわかった事だろう。オルフィナはみるみる頰ほおを染そめて、慌あわてて何か言いかけるのを──眼差しで黙だまらせる。

　それから視し線せんでじっと促うながせば。

　さすがにそれを理解はして。けれどもしばし逡しゆん巡じゆんするように、オルフィナは視線を彷徨さまよわせる。

　既すでに逃にげ場なんて、どこにも残していないのだけれど。




　そして。




　──やがてようやく。覚かく悟ごを決めたようにして、きゅっと瞼まぶたで瞳を隠かくす。

　その硬かたい様子にディオンは思わず苦く笑しようした。

　緊きん張ちようしているのは、確かにこちらも同じだが。

　こうまでしないと分かってくれない相手なのだから仕方ない。

「フィナ、……────」

　名前を呼よんで。耳元で、ただ一言を囁ささやく。

　それに。オルフィナは驚おどろいたようにして、一度は閉とざした瞳をまた大きく見開いた。

　そこに映うつった、朱しゆに染そまった自分の顔を見るのも見られるのも気き恥はずかしくて。

　ディオンはふたたびその眼めを閉とざすように、距きよ離りを詰つめることで促して。




　今度こそ──

　ふたりは静かに瞼を下ろして。そっと想いを重ね合わせた。
















　エピローグ　夢の未来へ。







　王族の婚こん姻いんには、手間と時間が掛かかるのが常つねだ。様々な手続きに、方々への報ほう告こくなど。こなすべき雑ざつ事じは山積みとなってあったが、一いつ刻ときの時間も惜おしいものだから、二人は火急の体ていでそれらを進めた。

　そんな最中に、オルフィナはイリシアのもとを訪おとずれた。イリシアには既にディオンの方から報告をしてあったから、今回はそれとは違う用よう件けんだった。

　それを告げると、イリシアは彼を呼び、退たい室しつする。

　現あらわれたフォルセティと二人になると、オルフィナは微笑ほほえんだ。

「久ひさしぶりだね。……怪け我がはどう？」

「おかげさまで。姫ひめさんに聞いたよ……こっちで暮くらせることになったんだな……」

「何だ、もう知ってたか。それを伝えにきたのに」

　フォルセティがペガサスとしての記き憶おくも取り戻もどしていることは、クロノスに知らされた。

　その彼がイリシアをかばい、大怪我をしている時に。面会をし、戻るつもりがないという意思を確かく認にんすると、オルフィナはフォルセティはその怪我により命を失なくした事にしたのだった。

　クロノスにもそう告げた。それを信じたわけではなくとも、神々にいつわれる程てい度どには、クロノスの頭には瀕ひん死しのフォルセティが遺のこっていた。

　フォルセティのほうも、イリシアに対して多少の事じ情じようを──既に悟さとられているのもあって──説明したそうだ。

　それでもイリシアはそばにおくと言ってくれたらしい──オルフィナはその場にいなかったので分からないが──それを語ったフォルセティの様子からは、それ以上の事もあったようにうかがえた。

「飛ぶことはもう生しよう涯がいできないけれど──アス……オルフィナと同じ世界でこれからも過すごせることは、なにより嬉うれしく思っている」

　本来なら一人でこの世界で過ごすことになっていた後ろめたさがあってか、少し申し訳わけなさそうにしつつも、本心、喜んでいることをあらわす。

　それに、オルフィナも満面の笑えみを返した。




　ディオンが王のもとに赴おもむき、結けつ婚こんする、と報告したとき、父王が真っ先に「孕はらませたのか？」と言った事には、思わず苦く笑しようして答えた。

「いいえ。逆ぎやくです」

「逆？」

「孕ませなくてはならなくなったので、結婚するんです」

　いぶかしむ父王に、あえてそれ以上の説明はせず、ただその許ゆるしをもらった。

　やたらと急せいていることにも不ふ審しんを抱いだかれたが、気づかない振ふりをした。

　そして。婚約から一ヶ月という、王族としては異い例れいのスピードでもって、二人は結婚式を挙げた。

　オルフィナがイリシアの記念式典の日に祝しゆく宴えんに参加していたことも、二人に都合よく働いた。

　幸いにも、あの日に互たがいに見み初そめ合い交こう際さいをはじめたのだという方便は、周囲に大きな説得力を与あたえたのだ。




　そうして半年もすると、オルフィナは身み籠ごもった。

　しばらくはそのままの暮らしを続けていたが、やがてその腹はらが目立つ頃ころになると。オルフィナは、慣なれない王宮勤づとめに心労がたまったのか病やまいに臥ふせった、という事にして国の外れにあるルフィニア侯こう爵しやく家けの領地に療りよう養ようと称しようして引ひっ込こんだ。

　そこでは、数度顔を合わせたことのあったルフィニア侯の奥おく方がたが、自身は妊にん娠しんの経けい験けんがないながらも、一々世話を焼いてくれた。




　そうして間もなく、オルフィナは三つ子を産んだ。

　海の娘むすめと空の娘、そして大地の息子むすこ。

　付き添そっていた産さん婆ばは、その子らが光り輝かがやいて産まれたと、信じられない様子で語った。

　名をつけることもなく、その子どもはかつての世界へ渡わたすことになっていた。

　それが約束とはいえ……多少の寂さびしさと罪ざい悪あく感かんは拭ぬぐえなかった。

　出産の頃に合わせて『病びよう床しようの妻の様子をうかがい』に来たディオンは、その小さな命たちを見つめながらにぽつりと言った。

「俺おれはお前と引き換かえにこの子どもたちを手の届とどかないところに送り出すわけか。

　……いまさら嫌いやだとは言わないが──ちょっと、辛つらいな」

　こうして生まれてきた姿を見れば、その小さく確たしかな命は、容易たやすく手放してはいけないものに感じられた。眠ねむっている手に触ふれれば、きゅうっと握にぎり返してくる。

　その、疑うたがいのない全ぜん幅ぷくの信しん頼らい。それを裏うら切ぎるような複ふく雑ざつな気持ちだった。

　葛かつ藤とうと自じ責せきをするように、眉まゆ根ねをひそめて言うディオンにオルフィナは頷うなずいて、でも、と返事をする。

「確かに会えないことは寂しいけれど……感じることならいつだって出来るんだから。心が重なっていること以上に大切な繫つながりなんて、ないだろう？

　現げんに、ぼくは同じ世界にありながら父母と相対する機会など皆かい無むだったけれど、想おもいや存そん在ざいは感じられたから。会えない、そのことが原げん因いんで苦しんだためしなどはなかったよ」

「感じる……？」

　オルフィナのさほど重みを感じていないような口調と、その言葉の意味が理り解かい出来ずにディオンが首を傾かしげると、オルフィナは不思議そうな顔になって言う。

「あれ？　もしかして……ディーには伝わらないの？」

「いや……だから、何がだ？」

　困こん惑わくしつつ問えば、何って言われてもなあ……とぶつぶつ考えるように呟つぶやいてから、思いついたようにディオンの手をとった。

「口で説明出来る類たぐいのことじゃないよ。

　……目を閉とじて。自分の心を見て。……分からない？」

　何を求められているのか不明ながらも、素す直なおに瞳ひとみを閉とざした。

　心を見る……という難なん解かいな部分は、理解せずとも事足りた。胸むねのあたりに、温あたたかく優やさしい光が、三つ。今は静かに、そこに在あるのが分かった。

　それが、傍かたわらで眠ねむっている子どもの存在であることなども、説明されずともすぐに分かれた。

　なるほど。確かに、説明出来る感覚ではない。

　触れる以上の近しさ、抱だく以上の愛いとおしさが、裸はだかのまま胸に迫せまり来るようだった。

　けれど、「ね？」と言いながらオルフィナの手が離れてしまうと。途と端たんにその感覚は遠ざかり、今先のことだと言うのに、もう思い出せなくなった。

「……フィナに触れていないと、俺には無理みたいだな」

　残念そうに呟くと、オルフィナは意外そうに目を丸くした。

「そっか…神しん属ぞくの感覚なのかな？

　……ぼくに依よらないと感じることも出来ないんじゃあ、確かにディーには寂しいことになっちゃうね……」

　落ち込んだように寝しん台だいの上で膝ひざを引き寄よせ俯うつむくオルフィナに、ディオンは軽く苦く笑しようする。

「まあ、そうだが。俺とフィナがいつだって傍そばにいればいいだけの話だろう？　なら、気にするほどの問題じゃないさ。

　今までと何も変わらないままで大だい丈じよう夫ぶってことなんだから」

　そう告げると、オルフィナは少し呆ほうけて。それから、本当だ、とくすくす笑った。







　この三神の返へん還かんには、世界は大いに喜んだ。

　はじめのうちは非ひ難なんもあったその神々の判はん断だんは、やはり間ま違ちがいなかったと。口々に喜びを謳うたいあった。

　薄うす暗ぐらくよどんでいた空気は綵いろを取り戻もどし、さあっと塗ぬり替かえるようにはしる七色の光が、すべてを照らして、すべてを輝かせる。

　乾かわきくすんでいた草木も大地も命や心も、瞬またたく間に潤うるおいを取り戻し、瑞みず々みずしくよみがえる。厚あつい雲は晴れ、柔やわらかな陽ひが世界にもどる。

　流れ出した雲は、祝しゆく杯はいから溢あふれ出す聖せい水すいのようにきらきらとした雫しずくを降らせ、澱よどんだ水を循じゆん環かん濾ろ過かさせ清せい涼りようを呼よび起こした。小さな水たまりに身を寄せていた魚たちは、一いつ斉せいに空へと飛び出す。

　光る鱗うろこの織おり成す、大きな銀のアーチに負けないようにと虹にじの造つくり部べは芸げい術じゆつ的な色を空に置き、その横を翼つばさ在あるいきもの達が褒ほめ称たたえながら過すぎてゆく。

　地上では夜の中から解かい放ほうされた人々が祭りを催もよおし、街は飾かざりで豪ごう奢しやにいろどられ、賑にぎやかに音と光を瞬またたかせている。

　世界は、歓かん喜きに満ち溢れていた。光。光。光だ。失なくしてより一時の忘ぼう却きやくも無く、ただただ望み求めていた遺い失しつが、いま、やっと世界に舞まい還かえってくれたのだ。

　かつて以上の至し宝ほうとなって。

　実のところ、海神、空神を始めとする神々は、やっとの帰還の最中になって大地神の願いを聞き届とどけたそのことによって、もはや滅めつ亡ぼうをさえ受け容いれるつもりでいたのだ。永く続いたこの世界も、とうとう弾はじけ、夢ゆめと消えるものと。だから余よ計けいに。神々らにとっては、大地神のみならずの返へん還かん、三支し柱ちゆうの新立という事じ態たいは大きく。随ずい喜きの涙なみだにむせぶほどの想いがあった。そんな神々の喜びは、世界により一いつ層そうの輝かがやきを添そえていた。




　すべてが、まるで一新されたかのような眩まばゆさの中に、主役たる子どもたちはきょとんと世界に降おりてきた。

　ふわりふわりと、羽のように危あぶなげに、それでも自力で飛びながら。

　言こと祝ほぐように、世界はよろこびを奏かなでる。

　花が笑い、木々がそよぎ、小鳥が歌う。それはさながら、歓かん迎げいのセレモニー。

　世界すべてが奉ほう迎げいを高らかにする中で、まだ幼おさない子どもたちはそれに応おうじるでもなく、こたえるでもなく。けれど恵めぐみを振ふりまいて。空を拙つたなく泳いで笑う。

　ふと、ひとりが疲つかれたのか、近くにぽすりと着地する。つられたように、もうふたりも、その並へい飛ひしていた鱗の背せへと降り着く。

　世界を超こえての迎えの役目に就ついていたその相手を、既すでに子どもたちは気に入ったらしかった。

　はばたく羽で打たないように、傾かしいだ隙すきに落ちないように、細心の注意をはらって飛びながら。そのドラゴンはちらりと背を窺うかがい、微笑ほほえむ。

　器用にも、空飛ぶ背ですやすや眠ねむり始めた子どもたち。その姿は、かつてのアストリアによく似ている、と思った。

（アストリア。約束どおりに、おれはこの子たちの傍そばにいるよ。君の代わりに）

　この世界で。離れることなく。

　近くで見守り、いたずらを叱しかったり、とある女神の話を寝ね物もの語がたりに聴きかせたりしながら、大切にして。

　その下で、永ながい時間を過ごすのだ。

（──これから、ずっとね）

　幼いとけなくも既に力の顕けん著ちよな彼らなら、もはや繫つながれることもない。

　共に空を自由に飛び回れる日も、そう遠くはないだろう。




　その後一年ほどして、オルフィナは再び身み籠ごもった。今度は隠すこともなく、堂々とそのことを周囲に告げ、国中が期待するなか、玉のような男児を産んだ。

　待望の王家の後こう嗣しの誕たん生じように、国中がお祭り騒さわぎになった。

　そしてそのお祭り騒ぎに拍はく車しやをかけるように、イリシアの婚約が発表された。

　相手は──いつの間にそんな肩かた書がきを得ていたものか──モンダリズ子し爵しやく家けの次男、カムタ・ガーライザー・モンダリズ。

　オルフィナと違い、養子であることがはっきりしている分、もともとの身元を気にする向きもあり、それゆえいらぬ詮せん索さくや腹はら探さぐりも水面下では結けつ構こうあったようだが、カムタは平然としていたし、イリシアも、そんな事態になることは当然予想できたのか、相そう応おうに対たい策さくを立たてていたようだった。

　婚約披ひ露ろうの宴うたげの場では、イリシアはその馴なれ初そめに「以前より常に自分を護まもってくれていた騎士ナイトのような方ですの」と、その腕うでにもたれながらにのろけて見せ、人々の冷やかしを受けたカムタ・ガーライザーは困ったようにしながらも、王女を見る目は優やさしく、周囲の者に相愛であることをひしひしと感じさせた。




　やがてイリシア達が結婚する頃ころに、オルフィナは再び命を宿した。

　繰り返される日々はただ眩まぶしくて、時には泣きたくなるほどだったが、そんなオルフィナにディオンは言うのだ。

「幸せすぎて涙なみだが出そうだ」と。

　それを聞くと、オルフィナはほっとする。

　ああ、自分だけではないのだ、と。

　なにより愛いとしい人が、同じ想おもいを持っていると言うことは、なんとも心強いことだった。

　嬉しくなって、その首に腕を回してしがみつき、それを告げると、ディオンはオルフィナの大好きな顔で微笑むのだ。

　その笑顔は、オルフィナのすべてを優しく包み、震える心ごと暖めてくれるのだった。

　たまらず「大好き」と囁ささやくと、「俺もだよ」と応こたえる。

　そうして、二人はまるで競きそうように、自分の想いを告げるのだ。




「俺の一番は、フィナだ。──二番は子どもたち」

　言いながら、後ろから抱だき、優しく腹ふく部ぶにふれる。

　まだ、動くことなどない小さな命が、応えた気がする。

　その腕を上から握ると、オルフィナも微笑みながら言う。

「ぼくは生涯、ディーのもとを離れないよ。やがて子どもたちが大きくなって、離れていっても。ぼくは──ぼくだけはずっと、ディーと──」

　おなじ空の下で。笑い、泣き、喜び、悲しみ、時には怒いかり。それでも。

　命を失なくすその時まで、共に生き続けよう。

　その切実な想いは、願いであり、誓ちかいでもある。

　ディオンの顔を見上げると、後ろに夜が見えた。

　暗闇の中、大きな月だけが、しずかに浮かんでいた。







　終章（あるいは始まりの追記）







　眠りに就つくその時に、三人はそろってひとつの寝しん台だいにもぐりこむ。

　そうして手を繫つなぎ、遠い世界へ飛ぶのだった。




　そこは、何度見ても奇き妙みような世界だ。

　雲の上にはお城しろや精せい霊れいの住みかもないし、森に行っても妖よう精せいや賢かしこい樹じゆ木もくもいないのだ。

　生き物も奇妙なものばかりがたくさんいて、そこいら中にいるはずの聖霊や、神々ですら見当たらない。いるのは、話す事の出来ない鳥や、空を飛ばない馬やとかげ、水の中でしか生きられない魚たち。そして、自分たちと同じ形をしているのに、空を飛ぶ事も、遠くへ一いつ瞬しゆんで飛ぶ術すべももたない不便な生き物。

　だか、その中に、一いつ対ついの綺き麗れいなものがいるのだ。一人は月の髪かみに空の瞳ひとみ。もう一人は夜の髪に命ちいろの瞳。

　その二人は仲なか睦むつまじく、優やさしさに満ちていて。世界の中心で輝かがやいているように見えた。

　そしてそのそばには──なぜか自分たちにそっくりな顔をした──子どもが二人。走り回る男の子に、空色の瞳の方に抱かれた小さな女の子。そして──

「あれ？」

　一人が呟つぶやくと、他の二人も気付いたようだった。

「もう一人、いるね」

　血色の瞳の中に生まれている、まだ触ふれる事も出来ない小さな命。

「これで、私たちと数も同じになるわ」

　その言葉に、三人でくすくすと微わ笑らう。と、血色の瞳が空色の腕に触れ、何かを知らせるような素そ振ぶりをみせる。

　すると間もなく、──三人の期待に応こたえるように。

　彼らは揃そろってこちらを見上げ、愛いとおしげな優しい眼まな差ざしで微笑ほほえみかけてくれるのだった。

　不思議なことだが、彼らは到とう底てい神官などではなさそうなのにいつだって、まるで自分たちの姿が目に映り、望みが伝わっているかのように、こうして反応を返してくれる。

　それが三人には嬉しくてたまらない。




　一体この世界はなんだろう。

　現実であるとは思えない稚ち拙せつなつくり。だが、時折こうして見にくると、確かに世界として動いている。

　だから、夢ゆめや、幻まぼろしのようにも、また思えないのだった。




　まるで、物語のようだ、と一人が言ったことがある。

　誰だれかが聞かせてくれるひとつなぎの物語。

　眠ねむっているあいだに見るこれは、確かにそれにふさわしい気がした。

　ならばそれはやはり、夢なのだろうか。

　けれど。

　たとえ、夢物語であろうとも。

　ひどく愛しいこの世界を、自分たちの世界と同じように守っていけたらいいと。

　三人は願っているのだった。
















　あとがき







　初めまして、明あ日す香か々こう一いちです。

　人生で初めてのあとがきに、何を書いたらいいのかを真剣に悩なやんでいます。困こまり果てて担当編集者に泣きついたりもしている訳わけですが、そんな事はおくびにも出さずに先へと進めたいと思います。前置きの長いあとがきの始まりです。




　さて。

　まずは第一作目という事で、この作品についてなどをあれこれ語ってみたいと思います。と言っても内容については、もう本当に行き当たりばったりに進めていましたから、語るほどのことは無ないのですが。書き始めの段階に至いたってすら「主人公は少年少女。あとは城とか貴族とか……。さてどうしようかなー」と、構成どころか、あらすじさえ皆かい無むでした。書きながら「次どうするんだろう……」と他ひ人と事ごとのように思ったりもしていましたが、あれは実に面おも白しろい感覚だったと今いま更さら思います。

　ところでこの作品が実はドタバタコメディを目指して書き始められたものだと言ったら、一体どれくらいの人が納なつ得とくしてくれるでしょうか。有り得えなさ過すぎる大幅な指針転向に一番びっくりしたのは、多た分ぶん書いていた本人なのですが。なんかいきなりドラゴンとか出てくるし。

　内容についてはそんな感じで。作品背景についてもお話ししようかと思います。劇げき団だんの日ひ雇やといスタッフをしていた時にただ見した演えん劇げきで創作魂だましいが感かん化かされました。おしまい。（え？）

　……こちらも語るほどのことは無かったようです。いや、その公演自体は子供向けのもので演えん目もくもべたでしたので改あらためて感かん銘めいを受ける部分とかはなかったのですが、やっぱり人が一生懸けん命めい創つくっているものを見ると、たとえ畑が違ってもついつい刺し激げきを受けてしまうものですねと言うかそんな感じで。ちょうど心境的にも、物書きを志こころざしてからそろそろ十年目だし、いい加か減げん、作家志望と嘯うそぶくばかりの怠たい惰だな暮らしに見切りをつけて真しん摯しに頑がん張ばり出さねばなあ……と悶もん々もんと思い詰めていた時期でもありまして。

　書きたいモード全開になったその機きを逃さず、勢いで以もって久々に書き上げた作品が、この『王国神話』なのでした。




　なにはともあれ。正直まだ全然実感はないのですが、それでもこうして、ずっと夢見ていた小説家になることが出来たのは、本当に嬉うれしいです。やっとスタート地点に辿たどり着けたばかりで、右も左も分からない若じやく輩はい者ですが、どうにか頑張っていきたいと思いますので、どうぞ今後とも応おう援えん頂いただければ幸いです。




　それでは終わりにひとつ宣せん伝でんを。この文庫とちょうど同時期に発売になっている雑誌、『ドラゴンマガジン二月号増刊　ファンタジアバトルロイヤル』に本作の外伝的な短編を書かせて頂いております。色々と頑張りましたので、是ぜ非ひ々々そちらの方もチェックしていただけると嬉しいです～。







　謝しや辞じ。

　まずは私の作品を拾って下さった編集部の皆様。そして現在進行でお世話かけまくりな担当編集者の長谷川さん。キャララフを見て自分のキャラに萌もえるという、嬉し恥はずかしい初体験をさせて下さったイラストレーターのかわくさん。その他、この作品の出版に関わって下さった全すべての方々。

　誰が欠けてもこの作品はこうして形にならなかったのだと思うと、何だか不思議な感じです。本当にありがとうございます。




　そして最後に、この本を手にとってくれたあなた。或あるいは既すでに読んでくれたあなたへ。

　心からのありがとうを。
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